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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　月も傾かたむき始めた路地の裏。

　頭ず巾きんを被かぶったマッチ売りがギクシャクと歩いてきて、こう言った。

「コンニチワ！　キラ・アースヴィンス」

「こんばんは。こんなところまでお遣つかいか？」

「タイム・リミットのお報しらせでス、キラ・アースヴィンス」

　大陸の東近辺のことについては大方、手の平に乗せている自負があったキラは、『意外』という言葉の意味を実に久しぶりに実感した。

「……タイム・リミット？」

「それが地球Consensusの of 意思The Earthでス、キラ・アースヴィンス。西の方では大勢が決しました、キラ・アースヴィンス」

「……そうか。もうヨーロッパが落ちたか」

　キラはマッチ売りのカゴからマッチを一箱、拝借して煙草たばこに火をつけた。

「尖せん兵ぺいの仕事はいかがでスか、キラ・アースヴィンス？」

「いちいち名前を呼ぶな、ポンコツ」

「差別的発言の撤てつ回かいを要求します！　差別的発言の撤回を要求します！　ポンコツやガラクタといった蔑べつ称しようを人間が用いることは『ロボットの権利を守る会、及および倫りん理り規定審しん査さ委員会』において査問の対象となることをお忘れなく、キラ・アースヴィンス！」

　キラがマッチ売りのうるさい頭をレンガ塀べいにしっかりと押さえ付け、正面から思い切り殴なぐり付けると、塀と一いつ緒しよにマッチ売りの顔面も陥かん没ぼつした。

「……結界はな、もうとっくの昔に解けているんだ。『ロボの会』はそのさらに昔になくなっている。わかったか、このバグまみれのポンコツガラクタロボットが」

「結界とはなんですか？」

　そういうファンタジックな言い回しが自然になってしまうほど、こっちでの暮らしが長くなっていたことに気付く。

　オイルと組成液まみれになった手を、マッチ売りのエプロンで拭ぬぐいながら言った。

「バリアーだ。バリアー」

「キラ・アースヴィンスはそれをいかにして無力化しましたか？」

　配線が渦うずを巻き、骨組織が結けつ晶しよう化し、肉が盛り上がり、マッチ売りの顔が見る見る再生していく。

「発生器からエネルギープレートを取り外させた。五ご箇か所しよ全すべてだ。だが不安要素がもうひとつある。聖せい魔ま杯はいと呼ばれる、そのプレートの集約器だ」

「それは今いずこ？」

「プレートが五枚揃そろわないと姿を現さない、だそうだ」

「面めん妖ような……」

「全くな。個人的にはお前の言動の方がよっぽど面妖だがな」

「プレートは今いずこ？」

「四枚は俺の手の届く範はん囲いにある」

「コンプリートしてください。解かい析せきしまス」

「どっちを」

「集約器かなー」

　とぼけた音声を聞きながら深々と紫し煙えんを吸い込み、そしてゆっくりと吐はき出した。

「……いいだろう。まとめさせない算段だったが、そういうことなら蘇よみがえらせてしまおう」

「せっかく集めたのになぜコンプしたくなかったのですか、キラ・アースヴィンス」

　南の連中が関かかわったというチートアイテムだ。何が起きるかわからない上に、こっちの連中はそれを手にした者こそ神か救世主とばかりに妄もう信しんしている。

「人間は人間同士で殺し合うのが一番いいんだ。お前には一生わからんだろうがな」

「ロボなので生きていませんけどネ！」

　キラは唾つばの代わりに短くなった煙草を吐き捨て、ギクシャクと去っていくマッチ売りから背を向けた。

「……人類なんてもろいものだな」

　これといった目的があって生きているわけではない。

　だから寂さみしくもある。

　楽しい時間のタイム・リミットだ。
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「お、おお……」

「あれがっ……」

「俺たちの、姫ひめッ……」

　千人近い歴戦の傭よう兵へいたちの間に、吃きつ驚きよう混じりのざわめきが走った。

「あ……いや、でも私は……」

「さあ、パリエル様！　皆みな、パリエル様のお言葉を待っています！」

　うろたえるパリエルを他所よそに、クーデリカが今までになく明るい声でまくし立てる。

「でもあの……ねえ、レイナーってば」

　横目にして肘ひじで突つついてみるが、銀ぎん髪ぱつの騎き士しはいつものように腕うで組ぐみをしたまま、伏ふし目がちに黙もくするのみ。いつもの態度に、パリエルは胡う乱ろんな目をして諦あきらめた。

　旧文明時代の人型兵器と、天てん魔ま将しようらを向こうに戦い、最後の紋もん章しようを手にしてから一ヶ月。

　大公ノエバ・マグダネル・ブラウスピカの言に従い帝てい国こく領を後にしたパリエルたちが向かった先は、ゼムン王国……小こ柄がらで傲ごう岸がんな老王の治める国であった。

　そしてここは、その都の郊こう外がいに設営された呉ご虎こ騎き士し団だんの野営地。

「姫様！」

「姫!!」

「誰だれだって？　ゼムンのお姫さんか？」

「馬ば鹿か、違ちがう！」

「あれがほら、クーデリカが連れて来たって噂うわさの……！」

（う～……）

　別にエルクレセルを復興するとも、姫になるとも言った覚えはない。原隊に戻もどるというクーデリカが、ついでにちょっと紹しよう介かいするだけだからというからついてきたら、よりによってそのように紹介されてしまった。だから目の前には、期待と好こう奇きに満ちた目をした大勢の傭兵たち。

　確実に、何かを言わなければならない雰ふん囲い気きではあり……パリエルがおたおたと言葉を考えていると、助け舟ぶねが出された。

「まあ、いきなりこんな大勢の前に引っ張り出されてお言葉を……なぁんて言われても困りますわな」

　向こう傷の目立つ顔でニヤと笑ったのは、全フル身プレ鎧ートで身を固めたこの呉虎騎士団の団長、ゲンツ・ベイフォードという男だった。大手傭兵団のリーダーというからもっとベテランの中年か壮そう年ねんぐらいを想像したのだが、意外にも見た感じの年ねん齢れいはまだ三十過ぎといったところか。

　またその傍かたわら。

「だから性急だと言ったんだ」

　髪かみを逆立てたさらに若い男が、眼鏡を押し上げながら口を挟はさんできた。副団長のヴァイアッハ・アントワーヌだ。

「いいかクーデリカ、この娘むすめがパリスティエル姫だという確固とした証しよう拠こがあるわけじゃないぜ。仮にそれが証明されたとしても、肝かん心じんなのはこの娘に従う俺たちが納なつ得とくできるかって話だ」

　然しかるに彼は納得はしていないのだろう。いま目の前にいるこの娘が、命を賭とすに相応ふさわしい君主たりえるか。

　団長の方はと言えば、大らかにことの成り行きを見ている風。

「ま、それもあるがな、ヴァハ」

「なんです、団長」

「ハラが減った。飯食いながらにしようや」

　ゲンツの言葉にヴァイアッハは溜ため息いき一つ。誘さそわれるまま、パリエルたちは天幕の一つに向かった。




　　　　◆




　スパイスを利きかせて炙あぶっただけのような簡素な肉料理が一人一皿、テーブルに並ぶ。ナイフとフォークでそれを頰ほお張ばりながら、ゲンツが言う。

「ヴァハの言ったことも一理はあるんですが……やはり一番の問題は、姫様のお気持ちがどうかってことです。俺が見た感じ、乗り気って感じじゃなさそうなんですが……どうですかね？」

　飄ひよう々ひようとした言葉ながら芯しんを突いたゲンツの洞どう察さつに、パリエルはおずおず頷うなずいた。

「ここに来るまで何度も言ったんだけどね。国とか、お姫様とか、そういうのに私は興味はないって。何度も考えたし、だからこの際はっきり言うけど、私にとってそういうのは……やっぱり、重荷でしかない」

　そんな独白然とした言葉に、クーデリカが何やら言いかけたのだが……どこか遠くを睨にらむような横顔に、うまい言葉が見付からず。肩かたを落とすにとどまった。

　代わりに言ったのが副団長。

「ならこれ以上の言葉も必要ないさ。当初の予定通り、この娘にはただの御み輿こしになってもらうだけでいいんじゃないか？」

　団長の方も溜息がてらこう言った。

「そうなる、かな。だったらまあやるべきことは俺たちでやるとして……お姫様には、ただここにいてもらう。ってことなら、どうですかね？」

「……え？　いや……どういうこと？　いるだけって」

　パリエルの疑問に、副団長が前髪を搔かき上げ、小さく鼻を鳴らした。

「今じゃこの呉虎騎士団も、エルクレセルの出身者ばかりというわけじゃないんだぜ」

　呉虎騎士団は、エルクレセルの生き残りが中心となって立ち上げられた傭兵団だ。また騎士団の名の通り、王おう侯こう貴族向けの品位ある武力を売りとしてきた側面もある。ただのゴロツキでは下町の酒場で用心棒、日ひ雇やといの小こ遣づかい稼かせぎが関の山だからだ。

　他方、月日が過ぎ、人員を補ほ充じゆうし組織を拡大するにつれて新しく入ってきた面々は、良くも悪くも傭兵であった。金のために仕事はするが、礼れい儀ぎ作法やしきたりなどに関しては鬱うつ陶とうしく思う者も少なくない。

　ここで昨今、意見の対立が生じてきた。

　あくまでも発ほつ足そく当初のまま、品位品格を売りにしてお高い商売を続けていく案と。入団試験や規則を緩ゆるめ、広く門戸を開放して団員を拡充し、安くても数多く仕事を行うことで収入を増やす案と。

「……質か量か、ってこと？」

　パリエルの質問に団長のゲンツが答えた。

「姫様。この呉虎騎士団の最終目標は、帝国に一ひと泡あわ吹ふかせて、エルクレセルの地を取り戻すことでね。そのためには何より力が必要です。そして力を維い持じし、さらに強化するためには金が必要なわけです。それができるなら仕事の中身なんて、まあ二の次でいいんですが……一番あってはならない問題は、仲間割れを起こしちまうことでしょう」

　エルクレセルの滅めつ亡ぼうから相応の年月も経たっている。にもかかわらず帝国は躍やく進しんを続け、だのに自分たちは流れの傭兵稼か業ぎようを脱だつしきれない。ついに同じエルクレセル出身者の中にも『その誇ほこりを忘れぬことが最も大事』と言う者と、時間を焦あせり『もっと組織の拡大を急ぐべきだ』と言う者とが現れる。

　今のままではいつまで経っても帝国に勝てはしない。かといってこれ以上新しい人員を増やしてエルクレセルへの意志と執しゆう念ねんが薄うすれても本ほん末まつ転てん倒とうだ。どちらも正しい。だから、いくら議論したって結論は出ない。結果、仲間同士のはずなのに、心ばかりが離はなれてしまう。

　しかも新しく加わった者たちに至っては、そんな議論自体にさほどの関心もない。

　要するに。長く続いた組織の常として、浮うわついてきているのだ。どこかで引き締しめが必要だ。その要かなめとしてタイミングよく存在が発覚し、求められたのが。

「……なるほど、ね」

　パリエルは理解して肩を落とした。

　要するに実務的なこととか本人の志とか、そういうのはどうでもいいのだ。方法はともかく、祖国再興という目的のシンボル。わかり易やすいアイコンとして『お姫様』が欲しいということなのだ。

　それはそれで。

（……もうちょっと、こう……）

　お姫様らしくちやほやされたかったような。

　されると思っていたというか。

　正直、肩かた透すかし。

　確かに表にいる一団、目を輝かがやかせている者もいたが、遠くの方では眠ねむそうな者も多かった。

　ことヴァイアッハ副団長に至っては。

「いくら王族と言ったって、年とし端はもいかぬような娘に多くは期待していないぜ」

　その口調からして、王族に対する敬意のカケラもない。そんなヴァイアッハへまあまあとなだめるように手て振ぶりをして、ゲンツは言った。

「俺らとしても、ご存命とわかった姫様をほったらかして勝手にエルクレセルを名乗るつもりはありません。なもんで、ここらでスパッと決めて頂きたく思いましてね。うちのクーデリカを遣いにやったのは、そういうわけです」

「ん……。急いでる……？」

　パリエルの問いにゲンツは頷き、テントの中だが城のある方角を親指で示した。

「このゼムンが志願兵を集めてる、ってのはご存じですよね？」

「うん、まあ……私たちも、そんな話を聞いて来たクチだし……」

　マヒロからの手紙。紋章をリーゼルに……云うん々ぬんもあるけど、それは今は置いといて。

「なら話が早い。少し前から噂されていたんですが、ゼムン王は何らかのコトを起こす腹積もりらしい。噂通りヴェロニカへケンカを売るか、そうと見せかけて共和国の手を借りてミスマルカ方面へ直接行くか、はたまた生き残った北きた中ちゆう原げんの中小国家を吞のみ込むか……ともかく、俺たちはそこに合わせて旗はた揚あげする計画です」

「旗揚げ……？」

　目を丸くしたパリエルに、ゲンツは付け合わせのキャベツをむしってにやりと笑う。

「傭よう兵へい、呉虎騎士団としてじゃなくてね。エルクレセル騎士団として。エドアルド王の吹っかけた戦いくさに乗っかり、華はな々ばなしく名を上げるわけです」

「お……、おぉ……」

　フォークを咥くわえたまま、思わず、パリエルは唸うなった。反乱軍としての初手、戦果とともにであれば広く名が轟とどろくだろう。それはちょっとワクワクする展開だ。

「そのとき、俺らのバックに姫ひめ様がいてくれれば最高です。絵になる。サマになる。祖国再興の大義が付く。大義が付けば他国からの支し援えんも望める。が……さっきも言いましたが姫様がこうして生きている以上は、俺らが勝手にエルクレセルの名を冠かんするわけにはいかんでしょう？」

　少し卑ひ屈くつげに唇くちびるを持ち上げるゲンツ。

　副団長のヴァイアッハが指を三本立てて締めくくる。

「さっき団長が言った、決めてもらいたい、とはそういうことだ。一つ。エルクレセルの王女として俺たちの旗はた頭がしらとなる。二つ、それともただ名前を貸すだけの御輿となる。あるいは……」

「……あるいは？」

「重荷とまで言うんだったら……三つ。エルクレセル王室の正統後こう継けい者しやとしての地位を放ほう棄きし、その権けん威いを俺たちに委い譲じようする」

「……。それって……」

　啞あ然ぜんとなるパリエルに。

　ゲンツが髪を搔き搔き、半ば確信的に呟つぶやいた。

「すいませんね、姫様。いい気はしないでしょうが……さっきも言ったように、こっちも事情が事情、時間があんまり残っていない。有あり体ていに言って必要なのは、俺たちがエルクレセルであるという〝箔はく〟だけだ。それさえ頂けるなら、形は何だって結構です。方法はあんたが選んでくれていい」

「が……あまり駄だ々だをこねるようなら、俺たちとしては付き合っている暇ひまはない。そういうことだ」

　団長は友好的な態度を。副団長は威い圧あつ的な態度を、終始崩くずさなかった。

「……」

　ぽかーんとなったまま、パリエルは少しの間、固まっていた。

　王族の権威なんて、ことさらすでに滅ほろんだ国の権威なんて、そんなものなのだろうか？　いや、それにしたってあんまりではないか？

　王族相手に仕事してる割には……いや、でも所しよ詮せん傭よう兵へいなんてそんなものか……。

「なんだ？　言いたいことがあるならはっきり言えよ」

　ヴァイアッハの方へ、きょとんとした表情のままパリエルは振り向いた。

「じゃあ、聞くけど……あなたたちは王族に仕えられるような器うつわなの？」

　ヴァイアッハが鼻持ちならぬ態度で、眼鏡をかけなおす。

「……つまりこう言いたい訳だ。あんたはあくまで姫様気取りで、担かつぎたいなら俺たちにそれ相応の誠意を見せろと」

「いや、気取りって言うか……ホンモノだし」

「でも、重荷なんだろ？」

「重荷だからって捨てられるようなら、とっくに捨ててるよ。私が国王だったお父さんの子供で、エルクレセルという国に生まれた過去はどう否定してもなくならない事実だ。その名前を公おおやけに使う必要があるっていうなら、こっちだってそれなりに〝箔〟のある人物じゃないと任せられないよ。お父さんやお母さんや私が生まれた国の名前に、泥どろは塗ぬれない」

　ヴァイアッハが鼻を鳴らす。

「その国を滅ぼした張本人である帝てい国こくに脅おどされ、弱小国の一仕官に身をやつしていた体で何が泥だ」

「王族の私が自分の国をどうしようとそんなのは勝手だよ。もういい、口の利きき方も知らない田舎いなか者はすっこんでて」

「なんだとっ……だったらその言い草は、王族に相応ふさわしいものだとでも……！」

「すっこみ遊ばせ」

　それを聞いたゲンツが大笑いしながら、右に左になだめすかした。

「まあまあ、落ち着いてください姫様。ヴァハ、今のはお前が悪い。所詮俺らは平民だ。少し立場をわきまえろよ」

　舌打ちがてら顔を逸そらすヴァイアッハに、ゲンツは呆あきれたように嘆たん息そく。

「すみませんね、どうにも。俺らも王族との付き合いはわかっているつもりなんですが、お姫様なんてのはどこの誰だれ様も似たり寄ったりなもんで、つい」

「普ふ通つうはね」

　それはパリエルだって知っている。

　感情は表に出さず、声は控ひかえめ、箱入りも箱入り、宝物庫の中の宝箱の中で育ったようなごく普通のお姫様なら……まあ、あのように強く言われたら、おずおずと言いなりになってしまうかもしれない。

「けどあなた様は、そういうのとは違ちがうようだ。重荷ではあるが捨てられない……気に入りました。俺らみんな、言ってしまえばそういう集まりです。理由は様々ですが、エルクレセル一つ忘れちまえばフツーに暮らせるものを、やはりそれじゃあ気に入らない。寝ねても覚めても、何か納なつ得とくがいかない。姫様は、どうですか」

　ゲンツの言葉は、真に迫せまるものだった。

「……うん。わかるよ……その気持ちは。けど……」

　そこに一人が呟いた。

「……追ってはいるのだろう」

　不意に声を出したレイナーへ、パリエルは振り返る。

「追ってるって、何を？」

「亡なきリュミエル陛下の姿を。だから剣けん士しとして傭兵を続けていると、俺は思っていたのだが」

　山がちで魔ま物ものに対しても険しい国土は、当然、人にとっても厳しく、かつてのエルクレセルは軍隊を輸出することで経済を回していた。つまりは傭兵だ。その王であった自分の父は、いわばエルクレセル軍という傭兵団の大頭領であった。

　そして言われてみれば確かに、自分はそんな父の姿に重なろうとしているのだ。運命なのだろうか。いや、運命なんて言葉は綺き麗れいすぎる気がする。

　いやいや……今さら、綺麗も汚きたないもないが。

　そう思って、小さく笑ってしまった。

「じゃあ、なろうか？」

　何か達観した乗り気でない一言でも、クーデリカの表情が明るくなるのがわかった。他方でゲンツは用心深く身を乗り出し、手を組み、興味深くその目を覗のぞき込む。

「どっちになりますか。御み輿こしか、名実ともに姫様か」

　だからこれには真しん摯しに答える。

「私も馬ば鹿かじゃないつもり。まずは御輿でいいよ」

「まずは……と、言いますと？」

「客将扱あつかいでいい。あなたたちと一いつ緒しよに仕事をする。みんなが私を気に入ってくれたら、自然と私はそういうものとして慕したわれるだろうし。そうじゃなきゃ、自然と居場所なんてなくなるよ。でもね、それは私も同じこと。あなたたちがただのゴロツキにしか見えないようなら、私は騎き士し団を抜ぬける。そうやってお互たがいに見み極きわめればいいじゃない？　私が姫に相応しいか。あなたたちが家臣に相応しいか」

　言い終えたときには、ゲンツは朗ほがらかに微笑ほほえんでいた。

「いい条件です。こっちとしては、いてくれるっていうなら当面それだけで充じゆう分ぶんですからね。思ったよりずっと芯しんのしっかりした方で気に入りましたよ。真面目まじめに、嬉うれしく思います」

　そう言ってゲンツは給仕係に持ってこさせた葡萄ぶどう酒のコルクを開け、三つの銀の杯さかずきへ大おお雑ざつ把ぱに、なみなみとそれを注ついだ。

「入団……ってわけでもないですが。まあ呉虎騎士団へようこそ、って挨あい拶さつみたいなもんです。ほら、そっちの腕うで利ききも」

　一つをレイナーへ。もう一つをパリエルは受け取る。最後の一つを掲かかげ、ゲンツが言った。

「我らの刃やいばに、剣の神のご加護があらんことを」

「我らの刃に、剣の神のご加護があらんことを」

　と、同じように杯を掲げたレイナーが、同じように言葉を繰くり返す。

　パリエルはそれを見て一言。

「えっ。あ……、言うの？」

　レイナーは首しゆ肯こう。

「ああ。子供の頃ころ、家を後にする父がやっていたことを思い出した」

「へぇ……そうなんだ」

　つまり本当に、出しゆつ陣じん前の願がん掛かけか験げん担かつぎか。エルクレセルの兵士らに根付いていた慣習なのだろう。生憎あいにくと、パリエルの中には父がそのようなことを唱えていた記き憶おくは無い。

　それもそのはずで、幼い、それも娘むすめの前で言うような言葉ではないなと思いながら。

　パリエルも見よう見まねで、乾かん杯ぱいする風に杯を掲げた。

「えっと……我らの剣に……なんだっけ？」

「姫様……俺らに箔を与あたえてくれるってんなら、姫様自身もそれなりの風格を持ってくれなきゃ困りますぜ？」

　苦く笑しようする団長と一緒になって、クーデリカが苦笑いで嘆息していた。
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　他方、ゼムンの王城。とある一室では、その日も会合は紛ふん糾きゆうしていた。

「どうあっても、私どもの言葉はお聞き届け頂けないのですか」

　ゼムン王、エドアルド・ゼムネスカへ向けて詰つめ寄ったのはハイランドの王子、勇者リーゼルだった。

　受けて老王。

「聞けぬ聞けぬ。ワシは前々からヴェロニカが欲しかったんぢゃ。特にナージュ領がのう。あそこの領主、マダム・レンシーはまさにすこぶるつきよ」

　病びよう床しようではなかったが、足あし腰こしを弱めたゼムン王国の老王、エドアルド・カイン・ゼムネスカは車くるま椅い子すの上で笑う。

「陛下、私どもは真面目に……！」

「ワシだって大真面目ぢゃわい、若造が。なんせもう老い先が短い。命がかかっておるからのう、クワカカカッ！」

　言葉こそ明るく冗じよう談だんめかしたものであったが、冠かんむりの下の眼光は鋭するどく、あたかも幽ゆう鬼きの如ごとき凄すごみを宿らせていた。

　傍かたわらで嘆息を抑おさえて声を発したのは同じく勇者、虹こう剣けんのシーナ・ミルローザ。

「王様、返す返す申し上げますが、これはゼムン一国やヴェロニカだけの問題ではありません！　大陸の支配を目もく論ろむ帝国の脅きよう威いに……！」

「ふん、何が帝国ぢゃ。二年前、偉えらそうなだけのがラヒルのところで雁がん首くびそろえて、アレもいかんコレもいかんと御ご託たくを並べた結果があの敗戦ではないか。貴様らはまたそれを繰り返すつもりか？　のう、新連合盟主よ」

　盟主、と水を向けられてかぶりを振ったのも、またリーゼルであった。

「そんなつもりは毛頭ありません！　ただ、陛下が行おうとしているヴェロニカへの進しん攻こうは現在のこの中原、ひいては大陸の情勢からあまりにかけ離はなれていると、そう申し上げているのです！」

「このゼムンはワシの国ぢゃ。残った命はワシの好きにさせてもらうわい。それとも貴様、教育係のジジババから年寄りを労いたわれと教わらんかったのか？　ああん？」

　なお食い下がろうとするリーゼルの肩かたに、シーナとは反対側の席からそっと手が置かれた。

「姉上……」

　うんうんと頷うなずいたアンゼリカ姫ひめ。

「ゼムン王」

「なんぢゃ」

「労わってもらうのと、駄だ々だをこねるのとは、違いますよ」

「くかか、そんな風に言われるのが一番堪こたえるわい！」

　孫ほども歳としの離れたアンゼリカからの言葉に、ゼムン王は破顔一笑して膝ひざを叩たたき、次には尊大に鼻を鳴らした。

「なんとも情けない話ではないか。新たな盟主を支えるのがこのような娘二人だけとはのう」

　この会合の席には、北中原各国からの代表も列席している。だが多くはゼムン王の一睨にらみで小さくなってしまうような役人官かん僚りよう止まりであった。この傲ごう岸がんな王と対等に言葉を交かわすには、格も箔はくも家いえ柄がらも、何もかもが足りなすぎた。

　新しく連合盟主へと持ち上げられたリーゼルの呼びかけに対し、各国とも形だけの人員を派は遣けんしてきたに過ぎないのだ。どこも本気でゼムンを止める気はない。止めようとして止まるような国、王ではないと、皆みな知っているのだ。特に周辺諸国は、余計な茶々を入れて自国が攻せめられたのでは敵かなわない……と、呼びかけ自体に応じない国もあった。

　だが、たかが中原のただ一国の王すら止められずして、どうして人類領域の過半を占しめる帝てい国こくを阻そ止しできるというのか。

　……それを知った上で、老王は意地悪く笑っていた。

「貴様も貴様じゃ小こ僧ぞう、二年前から何も成長しておらんのう。騎士だの勇者だのという連中は、どうにもバカの一つ覚えで困るわい。言葉は剣とは違うのぢゃ。力任せに振ふりかざして押し通せるのは、チンピラ同士のケンカだけぞ」

「っ……」

　いつか、どこかで、誰かに。

　似たような話を、違うような形で叱しつ責せきされたことを思い出し、リーゼルは知らず歯は嚙がみする。

「しかし……！」

「よりによってこのワシが！　そうと言えば頷くような器うつわと思っておるのか？　そうではあるまい。ワシはヴェロニカを攻める！　勝てばナージュの領主とその他諸もろ々もろが手に入る！　ぢゃが止めてどうなる？　貴様らの言葉に従い、それを留とどまったワシに何が手に入る!?　さあ言うてみい!!」

　喝かつ破ぱする老王へ向かい、叫さけぶようにシーナが立ち上がった。

「平和と団結が手に入ります！」

「いらん！」

　アンゼリカが続いた。

「人望と、尊敬が集まります……！」

「いらんいらん！　他に何かないのか！　のう小こ童わつぱども、そんな他人任まかせのものなどいらぬわい！　貴様ら自身がワシに何を与えられるか述べてみよ！」

　最後にリーゼルは述べた。

「何も与えられはしません」

「ふん、開き直りよったか？　つまらんヤツぢゃ……」

「ですがこれだけははっきりとわかります。陛下がヴェロニカから手中に収めるのは、上辺だけのものです。その見せ掛かけに騙だまされて、陛下は遥はるかに多くのものを手放すことになります」

　ほう、とゼムン王が息を吐はいた。

「この一週間毎日顔を突つき合わせて、ようやく少しは言えるようになったか。ぢゃがまだまだ言葉遊びの域よ。その程度、ラヒルのせがれであれば二年前にも平然と吹ふいておったわい」

（……マヒロであれば、か……）

　ペルグルンで会ったときはろくに話も出来なかったが……ハイランドからゼムンへ至る道すがら、合流したパリエルから帝国でのマヒロの様子を聞いた。相変わらずですよ、と彼女は懐なつかしむでもなく呆あきれ顔をしていた。

　ハイランドを守るため、南中原を解放するため、友人を救い出すため。否いな。今は単に、あのライン会戦の悲劇を繰り返さぬがため。

　新型魔ま法ほうや事の大小ではない。

　人と人による戦いくさという、最大の愚ぐを避さけるために……。

「陛下！　陛下、一大事にございます！」

「おう、なんぢゃ」

　ゼムン王は慌あわただしく入ってきた騎士へ視線を投げた。内々の耳打ちに一つ頷き、手を一払はらいする。伝令を終えた騎士は深々と頭こうべを垂れて、また急ぎ退室していった。

「……なるほどのう。そっちへ動いたか……」

「陛下？　何か……？」

「ふん、じきに貴様らのところにも来るわい」

　果たせるかな。

　言葉通り、ほどなく今度は連合の伝令が駆かけ込んできた。

「恐おそれながら報告いたします！　帝国のヘリオト家がヴェロニカ商工同盟に対し宣戦を布告したとのことです……！」

　リーゼルは青ざめ、眩暈めまいのする思いだった。

　帝国が侵しん攻こうを再開した？　それも中原ではなく極東のヴェロニカ側から……？

　シーナが叫んだ。

「一体どういうことよ!?　帝国はヴェロニカとは友好関係にあったはずでしょ……!?」

「は、それについては調査中ですが、恐らくは過日のヘリオト家の子息暗殺が契けい機きになったものと思われます！」

「賭かけに勝ったのはワシのようぢゃのう」

　笑うゼムン王へリーゼルは振り返った。

「どういうことですか!?」

「勘かん違ちがいするな、ワシがその暗殺事件を起こしたわけではない。ただ、ヴェロニカへ攻めると誰だれ彼かれ構わず言いふらした結果ぢゃ。帝国はどう動く？　ヴェロニカへ攻め込み防備が薄うすくなったこの国を攻めに来るか、それともヴェロニカの後背を突つくか……ぢゃが、まさか先手を打ってくるとはのう」

　シーナが信じられないような面おも持もちで呟つぶやいた。

「……先手って、まさか暗殺事件は帝国の謀ぼう略りやくということですか……!?」

「このタイミングであれば他にあるまい。ヴェロニカの意識がゼムンこちらへ向いている隙すきを狙ねらい、開戦理由をでっち上げたのぢゃ。ともあれヴェロニカの戦力は分散するぢゃろう。こちらからも攻め易やすくなる。急ぎ軍備を整えねばならぬのう」

　控ひかえていた側近を呼びつけるゼムン王に、リーゼルは椅い子すを蹴けって立ち上がり、叫んだ。

「見殺しにするどころか、その背を狙うとおっしゃるのですか!?」

　途と端たん、老王は目を剝むきテーブルを叩いた。

「そうぢゃ！　うかうかしておればヴェロニカ七領、全すべて帝国に吞のまれて終わりぢゃ！　貴様、その増長を黙だまって見ておれと言うのか!?　それが連合を代表する者の言葉か!?　ああ!?」

「ッ……!!」

　歯嚙みするリーゼルの肩に、アンゼリカが手を置き、ひとまず座らせた。

「姉上……」

「少し落ち着きなさい、リーゼル」

　すっと、静かに視線を移す。

「陛下。その軍備が整うまでの期間は？」

「それを聞いてどうする、アンゼリカ姫」

「今ようやく、陛下の当てにする傭よう兵へいの数が揃そろってきたところ……実際の出しゆつ陣じんまでには、まだまだ時間がかかるはずです。いいえ、かかるようにします」

「なんぢゃと……？」

　普ふ段だんからおっとりとして大人しげな姫の、真しん剣けんな眼まな差ざしが何を意味するものか。さしもの老王も見当が付かず眉まゆ根ねを寄せる。

　アンゼリカは立ち上がって言った。

「リーゼル、行きましょう」

「姉上……？」

「中原に布陣している連合軍の現有戦力は割さけませんが、傭兵ならば話は別です。ゼムンに集まっている傭兵を雇やとえるだけ雇いましょう。そしてヴェロニカへ応おう援えんに向かうのです」

　ゼムンが当てにする遊ゆう撃げき兵力を根こそぎ引き連れ、当のヴェロニカの防衛に当たるという。リーゼルも、シーナも、ゼムン王も……他の役人たちも何の冗じよう談だんかと、啞あ然ぜんとなった。

　しかし真っ先に我に返ったのは、リーゼルであった。正式な同盟関係というわけではないが、帝国という敵に攻め込まれているヴェロニカを見過ごすわけにはいかない。

「確かに、それならば連合の理念に沿うものです。資金は連合からいくらか捻ねん出しゆつしましょう。俺は連合盟主としてすぐにヴェロニカにその旨むねを打だ診しんし、城下の傭兵たちにも呼びかけてみます。ひょっとしたら、あの計画がそのまま形になるかもしれません」

　シーナは思わず喜色を浮うかべ、呟いた。

「それってつまり反帝国の……〝解放軍〟……！」

　連合各国の代表団の間にざわめきが走り、リーゼルは力強く頷うなずいた。

　呉虎騎き士し団がハイランドへ来たときに、すでに彼らと概がい要ようを決めていた。

　確かに国家の首脳陣同士の連れん携けいは必要だ。それは絶対に必要だ。だが、やはりそれだけではだめなのだ。先のゼムン王の言葉通り、アレもいかんコレもいかんと御ご託たくを並べた結果は、ライン会戦で証明された。

　人々の心をまとめるためには、もっとシンボリックな何かが必要なのだ。

　それは会議場の中ではなく、もっとわかり易やすい形で、誰の目にも届くところにあらねばならない。そしてそれは、たった一人のお為ためごかしの英えい雄ゆうではだめなのだ。祭り上げられるばかりで手も触ふれられぬ、プロパガンダ的なアイドルではだめなのだ。もっと具体的で、その気になれば誰もが参加できる、現実的で実在的な力の形。

　その具象としての〝解放軍〟なのだ。

「……もちろん、ゲンツ団長や、その話を聞かされたパリエルがどんな風に受け止めるかもあるだろうけど」

　当初の予定ではエルクレセル出身者が集つどう呉虎騎士団が中ちゆう核かくとなり、祖国再興の大義名分とともに名乗りを上げる計画だった。

　しかし、もし彼らに合流したパリエルがそのことに否定的であったなら。また、彼女と呉虎騎士団との間に何らかの不和があるようなら。連合盟主のリーゼルとしてはただの後見人ではなく、自らが解放軍のリーダーとなることも視野に入れていた。

「……なるほどのう」

　得心したように一息したゼムン王が、椅子にもたれた。

「そこまで考えておるのであれば、やってみるが良い。それで帝国をヴェロニカから追い返せるのであれば、賭けはワシの負けということにしよう」

「本当ですか……!?」

　リーゼルの問いに、ゼムン王は鷹おう揚ように頷いた。

　そもそもゼムンが連合を離り脱だつした理由は、敗戦後の連合の危あやうさという一点からだった。ミスマルカ王ラヒルⅡ世という盟主を失い、連合は瓦が解かいしたも同然であった。だったら名ばかりの連合にかまけるよりも自国のことのみに専念し、国力を蓄たくわえ守りを固めた方が国家として生き残れる可能性が高い。

　ヴェロニカ攻ぜめも、その国力の増強の意味合いだったのだが……最近になってリーゼルが新たに連合盟主となり、そして今、その若き盟主は反帝てい国こくの明快なビジョンを表した。

　ヴェロニカを説得し、その領内に数多あまたの傭兵を纏まとめ上げた軍団を進め、かつ帝国軍に勝利する。並の才覚でできることではない。

　だが、できるのであれば──。

「連合に……いや、貴様にそこまでの力があるのなら、リーゼル王子。光の御み子こよ。ワシもそなたの実力を認め、ゼムンを再び連合の傘さん下かとしよう」

　リーゼルは力強く頷く。

「必ずや我々の正義と団結の力、お目にかけましょう──!!」
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　ヴェロニカ商工同盟へ侵攻すると目される、中原最後の大国ゼムン。その野望を阻そ止しせんがためにゼムンを訪おとずれている、新連合代表団。
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　それを引っ搔かき回すためにゼムン行きの支し度たくをしていたマヒロであったが……。

「お呼びですか？　姉上」

　呼ばれ、訪れた執しつ務む室では、シャルロッテが珍めずらしく不ふ機き嫌げんそうにむくれ、頰ほお杖づえをついていた。

「ゼムン行きは中止します」

「……なぜまた？」

　シャルロッテは姿勢を正し、机き上じように手を組んだ。

「ヘリオト家がヴェロニカ商工同盟へ宣戦布告しました」

　帝国議会においても絶大な発言力を有する四大大公家。その一つがヘリオト家だ。

　ここでマヒロも真剣な面差しとなった。

「……突とつ然ぜんですね。姉上の意思ではないとすると、陛下の意向ですか？」

「驚おどろかないのですか？」

「驚く暇ひまがあったら、現状を把は握あくすることに使う方が有意義でしょう？」

　こと宣戦布告だなどと穏おだやかではない。

「結構。では続けますが、私の意思でもお父様のご意向でもありません」

　確かにそうでもなければ、シャルロッテはこんなあからさまに不機嫌な様子を見せぬだろう。

「事の発ほつ端たん自体は些さ細さいなものです。遡さかのぼればヘリオトは帝国領となる以前からヴェロニカとの間に国境問題を抱かかえていました。もちろん、ヘリオト家には帝国領となった際にヴェロニカに譲じよう歩ほする形で黙ってもらうことにしました」

「そしてヴェロニカに恩を売った」

「その通りです。その恩のおかげでいつだかはヴァリオ公が随ずい分ぶんとこちらに融ゆう通ずうを利きかせてくれたものですが、どこかの誰かさんが七領祭のキャラバンレースに首を突っ込んだせいで計画はおじゃん。私の片かた腕うでを務める優ゆう秀しゆうなるルディ＝シャンク外交官は謹きん慎しん処分。おまけに今度はゼムンにまで狙われてチカちゃんかわいそう」

　ほぅ、と切なげに溜ため息いきをつくシャルロッテ。

「……他国の首長をちゃん付けで呼ぶのは公職者としてどうかと思いますよ」

「いやいやいや写真見たのよ。なにあの子メチャクチャ可愛かわいいんだけど」

　シャルロッテはがさごそと机上の書類の束からヴェロニカの資料を漁あさり、そのような写真を取り出した。マヒロが最後に会ったあの七領祭のときより愛らしさはそのまま、わずかに大人びていた。

「ほら。ほらね。ほらもう～。昔の自分を思い出しちゃったわ」

「そうですか」

　すっかり悦えつに浸ひたっていたシャルロッテは我に返り、咳せき払ばらい一つ。

「……私の意思ではない。お父様の意向でもない。大公家の独断。つまりは他の誰かが焚たき付けたのよ。遠回りに。そうなるように」

　そしてそうなった。

「ヘリオト家の周辺から証しよう拠こや言げん質ちが？」

「今のところはまだありません。けれども、今この時期に足並みを乱す意味がわからないわ」

　シャルロッテは机上に敷しいた地図へ指を沿わせた。

「ヘリオトの軍量だけでヴェロニカが陥おちるわけがないし、私たち中央を混乱させる意味でならバクターヌ公の翻ほん意いのときしかなかったでしょう、そんなチャンス」

「このタイミングでバクターヌとブラウスピカが教団領にでも押し入るとなれば話は別ですが……」

「念のため確かく認にんしたけど、そんな気配は微み塵じんもありません」

　そもそも聖騎士団の守りを破るというのが、ヴェロニカを攻める以上に無理な話だ。それができる部隊なら、帝都の黒騎士団とも互ご角かくに渡わたり合えるだろう。

　髪かみを搔き搔き、マヒロは尋たずねる。

「その、些細な発端の〝些細〟ってどれくらいのものですか？　やはり先日の……」

「ええ。連合を名乗る若者が、ヴェロニカでの式典に出席していたヘリオト家の子息……公太子を銃じゆう撃げきした」

「それは先週の新聞で見ましたけど」

　式典と言っても何のことはない。その子息は、ヴェロニカのある名門の学院の卒業生であった。そして創立の記念式典に出席していた。だがそんな、本来は政治など関係ないはずの学び舎やで惨さん劇げきは起きた。

　銃撃犯は逃とう亡ぼう。

　子息は病院に担かつぎ込まれたがほぼ即そく死しだったらしく、息を引き取ったことはその日のうちに公表された。

　ヘリオト家だけではなく、帝国政府としてもヴェロニカ商工同盟には潜せん伏ぷくした犯人の引渡しを要求していた。

　ここでシャルロッテはまた一息。

「まさかサラエボ事件にするわけにもいかないわ。だからルディを使って内々にね。本人でなくても、形だけでもいいから誰か引き渡せってサインは送ってたんだけど」

　かつてサフィナ家の邸てい宅たくで見た領主たちの、喧けん々けん囂ごう々ごうの話し合いを思い出してマヒロは肩かたをすくめた。

「七領家の領主たちが、それは了りよう承しようしないでしょう」

　コウのような利己的で狡こう猾かつなタイプはともかく、最も発言力の強いナージュ領のマダム・レンシーが烈れつ火かのようなあの気き質しつだし、その他の領主たちもそこまでひねくれた性格をしていない。

　だが、実際の両陣じん営えいの思おも惑わくはどうでもよかったのだ。最大の問題は、忘れられかけていた国境問題と、それにまつわるヴェロニカ南部領民とヘリオト領民との間の感情の再燃だ。

「……上で片を付ける前に、下に火が点ついてしまったと」

「まあそんな感じ。そうなればヘリオト公だって家族を殺されてるんですもの……と、思うのだけれど」

　マヒロも定例の夜会で挨あい拶さつ程度は交かわしていた。

「大公ご自身はそこまで軽けい率そつな方ではないはずですね」

「と、思うのよ。そうでなければバクターヌやブラウスピカと渡り合えるはずがないもの。それとも周囲や領民から哀あい願がんされれば、何もしないというわけにもいかないのかしら」

　半ば芝しば居いがかった確信的な物言いに、マヒロは月の綺き麗れいな夜のことを思い出した。

「……そういえばライン会戦の直前。教団領でそんな話をしましたね」

　シャルロッテが我が意を得たりとばかり、マヒロに向かって指を鳴らす。

「まさに。あのときの急進派と保守派が、今回のヴェロニカとヘリオトよ。そして降って湧わいたように国境問題を思い出した領民たち」




　教団領で預言者が言っていた。

『世界は破は滅めつへ向かっている。』

　風ふう牙が衆の麒き麟りんが言っていた。

『世の中には、あまり平和になってもらっては困る連中がいる。』




「〝何者か〟……」

「そう、何者か」

　式典という公おおやけの場で起こってしまった事件では、情報の統制も難しい。増してや起きた場所が、〝王を頂かず〟の自由主義精神を美徳とするあの商工同盟だ。

「で、僕はゼムン行きをやめてヴェロニカへ向かえと？」

「そういうことよ」

「戦いくさを止やめさせればいいのですね？」

「いいえ。ヴェロニカ七領、全すべて陥としてきなさい」

　マヒロの、「は？」という気の抜ぬけた吐と息いきは、随分と遅おくれてからやってきた。

「いやでも……」

「たぶん、ここで火種を残しちゃだめなのよ。平和的に解決しても、どうせその感情は残るわ。それに今度はゼムンが利用される恐おそれがある。だったら政治的にだけでも、我が国の領土としてしまった方が付け入る隙すきがなくなるわ」
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　大統領執務室でそんな報告書を、一枚一枚、右から左。めくるのに合わせて、金色のしっぽが右から……左。右から……左。

　国防長官セリアーナ・ヴァーゼンシュタインの読み終えた一枚を取り上げて、アンディ・Ｊ・イエスマン副大統領は肩をすくめた。

「政治的、戦略的な外交……というよりこれは」

　部屋の主あるじであるシャックス・ブレグナム大統領は頷うなずく。

「ヘリオト家による感情論的な行動と見るべきだろう。誰だれとも敵対しないというのが、ヴェロニカ商工同盟の処世術だ。中原、共和国と敵対している最中にヴェロニカまで敵に回すのは、帝てい国こくにとってリスクが大きすぎる」

「となると、先日のヘリオトの公太子が暗殺された事件は……」

「大衆紙は帝国の自作自演という説を面おも白しろおかしく取り上げているようだが、そこまで単純な相手なら我々や、あのミスマルカ王が代表を務めた旧連合がどうして苦戦するものか」

　セリアが頷く。

「そうですね。でも……」

「……どうした？」

　シャックスの声に、セリアーナはいま手にしていた報告書の一枚をひらりひらり。

「ライン会戦以降、どうも帝国の統率に乱れが生じている様な気がします」

「すでにこの共和国を凌りよう駕がするほどの国家だよ」

　イエスマンは肩をすくめる。

「しかも大半が昨日今日、併へい合ごうしたような領土と国民だ。そう簡単にはまとまらないだろう？」

「いえ、その割には足並みの乱れ方にまとまりがあるというか……」

　言葉にするとあやふやなニュアンスを汲くみ、シャックスはこう言った。

「バクターヌ公の反乱や、旧レンキス遺い跡せきからの紋もん章しようの簒さん奪だつ、そして今回の宣戦布告……一見バラバラに起きたそれら全て、何者かが裏で糸を引いていると？」

「ええ。あまり先入観は持ちたくないんですけど……」

　ただの抵てい抗こう勢力の動きにしては、あまりに核かく心しんを突ついている気がした。

　たとえば過日に共和国で起きたイスルギ率いるレッドフラックの反乱だが、多数の公共機関を重点的に狙ねらった一いつ斉せい蜂ほう起きだった。

　普ふ通つうはそうなのだ。個々人にできることなど高が知れている。人は寄って集まって、その中であるいは統率され、あるいは協力し合って、初めて大きな力を発揮する。だからイスルギは数でカバーした。一いつ箇か所しよ一箇所の動きは小さくても、それが同時に、広こう範はん囲いの施し設せつで起きたから行政機能は麻ま痺ひを起こしたのだ。

　だが帝国で起きている一連の事件……報告書で読む限りだが……あまりに的確すぎる。

　バクターヌ公の反乱のときは、新型列車が帝都に突っ込むだけで国が傾かたむくほどの損害を被こうむったはずだ。

　紋章の奪取にしても、あとそれ一枚で帝国がチェックメイトを打とうとしていたものを、たった数人の妨ぼう害がいによって阻そ止ししてしまった。

　そして今回の宣戦布告。

　何者かがヘリオト家の子息を射殺することで、意図的に引き起こされたとは考えられないだろうか。もしそうならきっかけは鉛なまり弾だま一発という極きわめて些さ細さいなものだが、安定していた大陸東部の情勢がこれで一気に崩くずれたことになる。

　必要最低限入力で、しかし歴史を左右するほど莫ばく大だいな出力を引き出す。それをやり口と呼べるのであれば、三度目の〝偶ぐう然ぜん〟……とは考えられない。

「念のためにこちらからも人員を出したいところです。部隊を派は遣けんするついでに……ということでは、いかがです？」

「だが帝国側はバケモノみたいな能力を持った魔ま人じんの将軍や兵士が大勢いるんだろう？　ヴェロニカに恩を売るにはいい機会だが、生半可な戦力では犠ぎ牲せい者しやを増やすだけではないのかね？」

　イエスマンの言葉に、彼女は小さく首を傾かしげた。

「……でも、兵器だけの売込みではペルーナのときの二の舞まいですぅ……」

　売れたのは高性能機き関かん銃じゆうたったの数十丁。共和国が受け取ったのは、今となっては不良債さい権けんのような国王一派のみ。マヒロ王子が最後の一手を指したペルグルンは、リシャール王子の下もとで復興しつつある……。

　そのとき、隣となりの秘書室から一枚のテレグラフが送られてきた。シャックスは目を通すなり右から左、セリアーナに書面を渡わたす。

「連合がヴェロニカへ応おう援えんを出すようだ。ヴェロニカもこれを受け入れたらしい。軍を派遣する名分としては、議会を納なつ得とくさせるにも充じゆう分ぶんだろう」

「えっ……？」

　セリアーナは目を丸くした。

「それはまた……平和主義者のリーゼル王子にしては、大だい胆たんな路線変へん更こうですね……」

　あの勇者の模も範はんのような彼が、他所よその戦に首を突っ込むなど。いや、平和主義者だからこそそれを止めるための軍事介かい入にゆうを？

　では帝国はどうするだろう？

　それこそペルグルンのときのように、マヒロ王子が出てくるようなことがあれば……。

「でもゼムンの王様を説得していたはずなのに、そっちの報告はまだ上がって来てないし……うぅ～、なんなんでしょう最近の情勢は、ごちゃごちゃして……！　こちらとしても情報局員のような裏方ではなく、共和国を代表して交こう渉しようごとに当たれるような人材を出さないと……帝国や連合がヴェロニカと核心的なやり取りをする場において、共和国の代表として議会を通さず口を挟はさめるような……そういう便利な……！」

　いつも温おん厚こうな国防長官が珍めずらしく苛いら立だち、しっぽをぽんぽんと床ゆかに叩たたき付けた。

「どうして我が国にはマヒロ王子がいないんですか!?」

「「どうしてと言われても……」」

「……ええ、わかってます。そんな総フユ統ー閣ラ下ーみたいなワガママ言っても仕方ないことくらい……」

　苛立ちを通り越こして、いよいよ耳としっぽがぺそりとしおれる。見るに見かねたイエスマンは、その肩に手を置いた。

「最近、また疲つかれているんだろう。休きゆう暇かでも取ったらどうかね」

　その意図を察してシャックスも頷いた。

「ああ、そうだな。せっかくだ、派遣する部隊の視察ついでにヴェロニカでも観光してくればいい。私人としてならば問題あるまい」

　もちろん私人は部隊の視察なんてしないのだが。

　異口同音のおじさん二人へ、セリアーナは沈ちん思し黙もつ考こうを解いてきょとんと面おもてを上げた。

「……私は、ここから外に出ないルールで……」

「だがそれは君自身が決めたことだろう？　それにいつだったか……」

　と首を傾げるイエスマン。シャックスが眉み間けんにしわを寄せながら言った。

「ああ。はっきりとは思い出せないが、一、二年前……休暇で教団領へ向かったことがあったはずだ」

「……そう。会戦の間ま際ぎわだった。確か」

　この大国の中ちゆう枢すうにいるのだ。二人とも学はある。だから記き憶おく力も並外れてある。ただあのことは、あの意地悪な堕だ天てん使しのおかげでなかったことになっていた。

　だから、溜たまっていた休暇を消化する、というやり取りだけが今は記憶に残っているのだろう。

　シャックスが背筋を伸のばして、プレジデントチェアにもたれかかった。

「中原以南は相変わらず賑にぎやかだが、この国自体はイスルギの武装蜂ほう起き以来安定している。少なくとも君に付きっ切りで子こ守もりをしてもらう段階はもう脱だつしているはずだ。私と、そこのアンディも含ふくめて」

「なんだったら、部隊に交ざって少しストレス解消してくればいいじゃないか。そんなフリをして、実は強いんだろうキミは？」

「……まあ、あなたたちよりは、多少は身体からだは丈じよう夫ぶですけど……」

　セリアーナは思わず苦く笑しようした。
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　当然、ゼムンにいた全すべての傭よう兵へいがリーゼルの呼びかけに応こたえたわけではなかった。ゼムンに集まっていた中の、半分もいなかった。なぜなら金払ばらいはゼムンの方が良い。戦いくさ自体も、ヴェロニカ相手の方が断然勝ち目がある。だったらどうして乗り換かえる必要があるだろうか？

　予算の都合もあるが、そういった篩ふるいにかける意味でもリーゼル……というより、そうした手合いの扱あつかいに慣れているアンゼリカは金払いを渋しぶくした。

「あまりお金本意や、命惜おしさに動くような人たちでは、いざというときどうなるかわかりませんから」

　とアンゼリカは言った。

　だからそういう傭兵は、ゼムンで機会を待てばいい。戦いたくない者まで無理に駆かり出しても、足並みを揃そろえさせるのが大変なだけだ。

　だがそうではなく、帝国が相手ということに意義を見み出いだす者。ヴェロニカ防衛という目的に意味を見出す者であれば、多少の金を積まれようと、いくらかの難敵が出てこようとも、そうそう寝ね返がえったり逃にげ出したりはしないはずであり、またそれでこそ解放軍の一員たりえるのだ。

　ヴェロニカ商工同盟、サフィナ領郊こう外がい。

　天幕の中で、リーゼルからことの真意を打ち明けられた各傭兵団の団長たちが気勢を上げた。

「解放軍か……！　面おも白しれえじゃねえか！」

「おう、そういうことなら手を貸すぜ！」

「ゼムンに残ったやつらぁ、帝国にビビった腰こし抜ぬけってことよ！　なあ!?」

「一丁ハデに暴れてやろうじゃねえか！」

　大手もいる。有名どころもいる。

　それら傭兵団長へ向かって、席を立ったヴェロニカ商工同盟の代表……可か憐れんな少女、セルヴェチカ・サフィナが会え釈しやくした。

「私たちも各領地で義勇兵を募つのっていますが、何分、本格的な戦は初めてのことです。集まったとしても実質、戦力と呼べるほどではないでしょうし、取り急ぎはお金くらいしか用意することはできませんが……勝利をもたらして頂けるのなら、ゼムン以上の額をお支払いすることをお約束します。みなさん、どうかこのヴェロニカをお護まもりください」

「心配すんな、どうせ俺たちゃその金目当ての傭兵稼か業ぎようだ」

「ゼムン以上ってんなら文句ねえ、喜んで働くぜ！」

「ああ。それにあんな爺じいさんに顎あごで使われるよりかは、こんな可愛かわいらしいお嬢じようさんを守る方がよっぽど気合が入るってもんさ」

「なんだぁゲンツ！　呉ご虎こ騎き士し団の団長ともあろう男が、てめえロリコンかよ!?」

「ジジイが趣しゆ味みよりゃいいだろうよ？」

「まったくだ！」

「違ちがいねえ！」

　ニヤけたゲンツの冗じよう談だんに、男たちがゲラゲラと笑い出す。

　アンゼリカの思おも惑わく通り、ここに集つどったのは皆みな戦慣れをした猛者もさばかりだった。帝てい国こく軍という強大な敵を向こうにしても気負いも気き後おくれもなく、士気も充じゆう分ぶんあった。

　ぽんぽんと、チカの隣にいた美しい熟女が手を打った。ナージュ領家の当主、マダム・レンシーがなだめるように呼びかける。

「はいはい、若い女の子も居るんだから下品な冗談はそこまでにしておくれ。代わりと言っちゃ何だけど、表にとびっきりのお酒と料理を用意させてもらったわ。遠えん慮りよなく飲み食いして、これからに備えてちょうだい」

　そんなレンシーの艶つやっぽい姿や、チカや、アンゼリカや、シーナ……妙みように綺き麗れいどころが揃った今回の仕事について、男たちが口々に言いながらぞろぞろと天幕を後にする。

「……なんていうか……下品なおっさんの集まりじゃないの……」

　リーゼルの隣で、シーナがげっそりとした様子で呻うめいた。キセルに火をつけたレンシーが笑いとともに紫し煙えんを吹ふき出す。

「ああいうもんだよ、傭兵なんて。明あ日すをも知れない身だからこそ、どんな些細なことでも今を楽しんでるのさ。あんたも可愛い顔してるんだ、せいぜい優やさしくしてあげなね」

　言われて苦笑するシーナの横で、チカが首しゆ肯こうする。

「みんな気のよさそうな人たちで良かったです……けど」

「何か？　チカ様」

　シーナが問うと、チカがもう一度頷うなずいた。

「マヒロ王子のお話は……聞きましたけど。あのときシーナさんと一いつ緒しよだった、ジェスさんや、エミットさんは……？　今はもう、ご一緒に旅は？」

「……ええ。あのライン会戦からいろいろあって……シスターは教団領に。ジェスは……今はどの辺りを旅してるのかしらね」

　リーゼルも一息つく。

「西域からじゃ、連れん絡らく手段が一いつ切さいないからな……。俺たちも友達として……同じ勇者として知りたいところなんですが。すみません、お役に立てなくて」

　有あり体ていに言って、五体満足でいるかどうか、命のあるなしさえもわからない。せめて無事の確かく認にんくらいはしたいというのは、リーゼルもシーナも同じ思いだった。

「いえ、いいんです。そうですか……あ、ではマヒロ王子と一緒にいた護衛の、パリエルさんは？　今回の解放軍に加わっていると聞きました」

　シーナは頷いた。

「ええ。彼女なら確か、さっきのゲンツ団長が率いている……呉虎騎士団に。案内しましょうか？」

「はい、お願いします」

　チカがシーナに連れられ、出て行く。

「なんだか姉し妹まいみたいですね」

　アンゼリカが、金きん髪ぱつを揺ゆらす二人の後姿に微笑ほほえむと、レンシーが感かん慨がい深げに頷いた。

「ほんとにね。せっかくまた会えたってのに、よりによってこんな状じよう況きようとはね……」

　戦でなければ、友人たちと再会した喜びを、杯さかずきと共に分かち合えたものを。

　やり場のない気持ちを紫煙とともに吐はき捨ててから、レンシーはリーゼルに問うた。

「しかしマヒロ王子の護衛をしていたあの子も、お姫ひめ様だったんだってね。まさかあんたたち、つまらないお題目のためだけにその子を担かつぎ出そうってんじゃないよね？」

　すると問われたリーゼルより早く、アンゼリカが答えた。

「少なくとも、私たちにそのつもりはありません。王家に生まれた運命や責務が、一体どういうものなのか……私たちなりに理解しているつもりです」

「あっ……と。そう……だよね。ごめんね、おかしな言い方しちまって。そう言えばあんたたちもお姫様と王子様だ……ですものね」

「いえ、そんなかしこまらないでください」

　リーゼルは一度苦笑して、それから真しん剣けんな表情に戻もどって言った。

「確かにパリエルを取り巻く運命は、過か酷こくなものだと思います。それでも、王家に生まれてしまった以上は、決断を迫せまられるときが来る。決断しなければならないときが来る。俺は……パリエル自身が今、そのときを探しているような気がするんです。そしてもしそれが、俺たちの目的と合がつ致ちするものなら。俺は連合盟主としても、友人としても、彼女への助力を惜しまないつもりです」

「……そうかい。そういうことなら安心だね。さっすが、噂うわさの勇者様だ」

　リーゼルははにかむように面おもてを上げる。

「そうでしょうか？」

「まだ若いってのにいい目をしてる。言葉の重みも違うよ。けど……結局はその、自分で決めなきゃいけないってのが一番過酷なのかもね。ハイハイって頷くまま、親に言われた通りの相手と結けつ婚こんさせられるのも嫌いやだけどさ」

「そうですね。それは嫌ですね」

　朗ほがらかな笑顔で、アンゼリカが頷いた。

「いえ。姉上の場合はそんな他人ひと事ごとではなく、いい加減そろそろ真剣に考えなければ……」

「私はいざとなったらマヒロ君のところに嫁とつぎますから、大だい丈じよう夫ぶですっ」

　胸の前でぎゅっと両拳こぶしを握にぎるアンゼリカに、リーゼルは溜ため息いきをついた。
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　壮そう行こう会かい。傭兵たちに夕食が振ふる舞まわれる屋外にて。

「そうですか……そうでしたか……」

　パリエルから敗戦の日のこと、またそれからのことを聞かされたチカが、小さく小さく呟つぶやいた。

「みなさん、大変だったんですね……」

「でも王子は元気そうでしたよ。相変わらずっていうか」

　そう言ってパリエルはグラスを傾かたむける。

　自分自身、エーデルワイスの下にいた頃ころは帝国の言いなりになっていた手前、チカに合わせる顔もなかったのだが……まさか彼女の方から会いにきてくれるとは思ってもみなかった。そして事情を汲くんでか、チカは責めるようなことも言わなかった。

　ただ、寂さびしげに呟く。

「中原は無理でも、ヴェロニカでなら会う機会もあるんじゃないかって思ったんですけど……」

　マヒロが何らかの役職に就ついた話は聞こえていたが、どうもヴェロニカ方面はルディ＝シャンク他ほかの担当らしく、そうこうするうちにこんな状況となってしまった。

　そんなチカの、憂うれいの深い横顔を見て、感じ入ったようにシーナが言う。

「……あれだけ大きな戦いくさの後だもの、大変じゃなかった人なんていないでしょうね」

　こくりと、チカは頷いた。

　ちらとシーナの顔を覗のぞいて、こくりと。

「何か？」

「いえ。ヴェロニカは……皆さんがライン会戦と呼ぶあの戦いには、直接関かかわりませんでした。そして今回の戦についても、ほとんど皆さんに頼たよる形になるかもしれませんから」

　シーナは笑顔でかぶりを振ふった。

「気にしないでください。このヴェロニカの平和を護まもることこそが、リーゼルの……私たち解放軍の、目的でもあるんです」

「ありがとうございます」

　チカはぺこりと、小さく会釈する。

　それからパリエルも言った。

「それにあの王子になら、すぐまた会えるかもしれませんよ」

「……どうしてですか？」

　チカは首を傾かしげた。

　今回の戦い、規模としてはそこまで大きくはならないだろうとの見方が大勢を占しめていた。どうやら皇こう帝ていの意思ではなく、一族を殺害されたヘリオト家が独断で、報復のために始めた戦らしい。

「本当に帝国も望んでいない戦争なら、ひょっとしたら本格的な戦せん闘とうが始まる前に話し合いの席が設けられるかもしれないでしょ？　だったら交こう渉しよう役に王子が出てくるかも。ていうか、絶対首を突つっ込んでくる気がする……」

「んん……そういう、敵味方の立場ではあんまり会いたくない……です。けど……」

　苦く笑しようするチカの仕草に、感付いたようにシーナが言った。

「ひょっとしてチカ様は、あの王子様のことが……？　とか」

「えっ。え、いえ、なんですか……？」

　慌てるチカを見ながら、パリエルは首を傾げる。

「え？　王子のことが、何？」

「……あなた、相変わらず剣術のこと以外は鈍にぶいわね。だから……」

「いいです！　いいですってばシーナさん、説明なんかしなくても！　そんなのじゃないですから……！」

　あたふた身振り手振りするチカの様子が楽しくて、シーナがもったいぶる。

「はいはい、わかってますって。冗じよう談だんですよ、冗談」

「いや、私がさっぱりわからないんだけど……」

　パリエルは傍かたわらのクーデリカを見る。

「え？　はい。ですから、セルヴェチカ様はマヒロ王子を慕したっておられるという……」

「あー！　あー！　だから！　もう、違ちがうんですってば！」

　あたふた、あたふた。

「だから私のは、その、そういうのじゃないんです！　誰だれでもよくある、従兄弟いとこのお兄さんにあこがれる的な、そういう……の、なんですッ！」

「……え？　マヒロ王子が？　ですか？」

　パリエルの言葉に、チカははっと我に返った。

　彼女は護衛として長くマヒロと行動を共にしていた身だ。

　同じくそのことに気付いたシーナとクーデリカが、固かた唾ずを吞のんで事の成り行きを……。

「いや、あんな……。ヘンタイ……じゃなくて……根ね腐ぐされ……。でもないし……全……。えっと……」

　口くち篭ごもるパリエルに、チカは首を傾げる。

「……はい？」

「だから……あの王子はやめといた方が……いいかな、って……」

「……パリエル様。その言い方は卑ひ怯きようです」

「は？　どうしたクーデリカ」

「ですから、もっと、正々堂々と勝負するべきでは」

　シーナが首しゆ肯こう。

「そうよ。取られたくないからって、よりによって年下の女の子相手に大人気ない」

「何を勘かん違ちがいしてるか知らないけど、だったら二人はあの根腐れした没ぼつ落らくヘンタイ王子にこの弱じやつ冠かん十四歳のいたいけな女の子が側室として手て篭ごめにされても良いって言うの？」

「「……」」

　ぐうの音も出なくなった。

「それに、私にも選ぶ権利くらいある。あんな王子よりはレイナーかリーゼル王子の方がいい」

「ハァ!?　ちょっと、何言ってるのよあなた……リーゼルは」

「いけませんパリエル様。兄とは身分違いです」

　やいのやいの。

「なんですか？　女の子ばっかりで楽しそう。私も交ぜてくださいな」

　取り皿に肉類、魚ぎよ介かい類るい、穀類、その他、山盛りにしたアンゼリカだった。

「恋こいのお話ですか？」

　その割には、みんなみんなドレスの代わりに鎧よろい姿で、剣をぶら下げ色気のないことであるが。

　チカはまだ薄うすく頰ほおを赤らめたまま、答えた。

「いえその、マヒロ王子のことで、少し」

「あら。マヒロ君なら私のことをお嫁さんにしてくれるって約束を……」

「してないでしょう」

　リーゼルが姉の後ろで胡う乱ろんな目をしていた。

「……しましたよ」

「してませんよ。あいつは誰だれ彼かれ構わず側室候補にと声をかけるような奴やつですが、姉上だけは無理だといつだか言ってましたよ」

　アンゼリカは溜息一つ。

「では、いずれマヒロ君に真相を問いたださなければいけませんね」

　シーナが首肯する。

「じゃあそのためにも、帝国に勝たなくっちゃね！」

　追って、チカも手を打った。

「はい。頑がん張ばりましょう」

　クーデリカが杯さかずきを掲かかげて叫さけんだ。

「打だ倒とう、帝国！」

　それを聞いた周囲が呼応して、一いつ斉せいに勝ち鬨どきのような声を上げた。

　パリエルも杯を軽く持ち上げた。

「そうだね。頑張ろう」

「声が小さいです、パリエル様！　おー、です！　おー！」

「お前、酔よってないよね……？」

　そうして終始賑にぎやかだったキャンプの向こうの方で、雰ふん囲い気きが変わった。何せ荒あらくればかりの集まりだ、多少のケンカも華はなのうちだろう……と。誰もが思った矢先だった。

「伝令ッ！　伝令ーッ!!　ハインバックがヘリオト軍に降こう伏ふくしたッ──!!」

　ヴェロニカ七領、その最さい南なん端たんが陥かん落らくしたことを報しらせる声だった。

　手にしたばかりの杯を投げ打つように、リーゼルとシーナが声のした方へ走り出す。
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　静せい寂じやくとざわめきが混こん濁だくし、楽しかった星空の下の夕食会はその雰囲気を一変させた。

「間に合わなかった……」

　ぽつりと、半ば覚かく悟ごしていたようにチカは呟いた。ヘリオトの宣戦布告を聞いたリーゼルたちが、ゼムンで兵を集め、ここに至るまでたったの一週間だというのに。

「きっとまだ、押し返せる可能性が……」

　励はげまそうと言いかけたアンゼリカの声を、チカは冷れい徹てつにかぶりを振って遮さえぎった。

「今、それをしようとすればハインバックの町が戦場になります。それは認められません」

　市街戦を展開すれば、防衛する側は格段に有利になる。だが街を戦火に巻き込めば、無む辜この領民が犠ぎ牲せいとなる。街そのものもボロボロになる。ハインバック家が早々に降伏したのも、それを嫌きらったからだろう。

「お嬢じよう！」

　レンシーが小走りに駆かけて来た。

「お嬢、聞いたかい!?　ハインバックが……！」

「はい、たった今。詳しよう細さいはまだですけど」

「そうかい。いま伝信が入ってね、領自体は降伏したけど、避ひ難なん民みんと戦力になりそうな自警団をこっちに送ったそうだよ。あたしはその受け入れの準備を進めとく。お嬢は……」

「わかりました、連合の皆みなさんと今後の方針を再検討します」

　視線を向けられたアンゼリカが頷うなずく頃、伝令から仔し細さいを受けたリーゼルとシーナも足早に戻もどって来る。レンシーを見つけるなり二、三、の事じ項こうを打ち合わせるとリーゼルは叫んだ。

「すまないが各傭よう兵へい団の代表はもう一度集まってくれ!!　取り急ぎ今後の作戦行動について確かく認にんしたいことがある!!」

　まだ酒の入った杯を、名残なごり惜おしそうにその場に置く者。手早く適度な量の料理を口に搔かき込む者。己おのれの武具装備品を再確認しに戻る者。

　空気は一息に、戦場のそれに変わった。
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　呉虎騎き士し団の各部隊長が集まったところで、団長クラスの会議から戻ったゲンツは言った。

「揃そろったか？　もうみんな聞いていると思うが、ハインバック領が陥おちた。なもんだから、当初予定していた防衛線を、このサフィナ領の郊こう外がいまで下げる。すぐそこだ」

　と、ゲンツは真夜中の黒い地平線を指差した。

「戦術的に使えるルートは限られているようだ。俺が今指差したのは、三つあるうちの真ん中。見ての通りのまんま平地だ。街かい道どうも整備されているから、敵の主力部隊もここを通ってくるだろう。それから西の方に、中原からの往来にも使える山道が通っている。山がちで数は通れない隘あい路ろだが、奇き襲しゆう部隊には注意が必要だ。最後に東の方だが、こっちは湿しつ地ち混じりの森林地帯だ。騎兵を主力とする帝国軍がこのルートを選ぶことは考えにくいが、裏を搔かれる可能性もある……と」

　ゲンツは三つの指を折り畳たたんだ。

　そしてヴァイアッハが眼鏡を持ち上げながら言う。

「さぁてここで質問だ、パリスティエル姫ひめ」

「そこまで言うなら敬語とか丁てい寧ねい語みたいなのも使わない？」

　パリエルの言葉を無視して彼は続けた。

「一つ試ためさせてもらいたいんだが？」

「……どのルートを守るか、ってこと？」

　諦あきらめたようにパリエルが答えると、

「そうだ。ルートの選定は当然として、その理由も答えてもらうぜ」

　眼鏡越ごしの鋭するどい眼まな差ざし。部隊長らも興味深げに見守る中、パリエルは。

「じゃあすぐそこの広いところ」

「理由は？」

「湿地とか山とか蚊かが出そうでヤダ」

　なんとも言えぬ表情でヴァハが黙だまってしまったので、続けてパリエルは言った。

「お姫様は試験なんか受けなくても、生まれたときからお姫様……」

「そんなことは知っている」

　ヴァイアッハの返事は冷静なものだった。

「ではパリスティエル姫、俺たちはそこを守るとしても、肝かん心じんの帝てい国こく軍はどのルートから来る？」

「それは一番広いそこから来るに決まってるでしょ」

「それはなぜだ？」

「敵だって蚊や魔ま物ものの出るような場所、わざわざ通りたくないよ」

　ゲンツが、くつくつと笑いを嚙かみ殺していた。

「いやはやお姫様は蚊がお嫌いでいらっしゃる、と。だが姫様。細かいことは置いといて、そうなると一番きついルートを引き受けることになる。さっきも言ったが帝国軍の主力は騎馬騎兵だ」

　そんな突とつ進しん力に優すぐれた敵の主力を、真正面から引き受ける。当然被ひ害がいも大きくなるだろう。

「そんなの関係ないよ。だって帝国と戦いに来たんでしょ？　私たち」

　パリエルの、そんな何気ない一言で……いや、何気なく言ってしまったからこそか。周囲の、パリエルを見る目が変わった。

　ゲンツが表情を柔やわらかく頷く。

「……ＯＫです。実を言えば、俺もさっきそういうことで引き受けてきました。部隊としてはうちが一番デカイし、解放軍の中ちゆう核かくとして名乗りを上げるには、まず相応の戦果を挙げないことには始まらない。まあ当然の成り行きってことでね」

　団長の納なつ得とくを以もつて試験は終わったのか、ヴァハが補足した。

「東の森は特別自警団……要はヴェロニカが編成した義勇兵の方で見張ってくれるそうだ。大軍が素す早ばやく移動できる地形ではないから、敵を発見してからでも対応は可能ということでな。西の山道は小規模の傭兵団が合同で警備に当たる。俺たちを含ふくめた、中規模以上の傭兵団がこの街道ルートの壁かべになる」

「ちなみに姫様。行動原理としちゃさっきの一言で百点満点なんですが、他ほかに具体的な理由はありませんかね？　蚊、以外に」

　ゲンツの言葉に、パリエルは虚こ空くうを見上げながら人差し指を頰に当てた。

「んー。帝国からすればとりあえず、まだ回りこんで背後を取ったりするような状じよう況きようじゃないでしょ？　勢いでも軍量でも勝ってるんだから、正せい攻こう法ほうで正面からぶちのめせばいいだけの話で。何か策らしい策を使うとしたら、ここで私たちが粘ねばり勝ちして、どうしても通れないことをわからせて……それからなんじゃない？　あんまり詳くわしくないけど」

「だ、そうだが？　ヴァハ」

「……ふん。まあ、少し考えれば子供でもわかることだ」

　姫として以前に、一個人としてあんまり認めたくないらしい。

「それより、いつ行くの？」

　パリエルの質問に、ゲンツが振ふり返る。

「いつというのは？」

「今から出れば、ハインバックに丁度明け方くらいには着くでしょ？　たったの一週間で一領陥として、将軍も兵隊もいい気分でお酒飲んで、一番お眠ネムの時間」

　ゲンツは肩かたをすくめる。

「残念ながらセルヴェチカお嬢様から、街中でやり合うのは控ひかえろってお達しが出てましてね。やるとしたら街道の行軍中……まあ足止めにはなるでしょうが、たいした戦果は望めない」

「そっか」

　ひとまず質問を終えたパリエルを見て、ゲンツは他の部隊長を見み渡わたした。

「お前らは？　他に質問は？」

　誰だれかが手を挙げた。

「肝心のお姫様は、どの部隊の配属に？」

「そんなもん俺の直属だよ。本ほん陣じんに決まってるだろうが」

　ゲンツの言葉に、ブーイングが起こる。

　なんだかんだでお姫様だからして、副団長以外には相応に人気が高いパリエルだった。

　いや、お姫様以前に若い女の子だから、独り占じめするという団長の宣言には文句の一つも出る。クーデリカを始めとして、若い女手が他にいないわけではないのだが。

「わかった、わかったよ。じゃあほんとの連合本陣でリーゼル王子様と優ゆう雅がにお茶会だ。それなら文句……」

　文句があったのは当のパリエルだった。

「それだと本ほん末まつ転てん倒とうでしょ。私のお姫様としての資質を見せるとか見たいとかいうのはどうするの？」

　今度は呆あきれたようにヴァハが手の平を返す。

「あのなぁ……まさか最前線で剣けんを振って戦うとでも言うおつもりかよ？　後方で労ねぎらいの言葉をかけて士気を上げるのも、王族として立派な仕事だと思うぜ？」

　ゲンツも頷く。

「というか、それが本来の王族の仕事です」

「いやでも私も稼かせぎたいなぁ……」

「だから給料だったら、うちからちゃんと支し払はらいますってば。パリエル傭兵団宛あてに」

「そういうのじゃなくて、稼ぎたいー！」

「だからって姫様を最前線に立たすわけにも……」

「かーせーぐー!!」

　両手をぶんぶか振り回すパリエルを見て、いよいよゲンツも難しい顔をしてぼやき始めた。

「……どーなってんだクーデリカ」

「いや、その……こういうお方、というか」

　ゲンツの視線はそのままレイナーへ。

「稼ぐのと使うのが好きらしい」

「あ、わかった！」

　とパリエルは手を打った。

「士気を上げるんでしょ。つまり応おう援えんするってことなら本陣に居てもそんな声届かないし、遊ゆう撃げき隊みたいな感じで。みんなの部隊回って応援する……名付けて『遊援隊』ってことでどうかしら？　うん、これはカッコイイ」

　ゲンツとヴァハが、「どうするよ？」「どうと言われても」みたいなアイコンタクトを束つかの間。

「要するにじっとしていたくないわけですか？」

「貴族のお屋や敷しきの警備とかなら、ベッドでお昼ひる寝ねできるからともかく」

　そしてそれを警備と呼ぶかはともかく。

　顔を背そむけてゲンツがぼそり。

「……お転てん婆ばの上に我わが侭ままかよ……」

「何か言った？　ゲンツ団長」

「いいえ、お姫様」

　　　　[image: ４]

　二日後の昼。

　平野と言っても干かん拓たく地ではないため、多少の起き伏ふくはある。

　なだらかな丘きゆう陵りようの上に、連合側の傭よう兵へい団は堅けん固ごな陣を敷しいていた。

　そして正面、少し下ってまた上った向こうの丘陵には、敵の騎き士し団が小さな森を背にして陣取っているのが見える。

　あとはもう、一いつ触しよく即そく発はつだろう。

「……嘗なめられたもんだな」

　双そう眼がん鏡きようを下ろしたゲンツがせせら笑う。

　向こうに群がる騎士団の鎧よろいは、黒ではなかった。ごく一いつ般ぱん的な鎧の色。銀色。無地無塗と粧しようの地金の色だ。何より軍旗に獅し子しの紋もん章しようがない。つまりあれらは、ヘリオトの領軍。言ってしまえばヘリオト家の自前の軍ということだ。

　そこに白馬の音がやってきて、リーゼルが鞍くらを降りた。

「状況は？　ゲンツ団長」

「心配しなさんな。あと三十分以内には来ますよ」

「……いよいよ、か」

　リーゼルも連合として、また一勇者として、停戦交こう渉しように関する打だ診しんを続けたそうだが、どうやらヘリオトは聞く耳を持たなかったようだ。

　パリエルは鍔つば付きの鉢はち金がねを締しめ込みながら、リーゼルに尋たずねた。

「マヒロ王子からも、何も？」

「ああ、残念ながら。そもそもあいつにまで話が届いていないのかもしれない」

　と、リーゼルが苦々しく首を振る。

　ひょっとしたらペルグルンでのときのように、またマヒロが交渉役に現れるのではないかと期待していたのだ。それはシーナも、アンゼリカも、もちろんチカもであった。

　だが──。




　　　　◆




「何度も繰くり返し申し上げますが……」

「故ゆえに、こちらからも何度も返答させて頂いている。マヒロ王子」

　於、ヘリオト家の本宅。

　大公、テーカー・ブレネスト・イレス・ヘリオトはソファに巌いわおの如ごとく構えたまま、表情一つ変えなかった。

「理り不ふ尽じんに殺された我が子の恨うらみすら晴らせずして、何が親か」

「それは当然です。皇こう帝てい陛下もそれは充じゆう分ぶんに理解しておいでです」

「ならば中央政府は。陛下は、此こ度たびの戦いくさの何が不満と申されるか」

「遺い恨こんはごもっともです。ですが一いつ矢しを報むくいるにしても、武力以外の方法を今一度ご検討願いたいのです。政治的に、経済的に、何らかの制裁方法はあるはずです」

　大公自身は、以前マヒロが会ったバクターヌ公に近い高こう齢れいであった。豊かな白いカイゼル髭ひげを蓄たくわえ、物静かな風ではあるが、背筋は伸のび、その意識も言葉遣づかいもかくしゃくとして気高い。

「無論。そして武を以もつってすれば、いま貴公が申された二つともが容易になされるだろう」

「閣下、何なに卒とぞ……」

　マヒロがそう言いかけた矢先であった。

「当主様。たった今、我が軍の先せん鋒ぽうがサフィナ領への攻こう撃げきを開始したとのことです。なお、クヴァイスリンク将軍より、『次の勝利は愛いとしきナタリー様に捧ささぐ』、とのことです」

「よかろう。下がれ」

「はっ」

　報告に来た若い執しつ事じが絵に描かいたような恭うやうやしい一礼をし、退室していく。

（……）

　他方でマヒロは口を噤つぐみ、喋しやべるよりも思考を巡めぐらせることに意識を奪うばわれていた。

　進軍速度が速い。ハインバックでの再編成と補給がもたつくよう、エミリオに頼たのんでおいたものがほとんど用を成さなかったということだ。詳しい状況を聞いてみなければわからないが、あの闇やみ屋やにしては手て際ぎわが悪すぎる。

　それを、二の句も継つげなくなったと勘かん違ちがいしたように大公の側近らが口々に告げる。

「聞いたとおりです、マヒロ王子。勝てる戦を退ひいたとあってはいい笑いものですよ」

「他ほかならぬ兵士たちも、亡なきアスター様を慕したっていた我が領民たちも納なつ得とくできまい」

「つまりは誰も停戦など望んではいないのだよ、マヒロ王子」

　それはそうだろう。

　シャルロッテもヴェロニカを陥おとして来いと言った。家族を殺されたという感情と大義がある以上、止まらぬ戦だからだ。だからせめて、ヘリオトにヴェロニカを陥とさせて増長させるなという意味だ。同じ陥とすであれば、帝国としてなさねばならぬ。

　だが蓋ふたを開けてみれば、あろうことか連合軍が首を突つっ込んで来た。またぞろ共和国に吹ふき込まれたかと思えばそうではなく、連合の新盟主、リーゼルの発案だという。

　そんな状況すらこの数日で後手後手に聞き及およんだ時点で、やはりだめだったのだろう。交渉だけでどうこうするには遅おそすぎた。できれば子息が暗殺された時点で。でなければせめてあと一週間早く、ヘリオトとヴェロニカとの間に秘密裏りにでもパイプを通せていればよかったのだが。

「中原の担当官である貴公が、これ以上この場所に留とどまる意味があるというのですか？」

　そう。公職としては軍属でもなんでもない一官かん僚りよう。しかも担当区域が中原方面なのだから、ヴェロニカの動きなどどうしようもない。




　……まさか。だから膠こう着ちやくしてしまった連合との戦線の代わりに、中原ではなくこのヴェロニカ方面からなのか。

　いや、……これは後で考えよう。




　マヒロは口を開いた。

「……しかしです、ハインバックを防衛していたのは自警団だけでしたが、サフィナ領には連合の応援が来ているといいます」

　するとまた、説得したい大公より先に後ろの側近たちが口々にまくし立てる。

「連合だと？　だから何か？　ヘリオト王国軍に端たんを発する我らがヘリオト領軍は、たとえ敵がどれだけ強大であろうと、それを口実に撤てつ退たいするような軟なん弱じやくな軍隊ではない！」

「左様、それにサフィナにいるのは、たかが寄せ集め傭兵風ふ情ぜいだそうではないか。いざとなれば我が軍を前に、金よりも命惜おしさに逃げ惑まどうだろう。いよいよ、中央の手助けも不要」

「マヒロ王子。先の忌いまわしい事件において、大公閣下と我ら領民の受けた心の傷は計り知れないものなのです。人命偏へん重ちようのあまり君主を討うたれてものうのうと生きている貴公や、貴公の祖国とは気き概がいが違うのですよ。全すべての人間が、自分と同じ尺度で測れるとは思わないことですな」

「それはそうなんですが……」

　所在無くマヒロは述べた。

　これはもう、流れが完全に向いていない。

　口うるさい取り巻きの言葉が途と切ぎれたところで、大公本人が述べる。

「……今回ばかりは下手を打たれたようだな。マヒロ王子」

　下手。

　下手……。

「……なるほど。そうかも知れません」

　本気でヘリオトを説得したいのであれば。

　ここに居るべきは、皇帝ネオシス本人以外にありえなかったのだろう。だが実際に訪おとずれたのは、いくら評判が上がったからと言っても、年とし端はもいかぬような外と様ざまの若造。ヘリオトの諸氏にしてみれば血気に逸はやる民たみの手前、それは到とう底てい誠意とは受け取れまい。

　だからといって軽々にネオシス本人がヘリオトに折れ、地方に赴おもむいたとなれば、皇帝の権けん威いが落ちてしまう。その手段は伝家の宝刀として二手、三手後に取って置くべきもの。

（……）

　つまり、ヘリオトの方から手を回そうと考えた時点で失策だったのではないか。あるいはヘリオトとしても、それを計算に入れた上での宣戦布告だったのか？

　あるいは。

　あるいは逆に、最初にネオシスがこの場に訪れなかった時点で、ヘリオトとしても望むと望まざるとにかかわらず、ヴェロニカとの戦を止やめるわけにはいかなくなったのではないか……？

　シャルロッテの危き惧ぐするとおり、もしこれが誰だれかに仕組まれたことなら。

　いるかいないかもわからぬ暗殺者ただ一人を、よくぞこのピンポイントに打ち込んだものだと感心する。

「しかしクヴァイスリンク将軍も味な真似まねをなさいますな。今度はナタリー様とは」

「先日のメッセージは『麗うるわしきロザリー様』だったか……」

「サフィナが陥おちればヴェロニカを制したも同然。どちらへプロポーズするにも、丁度よい手て土産みやげとなるのだろう」

　側近である男たちの言葉に、端はたに控ひかえる若いメイドたちから悲鳴ともつかぬ小さな歓かん声せいが上がった。

　辟へき易えきとした気分を表に出さぬよう気を付けながら、マヒロは席を立つ。

「では今日のところはこれで。長々と失礼致いたしました、閣下。もし勝利後にヴェロニカとの交渉など進められるようでしたら一声おかけください」

「何ゆえか？」

「セルヴェチカ・サフィナ公とは旧知なのです。お手伝いできることもあるかと存じます」

　ヘリオトを増長させないためにとなれば、あとはそれくらいしか嚙かむ余地がない。

　のだが、大公曰いわく。

「間に合っている」

「そうですか。……では」

　深々とお辞じ儀ぎをして。

「送らせて頂く」

　ステッキを片手に、大公もソファを立った。

　せっかく重い腰こしを上げてもらったのを断るわけにもいかないので、マヒロは一いつ緒しよに応接室を出た。扉とびらが閉まったところで大公曰く。

「家臣の口が過ぎたことは、私が代わって謝罪させて頂く」

「いえ、それはお気になさらずに。よく言われますし、実際その通りです」

　言い返して状じよう況きようが好転するならいくらでも言い返すのだが、たかが側近や幹部を言い包くるめたところでどうなる状況でもないし、当の大公は必要なこと以外は寡か黙もくで隙すきがない。

　歩きながら、マヒロは苦く笑しようしてみせた。

「僕などは一度コテンパンにやられたせいか、戦というと後ろ向きな見方しかできないもので」

「心中、お察しする。だがあの者どもは浮うかれすぎている。客人の手前で手を上げる無作法を見せるわけにもいかず、お恥はずかしい限り」

　厳いかめしい見た目どおり、自他共に厳しい気風の持ち主のようであった。

「ですが実際のところ、此度の戦は閣下の御ご一存で始められたことなのですか？」

「……さすが、あの陛下に盾たて突つくだけのことはあらせられるな、マヒロ王子」

　単刀直入に、わずかではあるが、大公が初めて口元を緩ゆるめる。

「無論、私自身の意思だ。誰のせいにするつもりもない」

「ではもう一つお聞かせください」

「何か」

「領民や側近たちが戦に反対すれば、此度の報復はどうなさいましたか？」

「……」

　彼は、ステッキと共に歩みを止めた。

　もうそこに、笑えみはない。

「面おも白しろい質問だ。聞いてどうなさる」

　はぐらかされた時点で、知りたかった答えとしては充分だった。これだけ弁わきまえた人物だ。いくら家族の仇かたきとはいえ、周囲の制止を振ふり切ってまで戦に臨のぞむとは考え難がたい。

「今回についてはもう、直接どうという段階ではありませんが……人類同士の戦いくさを無くしたいとは思っています」

「……無くなりはすまい。有史以来何千年と続き、それでもなお無くなることはなかったのだ」

「ですが、全人類が一日の休みも無く戦い続けて来たわけでもありません。少なくとも僕の知る限り、ライン会戦が起きるまでの数年間は、中原は平へい穏おんでした。だったらまた数年の間ぐらい、人類同士の戦をやめて」

　マヒロは真っ直すぐ西の方角を指差した。

「魔ま物ものの討とう伐ばつに力を注ぐこともできるでしょう」

「貴公も陛下と同じ、魔王論者か」

　神がいる、と言われているのと同じように、魔王もいる、と言われている。難しく言えばその類たぐいの話を魔王論と呼ぶ。

　人類が、ひいてはこの世界が、全くの無から生まれたとは考えられず、なればこそ創造主としての神の存在を探求するように。いま大陸を闊かつ歩ぽする魔物とて、全く何の因果も脈みやく絡らくも無くそこに現れて人を襲おそうわけではないだろう。ならば何か根源としての実在……すなわち魔王なるものがいるはずだ。

　という、そういう話。

　神というものが行くことのできない空の彼方かなた、高次元や意識の壁かべの向こう側にいるらしいのと同様に、西域という行きようの無い魔物の領域にいる。……らしいので誰も確かく認にんできず、推論の域は出ないが。

　もっとも、『いる』『いない』よりは無神論者が普ふ段だんの生活でほぼ神の存在というものを気にかけないように。魔王の存在そのものを気にして暮らしている者も数は少ない。

「それとも、陛下のお志に従えば人類の統一が叶かなうとお思いか」

「陛下のは、あれは本気ですよ」

「存じている」

　広い邸てい宅たくではあるが、話をしながらであれば玄げん関かんのホールまでもあっという間だった。

「マヒロ王子。貴公は若い故ゆえに知らぬのだろうが、一昔前にはこの程度の小こ競ぜり合いは日常だったのだ。何をそこまで危惧するものか」

「お言葉ですが、皇こう帝てい陛下はその一昔前を今に変えてしまいました。今、そういった小競り合いが起きるのは少し不自然なのです。……中央は、そう分ぶん析せきしています。ナイショですけどね」

「……この私が、何かを企くわだてている。あるいは何者かに操あやつられているとでも申されるか？　冗じよう談だんではない。家族を失った私の悲しみは、他ほかならぬ私だけのものだ。私の怒いかりは、この私の内面より湧わき出すものだ」

　言葉は静かであったが、その双そう眸ぼうには激情が煮にえくり返っていた。全く対極的な冷めた眼光でマヒロは告げる。

「もちろんです。ですがその悲しみも怒りも、きっかけとしては過日に凶きよう弾だんを放った暗殺者が引き出したものです」

「……」

「皇帝陛下も無類の親おや馬ば鹿かです。今の閣下の心中を察し、甚いたく同情されています。故にまずは僕程度が遣よこされました。もし和平交こう渉しように移る余地があるようなら、サフィナ家当主と面識のある僕が嚙んだ方がいい、という判断からです。ただ、あまりに戦が長引くようだと……」

「言われずとも、理解している」

　長引き、消しよう耗もうが過ぎるようであれば帝国の正規軍が動き出す。サフィナ攻こう略りやくの応おう援えんのためか、あるいはヘリオト領に対する強制力のためか。どちらにせよ、このヘリオトという大公家にとって良い話ではない。当然、大公自身も何らかの形で責任を取ることになるだろう。

「お見送り、ありがとうございます」

「ごきげんよう。マヒロ王子」

　とりあえず大公の本音は全すべて聞き出せたか。

　マヒロは静かに一礼して、表に出た。

「お疲つかれ様でございました、マヒロ様っ」

　玄関先の石いし畳だたみに馬車を回したマックスが、無む駄だに晴れやかな笑顔で会え釈しやくする。いつもは鬱うつ陶とうしいが、こんなときには少しでも気が晴れようというものだ。

「お話し合いの方は、いかがでございましたか？」

「書いて字の如ごとく、お話にもならなかったよ」

　マヒロは馬車のシートに、ぐったりと身を沈しずめた。

「いやはや、それはそれは……。では何か、わたくしめと共にぱーっと気晴らしなど致しましょう！」

「君とは別にいい」

　静かに馬車は進み出す。

「エミリオから何か連れん絡らくはなかったか？　なくてもいいけど」

「はいっ、そう言えば先ほどこちらの使用人からマヒロ様宛あてにと」

　手た綱づなを持ったマックスがタキシードの内側から封ふう筒とうを一枚。マヒロは後ろ手に渡わたされたその封を開け、便びん箋せんを広げ。




『再編成も補給もなかったよ？


お金次し第だいであなたの明日あしたを明るく彩いろどる──　雑貨屋エミリオ』






「……」

　つまりヘリオト軍はほぼ足を止めずにサフィナへ向かった。だから早かった。理由はわかった。

　自分は軍の専門家ではないが、しかしこれもやはり、専門家であるシャルロッテから聞いた見立てと少しズレている。

　早くに旧マジスティア王国……現帝国領として併へい合ごうされたヘリオト領は、それこそもう二十年近くも大きな戦を経験していない。隊たい伍ごをなして突とつ撃げきするだけならさほどのことでもないが、補給や編成といった兵へい站たんの部分がスムーズにいかないはずとの見立てであった。エミリオに頼たのんだのは、その部分の足をさらに引っ張ることだ。

　いくらヴェロニカ七領の軍備が薄うすいと言っても、無血開城でもなければ相応に消耗しているはずが、手間取るはずの再編成も補給も無くノンストップでサフィナまで進めたということは……中央に気取られぬほど隠おん密みつ裏りで突然の宣戦布告だった割には、万ばん端たんと呼べるほどの潤じゆん沢たくな軍備が整えられていたということになる？

　だとしたらそれは、暗殺事件から宣戦布告までの数週間で行えたものなのか。行えたとして、誰だれの発案か。

　秘密裏に軍備を進めたのであれば、ヴェロニカ許すまじの民意の高まりを待ってからでは遅おそすぎるだろう。だが大公は、民意に押し切られることで最終的な決定を下した節がある。

　大公の意思より早く、水面下でコトを進めていた人物がいる……？

　そこまで考えて馬鹿らしくなったマヒロは元のように便箋を畳たたみ、封筒にしまい直す。

「……なんで余が好き好んで殺し合いなどしたがる馬鹿どものために走り回らなきゃならんのだ。あーあ馬鹿馬鹿しい。死にたいやつは死ね。自由原理主義者め。殺害する自由も自殺する自由も欲しがるパラノイアどもめ」

「しかしマヒロ様、攻せめ込まれたヴェロニカの方々はそういうわけでは……」

「そう思うなら、うちの国のようにバンザイして降こう伏ふくすればいい。それをしないなら同類だ」

　くさくさしながら、マヒロはヘリオトの邸宅を後にした。

　次の出番は、サフィナでの戦せん闘とうに何らかの決着が付いてからだろうと。




　　　　◆




「さて、どうすべきだと思う。キラ」

　ネオシスは執しつ務む室にて、険しい表情で宰さい相しようへ問いかける。盤ばんに示してあるのはサフィナ領の周辺図と、ヘリオトとヴェロニカ、双そう方ほうの軍量を模した幾いくつかの駒こまだ。

　立ったままそれを見下ろし、キラは答えた。

「勝ちますよ、陛下。いくら領軍と言っても、間に合わせの傭よう兵へいなどに遅おくれを取るとは思えません」

「……軽い口調のせいかも知れぬが、お前はどうも楽観視しすぎるように思う」

「では負けた場合のお話でもしましょうか？」

「そのために問うたのだ。どうすべきか、とな。常に最悪の事態を予測し、それに備えるのは上に立つ者の務めだ。お前たちも、良いな」

　そう問いかけた先には、軍ぐん籍せきに身を置く三人の娘むすめたち。

「無論です」

　と静かに言ったのは長女のシャルロッテ。

「心得ております」

　と真しん摯しに頷うなずいたのが三女のルナス。

「……わかっています」

　戦などつまらないが仕方ない、とでも言いたげに目を伏ふせたのが次女のユリカ。

　三者三様を見て取って、キラは続けた。

「私の個人的な意見を言ってしまえば、どう負けようと負けている限りは交渉の席に着くべきではないと考えます」

「飽あくまで攻め抜ぬく構えか」

　ネオシスの視線を受けて、宰相は首しゆ肯こう。

「最低限、ヘリオト軍が勝つ……。というより、ヴェロニカから降伏の申し出があるまでは、ですが」

　娘たちの中では、ルナスが最初に声を上げる。

「劣れつ勢せいを前提にした議論だろう。ならばいずれヘリオト軍は消耗しきってしまうし、あまりに負けが込めばこちらのことなどお構いなしに講和する可能性もある」

「ええ。ですから折を見て、講和させないための正規軍の逐ちく次じ投入は必要かと」

　キラの言葉を受け、シャルロッテは告げた。

「ヘリオト公が私し怨えんで始めた戦いくさです。軍部としては現状、そのようなものに割さく兵の余よ裕ゆうはありません」

「軍部としてはそうかと思いますが、政治的に見ればこれは負けられない戦ですよ、シャルロッテ様。何しろ大義はこちらにあります」

「ですが本当にその犯人がヴェロニカの手の者だったのか……肝かん心じんの実行犯は、未いまだに見つかってはいないのでしょう」

「民意というのは、その辺の厳密性なんて気にしないものです。義理を通せば道理はすっ込みます」

「無理を通せば」

　呟つぶやくようなユリカに、キラは肩かたをすくめた。

「言葉のアヤですよ。重要なのは心理的な正当性です。我が子を殺されたヘリオト公が、敵かたき討うちのために立ち上がった。これは人々の共感を呼びます。泣き寝ね入いりするようでは親ではない、とね。事実、今は帝都もそんな話題で持ちきりのようですし」

　と、キラは新聞を一部取り出した。

「そうした大義もある以上、当然ヘリオト公は負けるわけにはいかないでしょう。では帝てい国こく政府として、これを後押しするのかしないのか。ここで、人の心のあるかなしかが決まり……すでに、大衆の関心の焦しよう点てんはそこに移っています」

　取り出した新聞を、盤上、三姉し妹まいの前に広げる。一面記事だ。

　待って、とユリカが声を上げた。

「……もし、犯人が見付かった場合は」

「と、おっしゃいますと？」

「ヘリオト公の子息を殺した犯人が見付かり、その身み柄がらがヘリオト公へ引き渡された場合。我々は大義を失ってしまう」

　横のルナスが、半分呆あきれたように言った。

「何週間も前に、公衆の面前からまんまと逃にげ果おおせるような相手ですよ。見付かるかどうかもですが、すでに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたヘリオト公を納なつ得とくさせるほどの証しよう拠こが出てくるとも思えません。姉上は探たん偵てい小説の読みすぎです」

　次いでシャルロッテも言う。

「探偵役は最初から諜ちよう報ほう部がやっています。そしてもし、そんなことがあるとすれば、話も戦もそれでおしまいです。こちらから行動する必要もなし」

　キラが首肯。

「ですね。犯人探しはヴェロニカの方も躍やつ起きになっているかもしれませんが……ルナス様のおっしゃるように、まず見つかることはないでしょう」

「……そう。ならいい」

　ユリカは最初から最後まで表情を変えぬまま、再び口を閉とざした。

　キラはネオシスへ。

「といったところで、私としてはヘリオト家の後押しをすることが最善かと。陛下のお考えは？」

「マヒロ王子からヘリオト家についての連絡はあったか」

　ネオシスの問いに、静かに控ひかえていたエーデルワイスが答えた。

「何もございません」

　ネオシスは大きく溜ため息いきを一つ。こめかみを押さえた。

「頭の痛いことだ。ヘリオト公の気持ちは痛いほどわかるが……よりによってヴェロニカを敵に回すとはな……。まさか一言の相談もなしにだ」

　相談してきたからと言って、許可を出せるはずもない。しかし仇かたきは憎にくい。ならばせめて中央を巻き込まぬようにと、独断で打って出たのだろうか……。

　キラは言う。

「好機と捉とらえるべきでは？　陛下はいずれ全土を掌しよう握あくし、人類を統一するのです。今回は偶ぐう然ぜんですが、しかし今このタイミング以外では、対ヴェロニカ外交においてこちらに大義名分が付くことなどまずないでしょう」

　帝国はすでに強大となった。比すればヴェロニカは国土も小さく、軍備も脆ぜい弱じやくだ。侵しん攻こうするとなれば、誰の目からも弱い者いじめにしか見えない。

（……それでもいいのに）

　シャルロッテは心中で吐と露ろした。

　侵略行こう為いでいいのだけれど、父は為政者としては実直に過ぎる。だから此こ度たびのことも、ヘリオト公への情に重きを置き過ぎている。

　頭が痛いのであれば、他の三大公に働きかけて爵しやく位いを取り上げるなり、領地を没ぼつ収しゆうするなりして早々に始末をつけるべきなのだ。民衆がその行いに心のあるか無しかを見たとしても、ただの侵略行為だったとしても、それこそ情報統制すればいくらでも封殺できるのだから。

（……とはいえ）

　それも、心が無いからそう切り捨てられるだけの話か。誰かを騙だます。誰かを裏切る。即すなわち、誰かの感情を加味しないということ。思いやらないということ。そして父はそれができないから、為政者でありながら多くの人々から慕したわれている……。

「畏おそれながら申し上げます！」

　騎き士しの一人が報告に訪おとずれ、片かた膝ひざをついた。

「ヘリオト軍がサフィナ領郊こう外がいにて、戦闘を開始したとのことにございます！」

　まず、第一戦だ。
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　平野部ではあるが、広く見ればなだらかな起き伏ふくはあり、その丘きゆう陵りよう部分、小さな森を背後にしてヘリオト軍の陣じん地ちはあった。

「何が連合だ、雑兵の集まりではないか！　ぬるい！　ぬるすぎる！」

　帝都の士官学校を五指に入る有能さで卒業し、此度の先せん鋒ぽう指揮官に大だい抜ばつ擢てきされた若き将軍、クヴァイスリンクは馬上でマントと長ちよう髪はつをなびかせながら眼下の戦せん況きようを睥へい睨げいしていた。

「正規軍も正規軍だ……こんな連中を相手に中原で右往左往しているというのか？　全く嘆なげかわしい」

　輝かがやく鎧よろい、整然と隊をなしたヘリオト軍が、ヴェロニカを防衛する有う象ぞう無象をじりじりと押し込んでいく。

　双そう眼がん鏡きようを覗のぞきながら副官が答えた。

「隊も装備もてんでバラバラ……あれらは傭兵だから当然ですが、国も信条も違ちがう連中が集まったのでは連合軍というのも案外、これ以下かも知れませんな」

　先鋒であるこのクヴァイスリンク隊は、上質の装備を整えた三千の精せい鋭えいからなっている。先に陥としたハインバックでの、とりあえずの占せん領りよう政策と引ひき継つぎが終われば、追って六千の本隊が到とう着ちやくする。

　対して向こうの雑兵軍はせいぜいが二千数百……この分であれば日にち没ぼつまでには余裕を持って、市街地まで押し込めるだろう。

「ふっ、本隊到着より早くサフィナを陥とせば、ここでの手て柄がらも私のものだ。この功績が皇帝の目に留まればナタリーやロザリーのような田舎いなか娘ではなく、帝都の皇女を紹しよう介かいされるかも知れないな」

「羨うらやましいことです」

「そう腐くさるな。聞けば向こうの雑兵軍には女勇者や亡国の姫ひめも交ざっているらしい。ハインバックではゆっくりできなかったが、今日勝ったらそいつらに酒の酌しやくでも……」

　そのとき、驚おどろくほどすぐ近くから、悲鳴が聞こえた。

「何事だ!!」

　最初に見えたのは血ち飛沫しぶき。

　次にそれを浴びたような赤い衣い装しよう、小こ奇ぎ麗れいな顔で長ちよう剣けんを持つ金髪の女。傍かたわらには、漆しつ黒こくの剣を振ふりかざした銀髪長ちよう軀くの男。

　敵てき襲しゆう、と叫さけぶ声が今さらながら聞こえてきた。

「嘗なめた真似まねを！　我こそは」

　クヴァイスリンクの首が、軽かる業わざ師のように跳とんだ女の一いつ閃せんで刎はね飛ばされた。遅おくれて冗じよう談だんのように血を噴ふき上げる体が、馬の背から滑かつ落らくする。

「う、うわああああああああああああああっ!!　将軍!!　将軍がっ!!」

「クヴァイスリンク将軍がやられた!!」

「強いぞ!!　逃げろ……!!」

「馬ば鹿かを言うな!!　戦え!!」

「あれは銀髪鬼きだ!!　知らないのか!?」

　副官以下……混乱が過ぎてどれが副官かもパリエルにはわからなかったが、指揮系統は一気に瓦が解かいした。

「……首を獲とったのは私なのに、噂うわさになるのはレイナーだけか……」

　呟き、パリエルは刀身に付いた血ち糊のりを振り払はらう。

「姫。長居は無用だ」

　レイナーの忠告にパリエルは頷うなずき、油断無く踵きびすを返した。大将を失ったからと言って逃げる者ばかりではない。小隊レベルで追ってくる敵兵の胸を突つき、腕うでを落とし、首を飛ばしながら、パリエルはレイナーと共に来た道を退ひき返していく。

「領軍だとこんなもの？」

「ああ」

　その道すがら、将軍が討うたれた報は遅れて最前線に伝わり、防戦一方だった解放軍が一気に形成を跳ね返すのが見えた。

　そのままヘリオト領軍は撤てつ退たいに移る。

　もちろん、防衛側である解放軍はそれを弓や魔ま法ほうで蹴け立たてこそすれ、深追いはしなかった。

　そうして勝ち鬨どきの聞こえる辺りまで戻もどってくると、パリエルとレイナーの姿を見つけた大勢が歓かん声せいを上げて集まってきた。

「すげえな、マジで敵陣まで行ってきたのか!?」

「おいおいあいつら何もんだよ!?」

「そりゃあ大したもんさ！」

「ってことはやっぱりお前が銀髪鬼なのか!?」

「だからぁ、エルクレセルの王女様って話だぜ……！」

「パリスティエル様～！」

　勝ち戦いくさなんて、そんなものだろう。

　パリエルが気前よく手を振り愛あい想そなど振り撒まいていると、馬に乗ったゲンツとヴァイアッハが大勢の間を割って迎むかえに来た。

「あ、出迎えご苦」

　ヴァイアッハが馬から飛び降りるなり、怒ど鳴なった。

「馬鹿かお前は!?　たまたま賭かけに勝ったからよかったようなものを、しくじったらどうするつもりだ!?」

　半ばのお祭り騒さわぎは、その一いつ喝かつで静まり返った。

「いや……どうもできないんじゃ？　あんなところでしくじったらもう死んでるし」

　ヴァハの振り上げた拳こぶしを後ろから押さえたのは、馬から下りたゲンツだった。

「まあ姫様じゃなかったら、俺の方がぶん殴なぐってるところですが……実際、暗殺なんて姫様のやることじゃあない。あとでリーゼル王子からも言われると思いますが、作戦も台無しです」

　帝国の中央が公式にアクションを起こしていないことを鑑かんがみ、正規軍が増ぞう援えんとして出張らないように格下の領軍相手に粘ねばり、ヘリオトとの単独講和に持ち込む。

　それがこの戦争におけるヴェロニカ側の基本方針だった。

　元より数の差があるのでそこまで勝算があったわけではないが、あまり勝ち過ぎるようだと、早々に黒騎士団が出て来かねない。

「やったのは将軍だけだよ。さすがに全ぜん滅めつさせたわけじゃないし……」

「……」

「……だめ？」

　上目遣づかいに小首を傾かしげるパリエルへ、ゲンツは大きく嘆たん息そくする。

「可愛かわいく言ってもたぶんだめでしょう。じゃあそっちは一いつ旦たん置いとくとしても、独断専行ってのはうまくない」

「でも遊ゆう撃げき隊だから自由にしていいって……」

「姫様が言ったのは遊撃隊じゃなくて、遊援隊って話だったでしょう」

「……あら？　そうだっけ……」

「そういう肩かた書がきで激げき励れいして回るって話はしましたが、誰だれも自由にしていいなんて言ってませんぜ。敵の陣地に何を応援しに行ったってんですか」

「でも、右う翼よくの方が破られそうだったし……」

　あれは作戦の限度を越こえていた。

　少数で攻せめ上がって来ただけあって敵の将軍は有能で、こちらが複数の傭よう兵へい団からなることの隙すきを巧こう妙みように突き、呉ご虎こ騎士団と、別の傭兵団との陣の継つぎ目からじわじわと浸しん透とうしてきた。結果として右翼を受け持つ二つの傭兵団が、孤こ立りつ寸前だった。

　そこにヴァハが言った。

「もしそれが事実だったとしても、お前は呉虎騎士団の一員のはずだ！　他所よその部隊を気にする必要なんかない！　勝手な真似をするなって言ってんだよ！」

　難しいことを抜ぬきにして見れば、敵将の首を獲ったＭＶＰが何やら揉もめている。呉虎騎士団の人間も、そうでない人間も、興味半分に集まってきていた。

「お前一人の勝手な行動が大勢の死を招く！　それが戦場だぜ！　そんなこともわからないのか!?　姫だかなんだか知らないが、ヒーロー気取りは迷めい惑わくだ!!」

　パリエルは、ヴァイアッハの横よこ面づらをぶん殴った。

「っ……、何をっ……!!」

「そういうカッコイイこと言いたいんだったら、傭兵なんかやめてどこかの軍に入れ。〝国〟のため〝家族〟のため〝仲間〟のため、そういうために戦うなら命も大事だと思うよ。でも傭兵はどんなにかっこつけても〝金〟のため。それが死ぬ？　いいじゃない。私たちは金のために人殺しをする、町のゴロツキとおんなじクズだよ。それとも、呉虎騎き士し団はもっと偉えらそうな大義でもあるわけ？」

「あぁ……あの……姫様。それはだからその、祖国の再興っていう……」

　ぼそぼそと呟つぶやくようなゲンツへ、パリエルは冷めた視線で振り返る。

「だったらどうして私についてこないの？　死んだらどうする？　これは笑える。逆に聞くけど、あなたたち、私が死んだらエルクレセルの再興はどうするつもり？　今日私が死んだらどうしてた？」

　切れた口の端はしを拭ぬぐいながらヴァハが立ち上がった。

「ふざけるな！　笑って酒飲んで食って寝ねて、また明日あした戦に出るだけだ！　お前なんかいなくても、国は蘇よみがえる!!」

　今度はヴァハが振りかざした拳を、パリエルは受け止め、もう一発殴り返した。

「こっ……この女っ!!」

　同じことをもう一セット繰くり返した。

「いい加減にっ……!!」

　もう一セット、プラス鳩尾みぞおちに蹴けり一発。

「ぐほぁっ……」

　ヴァイアッハがうずくまったまま、大人しくなった。

「ひでぇ」

「容よう赦しやねえ」

「えげつねえ」

「どこの姫だって……？」

　ひそひそ、ざわざわ。

「あー……あぁ、姫様。その……ヴァハの奴やつも反省してるようだし、ここいらはこの辺でお開きってことで……」

「ゲンツ団長」

「……はい。姫様……」

「王おう侯こう貴族相手に商売してきて、そこで正規軍や宮きゆう廷てい騎士団のこと見てこなかったの？」

　ゲンツは皮肉っぽく苦く笑しようした。

「それは……金を出してくれる契けい約やく相手が、お偉い方々ってだけです。傭兵なんてどれだけ見み栄え張ったところで、体ていのいい捨て駒ごまなんですよ。正規軍と合同で動く作戦なんてありゃしません。プライドの高い騎士団の連中なんて、もっての外ほかです」

　帝てい国こくとそれ以外という勢力に二極化した現状では尚なおのこと、賊ぞくや魔ま物ものの討とう伐ばつといった細かな汚よごれ仕事ばかりだ。

　ようやく上体を起こしたヴァイアッハが咳せき込みながら言った。

「っぐは、ごほっ……！　それでもって実戦経験も無い肩書きだけの連中が、指図だけは偉そうにしやがる……俺たちが国を持たない傭兵というだけで、お前の言うようにチンピラのゴロツキ扱あつかいだぜ……！　お前だってそうだろう！　そこの銀ぎん髪ぱつ鬼がいなければ何もできないくせに……、だから俺は嫌きらいなんだ……！　騎士団だの、貴族だの王族だのって連中はな……！」

　そんなヴァハの顔面を、パリエルは真正面から踏ふみ付けた。

「ひでぇ」

「容赦ねぇ」

「慈じ悲ひもねぇのか」

「エルクレセルの王女様だってよ……」

　ひそひそ、ざわざわ。

　今度はパリエルが盛せい大だいに嘆息する番だった。

　根こん性じようが足りない云うん々ぬん言おうかとも思ったが、なんかもうそれ以前の問題だということに気が付いた。つまるところ彼らは、なぜそこに根性が必要なのかさえ、理り屈くつとしても実感としても理解していないのだ。

　かと言って……。

「うぅむ……まあ私もいつ死ぬかわかんないからあんまり先の話はしないけど、今のままなら御み輿こし役を降りさせてもらうよ」

「そりゃまた、辛しん辣らつなお言葉で。だが……」

　言いかけたゲンツの胸をつつく。

「何が呉虎騎士団よ、偉えらそうに。あなたたちが正規兵や王侯貴族に相手にされないのは、ただのクズだからだ。どうせ自分たちは自由な傭兵だから何物にも縛しばられないとか、カッコイイことばっかり言ってるんじゃないの？」

　ヴァハが言った。

「当たり前だ！　俺たちはどこの国の兵隊でもない、エルクレセルの民たみ……！」

　その顔面をもう一度踏みつけ直してパリエルは続ける。

「そうやって気位ばっかり高くて、身分を弁わきまえない。お偉方が嫌いやがるのも当然だ。だから集まってくる新参も、同じように自分勝手に振ふる舞まいたい奴ばかり。そんな組織、分ぶん裂れつして当然だ」

「……けど、自由気ままなのは姫ひめ様だって似たようなもんでしょう？」

「私はお姫様だからいいの」

　……。

「とりあえず下らないプライドを捨てろ。お前なんか女の子にこうして足あし蹴げにされて喜ぶような恥はずかしい奴なんだ」

「誰も喜んではいねえッ!!」

　ごすっ、と最後に一踏み。

「いま言ったこともわかんないようなら、それきりだ。私に言うこと聞かせたかったら、家臣としての誠意を見せてちょうだい。それができないようなら、一生掛かかったって国なんか作れやしないんだから」

　踵きびすを返したパリエルへ、ゲンツが言葉を投げかける。

「……姫様の言いたいこともわかりますが、それは横暴なんじゃないですかね。あんまり過ぎると姫様より先に、こっちの心が離はなれちまいますよ」

　半分だけ振り返って、パリエルは答えた。

「王族にすら頭を下げられない人間が、どこの誰かもわからない国民に頭を下げられる？　それでその民草の命を守るために命を投げ出せる？」

「………」

「私がいたミスマルカ王国の騎士団は、あなたたちの言うように実戦経験もなかったし、それほど強くもなかった。でも国と家族と友人を護まもるために、騎士としての役を全まつとうした。そして王様と運命を共にしたよ」

　仕えるとはそういうことだ。

　主従とはそうあることだ。

　護るとはそうなることだ。

　そう告げることで、暗に問いかける。

　自分というプライドすら捨てられないお前たちに、同じように命を捨てることができるのかと。

　去っていくパリエルの背中を見送り、ゲンツは呉虎騎士団の内外問わず集まっている大勢に向けて手を打った。

「ほらよ、見世物は終わりだ。散れ散れ」

「くっ、そ、あの女っ……！　ただじゃおかない……！」

　恨うらみがましく口にする副団長へ、ゲンツは手を差し伸のべた。

「無理すんなよ、ヴァハ。お前の仕事は頭脳労働なんだ。あの姫様は、あれは筋金入りの戦せん闘とう屋だ」

「……ちっ。いいですよ。自分で立てます……」

　言った端から、よろけて片かた膝ひざをつく。

「くそっ。本当にあんなのが姫なのかよっ……」

　ヴァイアッハはフレームのひしゃげた眼鏡を掛け直すと、今さらながらレンズが砕くだけていることに気付き、その場にかなぐり捨てた。

「何で団長も、言い返してやらないんですかっ……!?」

「そりゃ……お前。言い返せなかったからだよ……」

「……は？」

　ゲンツはバツが悪そうに、パリエルの去った方を見やる。

「若いお前らは兵へい役えきとかやったことないから、実感ないだろうけどな。あのお姫様はさすが、あの歳としで近衛このえをやってただけはある。言ってることは正しい。怒おこられたのは、俺の方」

　どうしようもなく、ただ頭を搔かく。

「……みんな言わないだけで、結局は、呉虎騎士団をそんな分裂寸前にまでしちまったのは俺なんだよな。それでうちに来てくれって姫様に頼たのんだのも俺。はっは。ぐうの音も出ないよな、実際」

　いつも飄ひよう々ひようとして摑つかみどころのない団長が、珍めずらしく。心底堪こたえている様子だった。

「……ですけど……！」

「あとお前、一個間ま違ちがってるぞ」

「何が……です？」

「姫様の明日からの戦いぶり、よーく見ておけ。お供の銀髪が派手で目立たないが、あのお姫様もとんでもないバケモノだぞ」

「……まさか」

「やっぱりな。だから、見ておけ。ただ偉そうなのは俺だって気に入らんよ。けど、本当に強くて本当に偉いなら、話は少し違うだろう？」
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　そんなこんなで、ある天幕の中。

「それで、殴なぐったんですか……？」

　話を聞いたクーデリカが、食事の手を止め呆あきれたように言った。

　パリエルは千切ったパンをたっぷりとシチューに浸ひたす。

「だってあいつ生意気なんだもん……」

「パリエル様、子供ではないのですから。……確かに副団長の言動は、反はん抗こう的だったかも知れませんが」

「そう、それ！　反抗的だったもん」

　クーデリカが普ふ段だん以上に冷たい目付きになった。

「もん、って……子供ですか。だとしても、私し怨えんで行動するのは良くないのではありませんか。もっと王女として、些さ細さいなことにも動じない貫かん禄ろくを見せるべきです」

　器うつわが小さいと年下の娘むすめに暗に諭さとされる、パリスティエル王女。

　そんなとき。

「いるか？　パリエル」

「はい、リーゼル王子。どうぞ」

「お邪じや魔まするわね」

「シーナも、いらっしゃい」

　名目上、パリエルは呉虎騎き士し団の旗はた頭がしらで、御輿であるので、テントも宿の一等室のように広いものを用意されていた。足元はカーペット敷じきで、ベッドもあるし、テーブルと椅い子すもある。

　パリエルが手を差し向けると、リーゼルはその椅子に掛けてから切り出した。

「昼間の話は聞いた。パリエルとレイナーが独断で、敵の将軍を倒たおしに行った……ということに間違いは無いか？」

「はい、それは間違いありません。一応、このクーデリカに、ゲンツ団長に伝えるよう頼んだんですけど」

　伝信器を持ち歩いているわけではないので、そうそう一いつ瞬しゆんで伝わるはずもない。かといって気付いたときにはもう、後方で戦局を見守っているゲンツやリーゼルの返事を待っていられるほど、悠ゆう長ちような状じよう況きようでもなかった。

　ひょっとしたら、放ほうっておいても右う翼よくは右翼で切り抜ぬけられたのかもしれないが。そういった経けい緯いや判断理由はどうあれ、事実だけ見れば独断専行には違いない。

「そうか……実は信しん賞しよう必ひつ罰ばつの類たぐいについては、団長たちとの会議でも意見が分かれた。だから今回は敵将を討うったことと、独断で動いたこと、差し引きゼロとして保留することになった」

　聞けば、やはり多くの傭よう兵へい団の合同部隊なので、似たような事例があちこちで頻ひん発ぱつしたのだという。個人以上に、部隊レベルの独断が横行したのだ。

　たとえば「こういう場合、うちではこう動くようにしている」「いや、この状況はこうするのが常識だろう？」「俺は元どこそこの軍の出身だが、そこではこう習った……」等々。

　テーブルゲームで言うところの細かなローカルルールが統一されておらず、突つき詰つめてみるとパリエルが行動する大元になった右翼の孤こ立りつ状態も、そのような各傭兵団の行動基準、判断基準の食い違いが根本原因だったことが明らかになったのだ。

　なおのこと防衛戦である。

　予想外の攻こう撃げきに際しては、どう対処し、どの程度まで食い止めるべきか。劣れつ勢せいとなった場合にどの段階でどれだけ後退するか。一歩間違えれば死に直結する状況下では冷静な判断は極きわめて難しく、前もって取り決めておかないと混乱した事態に陥おちいりやすい。

　だから各傭兵団にはもちろんその手の決め事があるのだが、敵の進軍スピードが予想外に速かったため、〝解放軍〟全体として調整する暇ひまが無かった。合同演習を行う余よ裕ゆうも無かった。ヘリオト軍は、まさに『巧こう遅ちより拙せつ速そく』の好例をやって見せたのだ。

　シーナが言う。

「でも本当に、あなたとレイナーの剣けんの腕うで前まえはかなりのものだわ。それが今日のことで、戦線にいる敵味方の全員に対して証明された。次からは敵も、あなたたちの動向を重要視してくるはず……そこで、もう一つ議論が持ち上がったのよ」

　と、よくできた秘書のように……まあ彼女のことだから、実際そういうつもりなのだろうけれど……リーゼルの後ろに立ったまま、シーナが続けた。

「あなたたちを今日のように一撃必殺の切り札として温存する案と、敵の注目を逆手に取って、臨機応変な対応をしてもらうことで敵の動きを誘ゆう導どうする案と」

　レイナーが静かに言った。

「つまり陽動の意味か」

　リーゼルが首しゆ肯こう。

「ああ。ゲンツ団長から君たちが、遊援隊として行動しているという話を聞いた。その行動範はん囲いを呉虎騎士団だけじゃなく、左右両翼まで含ふくめた陣じんの全域に広げたいんだ。君たちの動向によって敵の動きをコントロールできれば、戦局に道筋をつけやすくなる」

　たとえば右翼に強い部隊がいる。

　敵は、抗こうするためにそちらに戦力を割さいてくるだろう。あるいは数はそのまま、敵も同じような精せい鋭えいを右翼の方に投入してくるかもしれない……。

　まだ数パターンの予測幅はばはあるものの、千変万ばん化かする戦局を、その数パターン内に絞しぼり込むことはできる。その一助にはなる。

「もちろん危険な役目だ。実際やるかどうかはパリエルとレイナーの意見を聞いて、明日あした、改めて団長レベルで協議の上で判断する……ということで決まったんだが、どうだろう？」

「どうだろう、ではありません」

　クーデリカが席を立った。

「私は反対です。陽動作戦となれば、陽動箇か所しよが激戦区になるのが必定です。どうしてパリエル様がそのような危険な真似まねをしなければならないのですか」

　テーブルを一叩たたきして、クーデリカはリーゼルへ迫せまった。

「お言葉ですが」

「あ、ああ……」

　返事が気に入らなかったように、クーデリカはテーブルに手を突き直してもう一度言った。

「お言葉ですが、リーゼル王子」

「は、はい……。何か……？」

　クーデリカが冷たい双そう眸ぼうを、リーゼルが仰のけ反るほどに近付ける。

「光の御み子こと呼ばれるほどのリーゼル王子も含めて。あれだけ屈くつ強きような男たちが揃そろっていながら、いくら強いといってもパリエル様のようなうら若き乙おと女めを最前線に投入する、しかも本営としてそれを後押しするというのは軍として、いいえ、人として間違っているのではありませんか」

「ああ、いやそれは、もっともな話なんだが……」

「パリエル様は今でこそ拠よって立つ地をお持ちで無いだけで、やがてはエルクレセルを復興されるやんごとなきお方なのです。それをかつての姉し妹まい国でもあるハイランドの王子ともあろうお方が……」

　リーゼルに詰め寄り過ぎたクーデリカを、シーナは引き剝はがし、その間に割って入った。

「やがてその新生エルクレセルの家臣となるあなたたちの気持ちもわかるわ。でもこの作戦は、今回敵の目に留まったパリエルたちにしかできないことなのよ。さすがに毎回とは言わないまでも、せめて一回だけでも戦況を有利に持ち込めるわ。実際パリエルも剣術だけなら、もう私より上だもの」

「そう？」

「そうよ。あなたと稽けい古こするとき、もう魔法でブーストしないと追いつかないもの」

　シーナがそう言って軽く笑ったのは、ほんのちょっとの悔くやしさを隠かくすため。

　それでも昼のいざこざを思い出し、パリエルは小首を傾かしげた。

「で……ゲンツ団長はなんて？」

「〝俺たちが言っても聞かないから、姫ひめ様の判断に任せます……〟、ですって。聞いたわよ。あなた、副団長を足あし蹴げにしたんですって？」

　シーナの半目が言っていた。

　呆れた、と。

「いや、それは別に……生意気……じゃなくて、反抗的だから軽くゴニョゴニョ……なだけで」

「生意気でも従順でも、男の人を足蹴にするなんて女の子がすることじゃないでしょう。しかも王女様なんだから、もう少し自覚を持ったら？　もう隠すつもりもないんでしょう？」

「う～ん……そうだけどさ……」

　シーナが軽く肩かたをすくめた。

「じゃあ、明日の朝また返事を聞きにくるから、それまでに……」

「え？　ああ、それは別に。団長がいいって言うなら、いいよ」

「ほんとに？」

「パリエル様っ……！」

　あっさり頷うなずくパリエルと、怒おこるクーデリカ。

「もう、いいから。クーデリカって私より年下のくせに、なんだかひっつめ髪がみの教育係みたいだよね……」

　しかもメガネをかけていたりして、割とどこの城にも、学校にもいそうなタイプ。

「私も好きで言っているわけではありません。パリエル様がドンブリ勘かん定じようでズボラ過ぎるからです」

「お前も大たい概がい反抗的だよね……？」

「私は事実を言っているだけです。酒場で引き受ける安仕事とは違うのですよ」

　そうして二人の意見が分かれたとき。

　大概、二人が視線をやるのは銀ぎん髪ぱつの美び丈じよう夫ふの方である。

「いいよね、別に。レイナーが守ってくれるし、この妹さんちょっと反抗的なんですけどそこのところどうなってるんです？」

「よくありませんよね、兄さん。戦場では何が起こるか予測が付きませんし主君がこんなであることを第一の家臣としてどう思っているのですか」

　プラス、今回はリーゼルとシーナもその返答を見守る。

　果たせるかな。

「……俺は姫の決定に従うだけだ」

　クーデリカはいつも以上にむすっとした様子で、口を閉とざし、そっぽを向いてしまった。

　リーゼルが真しん摯しな表情で告げる。

「すまない。なるべく君たちに頼たよらずに済むような戦局を作るつもりではいる。もちろん、いざとなれば俺やシーナも戦うつもりだ。ただ……」

「勇者ですからね。それはわかってますから、気にしないでください」

　言って、パリエルは頷いた。

　聖言の第一に、汝なんじ殺すことなかれ。

　つまりは勇者としての第一義でもある。

　ではどうするか。殺さずに無力化するしかない。武器を壊こわすか、気絶させるか、戦意を削そぐか……どうあれ、一撃で絶命させるのに比べれば何倍も手間が掛かかる。だからさほどの戦力にはなれないと、リーゼルは言っている。

　それでも一いつ般ぱん兵士相手には到とう底てい遅おくれを取らぬだろうくらい、強いからこそ勇者なのだが。

「……いくら強いからといって、パリエル様を担かつぎ出そうなんて言い出したのはどこの軟なん弱じやく者ですか。その男がパリエル様の盾たてとして最前線に立てばいいのです」

　今日も、クーデリカはついてくると言ったのだが。大盾を持つ彼女の装備、戦せん闘とうスタイルでは敵陣に突とつ入にゆうするには身軽さが足りないと思ったパリエルは、ゲンツへの言こと伝づて役を頼たのんだのだ。そうして置いて行かれたことと……そして今後もそういう状じよう況きようになることも含めて……よほど気に入らないようで。

「……すまない。言い出したのは、姉上なんだ」

　と、リーゼルが申し訳なさそうに言った。

　パリエルにとっても意外だったし、クーデリカもそうだったように。

「アンゼリカ姫が……ですか？」

「ああ。自分なら、そう動く。そしてパリエルとレイナーなら……自分とランデルディーがそうだったように動ける、と言っていた」

　対たい魔ま旅団の猛もう威いを知っている年長の団長たちからは、一つの異論も、質問すらも出なかったらしい。

「……」

　クーデリカが再び黙だまった。

「アンゼリカ様のこと好きだもんねぇ」

「そうですね。パリエル様も早くあのように落ち着いた品格と気品ある王女様になって頂きたいものです」

「ぐ……」

　クーデリカが皮肉を言うようになった。
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　明けて昼。

　ぱからんぱからん。

　崩くずれそうな曇どん天てんの下、鎧よろい兜かぶとだけ纏まとったアンゼリカが白馬に跨またがり、本営の前……呉虎騎き士し団の構える一番後ろ辺りを、行ったり来たりしていた。それが終わると馬を降り、穏おだやかな表情で馬の首を撫なでる。静かに深呼吸一つ。

「……かなり、大丈夫そうですね……」

「何がです？　この子ですか？」

　パリエルが馬の事を聞くと、少し驚おどろいたようにアンゼリカが振ふり返り、苦笑いして自分の胸に手を当てた。

「いえ……、私です。戦場の……こういう空気は、そわそわしてしまって」

「そう言えばアンゼリカ様は、もう何年も戦っていないんですよね……」

　かつて……勇者を引退する前はすごかったらしい。対魔旅団もすごかったそうだし、それを率いるアンゼリカ自身も軍神と呼ばれるほどすごかったらしい。

　噂うわさでしか知らないパリエルは、このおっとりのんびりした優やさしそうな人がどうすごかったのか、想像も付かないのだが……確かに、鎧姿はよく似合っている。

　安心させるためにパリエルは言った。

「でも、さすがにここまでは来ませんよ。昨日見た感じだと、領軍っていうのはそこまでではないみたいでした」

「そうですか。……と言っても、あちらもこちらも同じ命です。戦わずに済めばそれが一番なのですけれど……マヒロ君がやってきて、ぱぱっと解決してくれないものでしょうか」

「ん～。でも王子の場合はやっぱり、中原の方の仕事があるんじゃないですか？」

　と、素すで答えるパリエルの様子に、アンゼリカが微笑ほほえんだ。

「やはり全然緊きん張ちようされてないようですね、パリスティエル姫。あなたにお願いを聞いて頂けたのは、僥ぎよう倖こうだったと思います」

「あ……そんな、パリエルでいいですよ。今はただの傭よう兵へいですから。それに私としては、そういう役を与あたえてもらえてよかったです」

　だから今日のスタート地点はここ。

　とりあえずは前に出るが、敵の動向次し第だいで、どの方向にも出て行く。敵が奇き襲しゆうを掛けて来るようなら、後ろにも行く。

「……戦うことは、楽しいですか？」

「ええ、楽しいです。それに……」

　二人で眺ながめる向こうで、ヘリオト領軍の旗が一いつ斉せいに翻ひるがえった。

「死に物狂ぐるいで剣けんを振っていると、不安や心配なんかも一いつ切さい忘れられます」

「伝令!!　敵が進軍を開始しました!!」

　前線指揮はアンゼリカが執とる。

　アンゼリカは再び白馬に跨り、伝令に伝えた。

「全軍、戦闘準備をお願いします」

「はっ！　全軍、戦闘準備ーッ!!」

　視線の先で右から左、各傭兵団を示す色取り取りの軍団旗が一斉に翻った。

　呉虎騎士団のそれは、〝虎とらに剣〟。

「じゃあアンゼリカ様、今日のところは？」

「今日は敵も本気では攻せめて来ないはずです。必要があれば呼び戻もどしますけど、とりあえず好きに動いてください」

「わかりました。では、行ってきます」

「いってらっしゃい、パリエル王女」

　ほがらかなアンゼリカへ笑顔で敬礼してから、パリエルは走り出した。

　家を出るときのようなあまりに軽い挨あい拶さつの割に、死地へ向け、銀髪鬼きを引きつれ、誰だれより早く敵目掛けて駆かけ抜ぬけていく。

　瞬またたく間に陣じんの最前線も通り過ぎた。

「な……ッ！　パリエル様！　また一人で突つっ込むつもりですか……!?」

　と、クーデリカの泡あわを食った声。

「おいおいおい、いくらなんでも突出しすぎだ馬ば鹿か王女ッ!!」

　クーデリカの声でそれを見付けたヴァイアッハも、双そう眼がん鏡きようを下ろした目を疑いながら馬に飛び乗る。昨日は奇襲だからまだしも、今日は真っ向からだ。正面突破でもするつもりか。

「団長！」

　ゲンツは腰こしに手を当てたまま半笑いで言った。

「はっは。ま、怒られたしな」




　私が死んだらあなたたちはどうするの──？




　確かに彼女は悲劇のヒロインだろう。

　だが、いくら半生を不ふ遇ぐうに過ごしたからといって、どこでどう間ま違ちがえればあんな命知らずに育つというのか。

「……呉虎騎士団、進軍……」

　いや。

　……うん。

「団長……？　どうかしたんですか？」

「いやさ……死んだらどうするって言ってた本人が、あれだけ勢いよくかっ飛んで行ったんだ。試ためされてるんだよ、俺たち。嘗なめられたくなかったら、本気を見せろってな。国がどうこう言う前に、まず私を守りなさいってことだ。領軍にも勝てないようなら、黒騎士団になんか生しよう涯がい勝てやしないさ」

　ゲンツは前進してくる敵の戦列へと、愛剣の切っ先を向けた。

「呉虎騎士団、全軍突とつ撃げき」

　普ふ段だんからあまり声を張らない団長なので聞き間違いはひょっとしたらあることだが、その合図に見間違いということはない。

「ほ……本気、ですか……!?」

「俺たちはな。兵士ってのは、強くなくっちゃ噓うそなんだよ」

　ゲンツは笑ったまま、馬を前方へと走らせ始める。

「く、そっ……！　馬鹿女が……！」

　こうなったらもう、止やむを得ない。

　ヴァイアッハは破れかぶれに叫さけんだ。

「呉虎騎士団！　全軍突撃するッ!!　進めぇッ!!」

「全軍、突撃ぃッ!!」

「よぉおし、行くぞぉ!!」

「生意気な王女様に遅おくれを取るな!!」

「目に物見せてやれ!!」

「吶とつ喊かん、吶喊、吶喊ッ──!!」

　凄すさまじい鬨ときの声が呉虎騎士団のいる中央部から湧わき上がり、当然だが左右両りよう翼よく他の軍団が啞あ然ぜんと目を見張る。

「どういうことだ!?　専守じゃなかったのか!?　作戦の変へん更こうがあったのか!?」

「いえ、そのような通達は来ていません！」

「あいつら数がいるからって戦果を独り占じめする気じゃあないだろうな!?」

「防衛線に戦果もクソもあるかぁ！　それに戦力だって敵のが上だぞ!?」

「いや待て、何か策があるのかも……！」

「……ええいだったら構うな、続け！　勝ち戦いくさには乗るもんだ！」

「進軍開始!!　進軍開始!!」

「全隊進めぇえええええええ!!」

「本営には!?」

「また伝達に不備があったとでも言っておけ!!」

「暴れる方が楽しいからな!!」

「進めぇ!!」

「続け～ッ!!」

「皆みな殺ごろしだぁ!!」

　そうして中央の呉虎騎士団に引っ張られるように、陣の両翼も持ち上がる。

「あ、あら、ら……？」

　馬の上でアンゼリカが目を点にしていると、リーゼルが飛んできた。

「姉上、どういうことです!?　何か特別な命令でも出したのですか!?」

「い、いえ……でもまあ、勢いがあるみたいですから、なんとか……なりますよ？」

　……と、本営の方にも多少の混乱があったが、もっと驚いたのは他ほかでもないヘリオト軍であった。




「な、なにぃ!?　攻め上がってきただと……!?」

　当たり前だが、守る側は地形や陣地を利用して防衛する方が遥はるかに有利だ。だから攻め手は、そうする守り手の二倍も三倍も戦力が必要である……と、遥か昔から言われてきた。

　それが数で劣おとりながら防ぼう御ぎよ陣を空け、全軍が上がってきたのだ。

「何かの策か!?」

「いえ、そのような気配はどこにも……！」

「先頭は昨日の、例の女と銀髪鬼です！　突っ込んできました！」

「くっ!?　雑兵どもが調子付きおって……!!」

「ええい構わん、クヴァイスリンク将軍の弔とむらい合戦だ!!　全速前進で地じ獄ごくまで突き進め!!　死にたい奴やつから奈な落らくの底まで蹴け落おとしてやれ!!」

「了りよう解かい！　突撃ぃ!!　突撃ぃッ──!!」




　そうして、本来であれば双方、本隊到とう着ちやくまでの様子見となるはずであった会戦は、総力戦の様相となった。
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　敵も死ぬ。味方も死ぬ。

　ヘリオト軍が数で勝まさるが、個々人の技量では歴戦である傭兵連中が圧あつ倒とうした。

「見付けたぞ銀髪鬼!!」

「この裏切り者が!!」

「かかれぇっ!!」

　かかってきた端はしから一人、二人。横合いからパリエルが一人、もう一人。

「ひるむんじゃない！　進め！　勇気を奮い立たせろ!!」

「強すぎるっ……！」

「くそ、くそ、くそっ！　うわあああああああっ!!」

　破れかぶれに向かってきた一人の喉のど笛ぶえを無言で一ひと突つき、そのまま進み一人、二人。三人。四人。後ろから来た五人めを振ふり向き様に兜かぶとごと切り飛ばし、挟はさみ撃うちの片方をいなしながら片方を一突き。いなされて体勢を崩くずした方を背中から一突き。

　即そく死しした体を蹴って剣を引き抜き、血ち糊のりを振り払う。

「強いっ……、なんだ、あの女はっ……」

「あれがクヴァイスリンク将軍を手にかけたやつだ……！」

「はぁん、昨日のＭＶＰか。さすがはんぱじゃねえな……」

「ゲンツんとこの何とか姫ひめだ」

「おいおいゲンツ本人が暴れているんだと思ってたぜ……」

　あまりの見事さに、敵も、味方も目を見張る。

　いや、目を奪うばわれた、と言ったほうが正しいか。

　だから馬上から軍師として広く戦場を見み渡わたしていたヴァイアッハも、つい呆ぼう然ぜんとしてしまった。

（……なんだよ、あれはっ……）

　両軍が激げき突とつするど真ん中に、一いつ箇か所しよだけぽつんと空くう洞どうができている。敵は攻めあぐね、味方はそれを邪じや魔ましないように、パリエルとレイナーの二人から距きよ離りを置いているのだ。

　ゲンツが少なくない返り血を帯びて戻ってきた。

「どうだ、ヴァハ。強いだろう姫様は」

「……団長……」

　レイナーが強いのはわかる。かつては帝てい国こく三さん剣けんの一人、大陸最強の名を知らないものはいない。だが正直、ヴァイアッハくらいの目では、そのレイナーとパリエルの強さの差がわからなかった。同じような速度で刃やいばが飛ぶ。切っ先が走る。それでもレイナーが最強なのか。だとしたらあの自じ称しよう姫様も同格の剣士なのか。

「団長は……、最初から知っていたんですか……？」

「別に見たわけじゃないが……クーデリカの話がほんとなら、レンキスの遺い跡せきで天魔将とやりあって五体満足で帰って来たんだ」

　あれくらいの腕うでがなければ不可能だろう、と。

「……俺はガキのころ、リュミエル王が戦ってるところを遠目に見た記き憶おくがあるんだが。まあ、そんな気分だな。虎とらが手当たり次し第だいに喰くい散らかすような戦い方。生き写しだ。はっは」

　そしてヴァイアッハが気付くと確かに。

　確かに、古参の者たちは皆みな、そういう陶とう然ぜんとした眼めをしていた。面おも差ざしや物的証しよう拠こなんて関係ない。あの戦い方こそ、エルクレセルを象しよう徴ちようする何より雄ゆう弁べんな証あかしだといわんばかりに。

「ヴァハ。お前なりに貴族や王族に対する気持ちがあるのはわかるが。あの姫様はあの姫様だ」

「……そんなことは、わかってます」

「ならいいんだ。だったら、あとはお前の問題だしな」

　ぱかぱか、再びゲンツがそちらへと馬を走らせ始める。パリエルのせいだけでもないが、戦せん況きようが変わりつつあった。
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　パリエルはようやく足を休め、息を整えた。

「はぁっ、はぁっ、何これ……なんでこんな混戦になってるの……？」

　敵部隊を撹かく乱らんするために単機突入したつもりが、今いる場所が両軍の境界となっている。要するに連合軍が陣じん地ちを出て、ここまで上がってきているのだ。

「無事か、この馬ば鹿か女！　馬鹿姫！　アホ王女！」

　馬上から槍やりでヘリオト兵を牽けん制せいしながらのヴァイアッハだった。

「えっ。ちょっと、なんで参さん謀ぼうがこんなこところに……？」

「はっは。いやはや、これはさすがに責任問題になるかもしれないな」

　大剣を担かついだゲンツが、ゆったり馬を走らせてきた。

「俺たちが姫様を追って出たもんだから、他の連中もみーんなついてきちまいやがった」

「ええ……？　だって、今日は私、アンゼリカ様に好きにしていいって言われて……、団長も聞いてたでしょ？」

　そこへクーデリカもやってきて怒おこる。

「だからって敵軍のど真ん中に飛び込むのはあんまりです！　そんなのは陽動じゃありません！　自殺行こう為いです！」

「ああ、はいはい……ごめんってば……」

　正面衝しよう突とつから三十分ほど。

　総力戦だけに決着も早かった。

　攻せめ切れぬと悟さとり、本隊到着まで兵力を温存するつもりなのだろう。敵が引き上げ始めたのだ。

「あ……。もう終わりか……」

　パリエルはこちらの本陣の方を顧かえりみる。が、追つい撃げきの命令が出る様子は……ない。

「ったく、大人しく陣地にいればなあなあで終わったってのに。どっかのアホ王女のせいで余計な犠ぎ牲せいが出ちまったぜ」

　悪態をつくヴァイアッハの視線の先には死し屍し累るい々るい。

　二日連続の勝利に笑う者の方が多いが、仲間の死に涙なみだする者も当然いる。

「ねえ、ゲンツ団長」

「なんです、姫様」

「なんでコイツこんなにナイーブなわけ？」

　背中越ごしに親指で、ヴァコイアイッハツを示す。

　示された方は堪たえかねたように馬を下りた。

「お前には人の心というものがねえのか!?」

「だって泣いても仕方ないでしょ？　どうせ敵の本隊が到着したら、明日あしたも明後日あさつてもいっぱい死ぬ。難しいことや悲しいことは、偉えらい人たちや罪のない街の人たちのすること。私たちはお金もらってるんだから、楽しく戦争してればいいんだよ」

「っ……それは、けどよ……」

　ヴァイアッハは言葉を迷った。

　なんだかんだでこの姫様の言うことは筋が通っている。筋が通っているというか、ブレがない。それが正しいかと言われるとわからないが……魅み力りよく的ではある。有う無むを言わせぬ説得力がある。結局はそういうのをカリスマ性、とでも言うのか。

「だが、それにしたってだぜ！」

　鳩尾みぞおちに。一発くれて、黙だまらせて。

「あなたの言いたいこともわかるってば」

　昨日、少し言葉を交かわした者。一昨日おととい、一いつ緒しよに笑った者。その前に、一緒にご飯を食べた者。今日死んだし、どうせ明日、明後日も死ぬだろう。

「忘れるつもりはないよ。ただ私はいまは泣かないし、悲しまない」

「っ……、っだよ、クソッ……殴なぐる前にそう言え……アホ王女っ……」

「反はん抗こう的っ」

　うずくまったままの横よこ面つらに蹴り一発。パリエルは陣の方へ踵きびすを返した。

「じゃ、戻もどろうか」

「立てるか？　ヴァハ」

　ゲンツが聞いても、だいぶいいところに入ったらしく、目を回していた。
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　本陣。作戦会議用の大天幕。

「敵がすぐに引き上げたこともあるが、こうして被ひ害がいをまとめてみると意外と軽けい微びだったな」

「ああ。見た目ハデにぶつかったからな」

「まあ多少の損害はあったが、これなら想定した範はん囲いだ」

「それよりは、二回連続の勝利で士気が上がったことが大きい」

「防衛戦は気力がものを言うからな。前もってそれを充じゆう電でんできたのは喜ぶべきところだぜ」

「お前、充電の語源って知ってる？」

「おい馬鹿にすんなよ。旧文明時代のバッテリーってやつだろう？　こう……チャージするっていうの？」

「へ～え、お前ら意外とインテリだな……」

　そうして話が逸それても誰だれも気にしない程度には、どこの団長もそこまで問題視していなかった。結局のところ、みんな勝ち戦いくさで気分がいいのだ。

　そもそも今時の傭よう兵へいなんて正規軍の厳しい規律に従えずクビになったとか、街の用心棒では刺し激げきが足りなかったとか、反骨精神が強過ぎて社会に適合できない犯罪者一歩手前の暴れん坊ぼうとか、そんなのばっかりである。それを一個の軍隊として指揮統とう率そつしようという方が、そもそも間ま違ちがいなのかもしれない。

「……という気がするのですが、姉上」

　元気なおっさんたちのふかすタバコの煙けむりがもくもくと充満する中で、リーゼルは頭を抱かかえていた。

「でも、こういう人たちの方が後あと腐くされがなくていいですよ」

「後腐れ……？」

　姉であるアンゼリカの目は、僅わずかに感情を殺した色をしていた。

「いくら精強と言っても、これがハイランドの、顔も家族も見知ったような騎き士し団のみんなだったらと想像してみなさい」

「……確かに。そう、ですね……」

　姉きよう弟だいが控ひかえめな声で会話しているところへ、ゲンツが挙手した。

「それで結局のところ、本営としての今回のお沙さ汰たはどうですかね？」

　アンゼリカが微笑ほほえみながら答える。

「話を総合すると、事前の打ち合わせを無視して行動した皆さんの責任もありますが、その根本原因となったパリス……パリエル王女の自由行動を許可した私にも責任はあります。なので、今回はみんなが悪かったということで、なかったことに」

　やあそうか。

　なんだなんだ。

　よかったよかった。

　まあ勝ったしな。

　わっはっはっはっは……。

「先ほど、敵陣に本隊が合流したという報告がありました。明日から大変だと思いますが、力を合わせて頑がん張ばりましょう。おー！」

「おう」

「了りよう解かいです」

「了解ー！」

「任せてください」

「ではまた明日」

　そうして団長たちは気楽な様子で三々五々、各おの々おのの陣地へ帰っていった。いよいよ堪たえ兼ねたようにリーゼルが立ち上がる。

「姉上っ……！　いくらなんでもいい加減すぎます！　確かに今日は勝ちました！　ですが同じようなことが大事な局面で起きれば、最悪……！」

　まあまあと、アンゼリカは弟を椅い子すに座り直らせる。そして言い聞かせた。

「よく聞きなさい、リーゼル。本隊が合流した敵の兵力は、およそこちらの四倍です。城や要よう塞さいもない平野でのこの戦力差では、明日からはひどい消しよう耗もう戦になります。しかもひたすら耐え忍しのぶだけの戦です。長引けば……」

　アンゼリカは先ほどまで団長たちがいた席へと、静かに視線を巡めぐらせる。

「……長引けば、この場に並ぶ顔も徐じよ々じよに減ってくるでしょう」

「っ……」

「今から何を懲ちよう罰ばつしたところで、どれほどの意味や価値がありますか？」

　確かに今回、各軍は当初の作戦を無視して行動した。それは問題だ。

　だが、元より電撃戦のような複雑な機動や連れん携けいは必要としない戦だ。昨日今日はまだ陣を出ることもできたが、明日からは到とう底てい、そんな余よ裕ゆうもなくなるだろう。

　規律を徹てつ底ていしたところで、やってもらうことと言えば陣に篭こもっての専守防衛のみ。すぐ後ろがサフィナの街であるから、遅ち滞たい戦術すらできない。ここが最終防衛ラインなのだ。

「みなさん、それはわかっているんです。あれはそういう明るさです。戦というのは敵に叩たたき潰つぶされる以上に、心が参ってくるのが一番悲ひ惨さんです」

「……そう……いえ、そうなのですね……」

　そういう窮きゆう状じようを記した戦記を、リーゼルも読んだことがないわけではなかった。

　シーナが戻ってきた。

「あら？　会議の方はもう終わったの？」

「ああ、それはたった今……それより、どうだった？」

　リーゼルの問いに、シーナは静かにかぶりを振ふった。

「ヴェロニカから打だ診しんはしているけど、ヘリオトはまだ応じるつもりはないみたい。やっぱり敵の本隊相手に守り抜ぬいて、思い知らせないとダメなのかしらね……」

「そうか……」

　昨日今日はパリエルたちのおかげで余裕を持って勝てている……が。

「やはり、本格的な衝突は避さけられないのか……」

「あ、でもねリーゼル、悪いニュースばかりじゃなかったわ。共和国の方から応おう援えんが向かってるそうよ。急ぎで、三千人くらいらしいけど」

　アンゼリカが小首を傾かしげた。

「受け入れたのですか？　ヴェロニカの共和国に対する外交感情は、あまりよくなかったと思いますが……」

　というより、国力に任せた恫どう喝かつ紛まがいの交こう渉しようも珍めずらしくないので、共和国は各国からあまり好かれていない。連合ができてからは、まあ多少の融ゆう通ずうも利きくようになったが。

　シーナが答える。

「ヴェロニカとしても背に腹は替かえられない、ということじゃないでしょうか。でもそういう難しいことを抜きにすれば、三千人も増えれば今の倍以上の戦力……」

　言いかけて、シーナは気付く。

「どうしたのリーゼル？　浮うかない顔して」

「……それによって、帝てい国こく側を刺激するようなことにはならないだろうか」

　シーナもアンゼリカも、すぐには判断がつきかねたように口を噤つぐむ。

　ヘリオトとの単独講和……それが基本方針だったはずだ。

　最初に述べたのはシーナだった。

「……でも、今の戦力じゃあギリギリなのはリーゼルだってわかってるでしょ？　私たちが負けたら、ヴェロニカの中心地であるサフィナ領が占せん領りようされる。普ふ通つうの国なら首都が陥かん落らくするようなものよ。そうなったらもう、講和する以前の問題だわ」

　共同体としての独立が維い持じできなくなれば、戦争に勝利する価値もいかばかりになるだろうか。

　アンゼリカがそれに首しゆ肯こうする。

「外交の専門家はここにはいませんから、なんとも言えませんけど……当事者であるヴェロニカの首脳陣が、それが最善と判断したんです。私たちは、その決定に従いましょう」

「……そうですね。わかりました、姉上。シーナもありがとう、今日はもう休んでくれ」

　リーゼルが危き惧ぐする本当のところは、実はもう少しだけ違ったのだ。

「わかったわ。リーゼルも、あまり根を詰つめすぎないようにね。おやすみなさい」

「ああ、お休み」

　解放軍の名に恥はじぬ心意気ある者たちだけで戦い抜き、その名を知らしめるための戦いのはずだった。

　それが……共和国軍という大きな力を巻き込むことにより、戦争としての規模が一段階、引き上げられてしまうような気がした。

　もし、これによって帝国の正規軍が出てくるようなことがあったら？

　戦せん禍かが渦うずを巻き、あらゆる物を飲み込み、全すべてを食い尽つくすまでひたすらに肥大化していく様を想像する。しかもそれは何の意味も持たない、ヴェロニカとヘリオトの諍いさかいを舞ぶ台たいにしただけの、連合と帝国による代理戦争なのだ。

　リーゼルは、それがとても恐おそろしかった。

　守るために力をかざしたことは、誤りだったのだろうか。

（……だとしても）

　だとしても、もう始まってしまった戦なのだ。

「リーゼル」

「……なんですか？　姉上」

「初めての戦ですから、心配するなと言う方が無理でしょうけど……みんな、勇者としてのあなたを信じてここまで来て、昨日、今日を戦ったんです。明あ日す、明後日あさつても戦います。そんな自信のない顔を、他ほかの誰にも見せてはいけませんよ」

「……そうですね。はい。わかっています、姉上」

　身につまされる。

　と同時、リーゼルは、城ではあんなに頼たよりない姉が、こんなにも頼たのもしい存在であることに誇ほこらしさを感じていた。

　　　　[image: ５]

　翌日。夜。

《すごいぞ！　強いぞ解放軍！　サフィナ領南方では本日、ついにヘリオト軍本隊の総攻こう撃げきが始まりました！　が!!　しかぁし!!　勇者リーゼル率いる解放軍は激戦の末、これも見事に撃退した模様……！》

　ラジオからは、女性アナウンサーの明るく威い勢せいの良い声が聞こえてくる。

《ヴェロニカ商工同盟は自由の共同体！　解放軍は資金や食料の寄付を受け付けています！　みんなで解放軍を応援しよう！　ＺＺＺラジオのリトラ・ライトが、午後十時をお知らせします》

　後、時報。

「……定時」

《こちら風一号。問題なし》

《こちら二号。同じく》

《こちら特三号》

　耳馴な染じみのない中性的な……どこか子供っぽい声が混じった。

「誰だれだお前」

　以前は密みつ偵ていに相応ふさわしい、相応に渋しぶい男の声だったから、同業ということに違い和わ感かんもなかったのだが……しかしそれ以前に特号というのは、先の会戦以降は解散したという話だったはず。軒のき並なみ、ミスマルカの幹部や側近だったという噂うわさだが……まあ、所しよ詮せんは〝風〟の噂に過ぎない。

《あれ？　チャンネル……は、合ってるよね。シャ……じゃなかった、偉えらい人から聞いて》

《ふん。シャルロッテ様の側近か》

《羨うらやましいことだ》

「ま、いいさ。ピンポイントでこの無線に割り込んできたんだ。用件は？」

《リトラさんも好きだけど、実際のところの戦局はどうかなって》

「聞いているならラジオの通りだ。ヘリオト軍は数で勝まさっているが、帝国領となってからまともな戦いくさを経験していないからな。それが向こうは寄せ集めといっても、好き好んで殺し合いをしているような異常者の集団だ。それがまだ二千から揃そろっている」

　街の警備しかしたことのない普通の警官は、殺人に充じゆう足そく感を覚えるような猟りよう奇き犯を捕とらえるのに苦労する。

　少年か少女かわからぬ声は気楽そうに言った。

《わかるわかる、傭よう兵へいってここがおかしい人たちばっかりだよね》

　無線なのでどこを指しているかは見えなかったが、言動からしてこいつも相当その場所がおかしいのだろう。

《じゃあ長引けばヘリオトの方が消耗しきっちゃう感じ？》

《俺はそう思う。しかも向こうは銀ぎん髪ぱつ鬼きや最強の勇者が交ざっているんだ》

《いいや、それでも戦は数でやるもんだ。そいつらばっかり生き残ったって、他がみんな死んじまったら意味がない》

　結局、皆みな々みなこの戦に興味があり、だからこそ一家言あるのだろう。

「……そういえば日にち没ぼつ、共和国の応援が陸りく揚あげされたな。コノリート河沿岸からの直通、さすがモーター付きの船は速い。明日には解放軍とやらに合流するだろう」

　共和国軍の合流までに防衛ラインを突とつ破ぱできなければ。共和国の鉄てつ砲ぽう持ちが塹ざん壕ごうなんか掘ほり始めたら、さすがにヘリオトの勝ち目は薄うすくなるだろう。

《じゃあまずは明日次し第だいってことだね……ありがと。ちなみにさ、暗殺事件の方の犯人ってどうなってる？》

「どうもこうも。そんなのは俺たちの領分じゃない」

《ああ。そっちは最近じゃもっぱらゴシップの仕事だな》

　がさがさと、一号の音声にそのような紙面を広げる音が混ざる。

《帝国の自作自演、共和国の工作員、連合シンパ……の辺りが一いつ般ぱん的だが極東って場所柄がら、大東京王国のＫＡＧＥＫＩ派なんて話まで出てやがる》

《これが報道とはな。ホラ吹ふくだけの楽な仕事だ》

《あははっ、それいいね。〝噂〟だけならボクらにもできるって話だ》

「まったくだ。通信終わる」




　　　　◆




「あ……、あれ？　おーい。もしもーし？」

　それきりエミリオが呼べど尋たずねど、伝信器の向こうはうんともすんとも言わなくなった。

「……もうちょっと話を聞きたかったんだけど、ここまでみたいかな」

「おい、今のが……本当に帝国諜ちよう報ほう部のチャンネルだというのか？」

　夜の暗がりだから、まともな目では何がうずくまっているかも知れないが、一人の男が薄うす汚よごれたマントを頭からかぶってそのようにしていた。

「本当さ。そしてこんなお手伝いさんみたいなカッコしてるけど、ボクはそんな彼らよりも秘ひ匿とく性の高いポジションにいる、シャルロッテ姫ひめ直属の御ご用よう聞ききなんだ」

　当たり前だが、そんな男と面と向かって会話しているのだから、エミリオの姿も純白のエプロンがぼうっと見えるか見えないか。

　だが男はさすが、よほど夜目が利くらしく、マントの奥からじろじろとエミリオの顔を覗のぞきこんでいる。エミリオは、その男の目が神経質そうに血走っている様子まで、見えている。

「……胡う散さん臭くさいな」

　秘匿性の高い云うん々ぬんが自ら正体をバラすのだからして。

「それはお互たがい様だよ。暗殺者アサシン、ガストラーノ」

　ひゅっ、と風を切る音がして、エミリオの喉のど元もとにナイフの切っ先が寸止めされる。

「気安くその名前を呼ぶんじゃない……私はお前のような生意気なガキが大っ嫌きらいなんだ」

「わかってるよ。二年前のラズルカの王様の誕生日、謁えつ見けんの間でキミの正体を暴あばいたのが若じやつ干かん十六歳の勇者ジェスだもんね。占領下のどさくさに紛まぎれて脱だつ獄ごくしたはいいものの、捕つかまってしまうような暗殺者に仕事なんかあるわけもない。こんな東の果てまで流れ着き、食うや食わず……それがボクみたいなガキにまで馬ば鹿かにされたら、ムカつくよね。わかるわかる」

「黙だまれと言ってるんだ」

「ごめんね、黙るの苦手で。あと仕事柄、暗いのも落ち込むのも無理なんだ。商人は言葉と愛あい想そが武器だから」

　並の脅おどしなど気にも掛かけない輩やからということは悟さとったように、ガストラーノは舌打ちがてら刃は物ものを収めた。

「……で。そこまで知っていながらこの私に何の用だ？」

「買うよ。情報。蛇じやの道は蛇へび」

　金貨のぎっしり詰まった革かわ袋ぶくろを、ジャリッと鳴らしてみせる。大きい街の薄暗い藪やぶをつつけば、大たい概がいこういう蛇がいる。もっとも、そんな道を知っているエミリオ自身も、当然蛇だ蝎かつの類たぐいということにはなるが。

「何が聞きたい」

「この前の暗殺事件。ヘリオト家の」

「今さら？　ひゃひゃ、今さら私なんかのところへ聞きに来るのか。帝てい国こくの機関が。また随ずい分ぶんと見当外れな場所を探していたようだ」

「キミの隠かくれ方が、まんざらでもなかったってことさ」

　じゃあなぜお前は知っている？

　と言いたげな眼まなこに向かって、エミリオは告げた。

「今さらになってようやく、ボクにお鉢はちが回ってきたんだよ。さっき無線で聞かせた通り、ここにキミがいることも、今ボクが来たことも、帝国内部ではボクしか知らない」

「……だが、お前も諜報部員なんだろう」

「言ったでしょ、御用聞きだって。ボクはただの外注。金だけ。忠誠心は持っていない」

　ガストラーノの居場所は知っていたし、そこまで手がかりがないなら聞くとしたらこの男のところが蛇の道だろう、とエミリオは思っていた。

　ではなぜこのガストラーノの情報を帝国やヴェロニカに売らなかったかと言えば、戦争が起きた方が儲もうかるし、そして長く続けば続いた分だけ、儲かるからだ。

　ただ、その雇やとい主から直接調べろと言われたのでは、きちんと調べないことには無能と思われてしまう。

　他方、これでガストラーノ本人がやったということだったりすれば、いま戦争している連中は馬ば鹿か丸出しにしかならないが。

「暗殺の実行犯のこと、知っている？　知らない？」

「……前まえ払ばらいだ」

「はい」

　シャルロッテから預かってきた調査費用を、気前よくガストラーノに手て渡わたした。彼は革袋の大きさと重さ、そして音から、中を見るまでもなく懐ふところにしまいこんだ。わかる者にとっての純金とは、そういうものだ。

「やった奴やつのことは知っていた」

「知っていた……。もう知らない？」

「ああ。もう死んだ」

「ちなみに、誰だったわけ？」

　ガストラーノは後ろの壁かべを指差した。その方角にある森の向こうに、この極東一帯の犯罪組織を束ねると言われる、大君なる男の治める街がある。

「〝大君〟のところのお抱かかえだった男だ。別に政治や宗教に熱心だったわけじゃない。金のためなら用バウ心ン棒サーも殺しもやる、どこのスラムにでもいるフツーの男だった」

「じゃあ経けい緯いはどうあれ、その人がヤッた。で、現場から逃にげた。それから？」

「オオヤシマの、ニンジャってのにやられたって話だ」

「……そっか。ありがとう」

　まさか葉は多た恵えの方のグループではあるまい。いや、もしそうだったら強請ゆすれるかもしれない。でも貴たか月つきは厄やつ介かいかも。云々……。

「詳くわしいね」

「俺がその仕事を紹しよう介かいしたからな」

「……もうちょっと喋しやべれる？」

「一人の男が俺を訪ねてきた。そいつは暗殺者アサシンギルドの回し者だと言っていたが、どうだかな。雰ふん囲い気きがなさすぎた」

「殺し屋としての？」

「ああ。殺し屋としての気配もないが、素人しろうととしての気配もない。そういう手合いだ」

「あ～。なるほどね」

　葉多恵の飼っている貴月なんか、まさにそのものだ。あの格好だからまだしも、あれが日中の雑ざつ踏とうになど交ざったら、見付けようとしても気付かないだろう。視界に入っても意識に入らないのだ。

　ガストラーノ自身が暗殺者であるから、誇こ張ちようや何かということもなさそうだ。

「だがとりあえず金は持っていた。そして言った。この辺に、あんたの目から見てそれなりに腕うでの立つ男はいないか？　とな」

　落ち目とは言え暗殺者ギルドのトップクラスだったガストラーノを差し置いた、ということは……絶対的な仕事の成功率は重視していなかった、ということか。

　いや、悪目立ちを避さけたかったのだろうか？

　腕の良すぎる仕事は誰だれにでもできるものではないし、それが逆に捜そう査さの焦しよう点てんを絞しぼらせて足が付いてしまいかねない。他方、名もない実行犯であれば使い捨てにもしやすい……。

「で、キミはその人のことを紹介した」

「二日後に例の事件が起きた。そいつは帰って来なかった。仮にも大君のところに出入りしていた男だ。大君が見付かった死体を調べさせたら、幻げん覚かく剤ざいの痕こん跡せきがあったという話だ。闇やみ市場にも出回らない、耳かき一匙さじで毛穴まで裏返るほどのやつがな」

　確かに大陸ではそこまで物ぶつ騒そうなのは出回っていない。誰も作ろうともしていない。そこまでの化学薬品の知識を持っているのは、同どう僚りようの七なな瀬せ葉多恵と風ふう牙が衆くらいなもの。それを製造する設備まで持っているとなれば、これはもう。

「どこで見付かったの？　その死体って」

　カチン、とガストラーノが手にしたナイフで何かを払はらった。足元に落ちたのは、星型に刃はの伸のびた平べったい凶きよう器き。

「……ちっ、おしゃべりはここまでだ。私はそろそろ退散させてもらうとしよう」

「そうはいかぬ。やはり大陸の暗殺者など二流、三流もいいところだな」

「喋りすぎたな、ガストラーノ・ダリンガン」

「恨うらむなら、己おのれの口の軽さを恨むがいい」

　闇によく溶とけ込む暗色の忍しのび装しよう束ぞく。両手にはトレードマークのような鈎かぎ爪づめ。それがずらずらと、エミリオと、ガストラーノのいる場所を包囲していく。

「囲まれたか……!?」

　薄汚れたマントを払ったガストラーノが、思ったより小こ奇ぎ麗れいな身なりで魔ま導どう杖じようを構えた。本来の彼のスタイルは、魔法だ。銃じゆうや刃物といった道具に頼たよらぬため、正面から要人へ接近するのに都合がよい。

「だからガキは嫌いやなんだ……！　見ろ、お前のせいでまたねぐらを替かえねばならなくなった！」

「その心配はない。ここが貴様ら二人の墓場となるのだからな」

　そんな演劇めいたセリフに、エミリオは軽く肩かたをすくめた。

「じゃあ結局あの暗殺事件って、風牙衆の仕し業わざなの？　まあ、こうやって出てきたからには何らかの形では関かかわってるんだろうけど」

　返ってきたのは覆ふく面めんの下からの嘲ちよう笑しようだった。

「それを聞いてどうする。地じ獄ごくで閻えん魔まにでも言って聞かせる気か？」

「勘かん違ちがいしないでよ。ボクは別に真実を知りたいわけでも、戦争をやめさせたいわけでもないんだ。むしろお金になりそうなことなら、手伝ってあげてもいいよ」

「金など不要。ガキの使いも間に合っている」

「……じゃあいいや。さよなら」

　エミリオは笑うと、足元に闇を広げた。そして生なま温ぬるいコールタールのようなそこへ、ずぶずぶと沈しずんでいった。

「なッ……!?」

「馬鹿な……！」

　風牙の忍が目を見張ったときにはもう遅おそい。こんなネズミの住すみ処かには不ふ釣つり合あいな、可愛かわいらしいメイドの姿はどこにもいなくなっていた。

「さ……捜さがせ！　我らの姿を見られて生かしておくわけにはいか」




　どぼん、と。




　隊長格らしき一人が、突とつ如じよ足元に広がった黒い沼ぬま……先ほどメイドの埋うまったそれに落ち込み、影かげも形もなくなった。

　他の風牙衆がうろたえた一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、ガストラーノは魔法で閃せん光こうを打ち放つ。光を放つだけの目くらましだが、この暗闇に慣れきった目で直視すれば失明もあり得る、そういう強きよう烈れつなフラッシュだ。

　風牙衆の数人が悲鳴をあげ、うずくまった。

　そのすぐ傍そばを、ガストラーノは風のようにすり抜ぬける。

（……木を隠すには森の中というが、やはり潜せん伏ぷくするだけであれば西域の方が都合がいいか……）

　その後、ガストラーノとエミリオは接点を持たなかったが。

　すぐ近くで頭が空っぽになったおかしな死体が見付かるのは、三日ほど過ぎてからのことである。

　　　　[image: ６]

　四日目。

「あの部隊だ！　あの一角を切り崩くずせば持ち直せる!!」

「戦ええっ!!」

「殺せ！　殺せ！　全すべてぶち殺せ!!」

「吶とつ喊かん!!　吶喊!!」

「持ち堪こたえろぉおおおおおっ!!」

　命が懸かかるのだ。

　命令するにせよ、奮い立たせるにせよ、逃げるにせよ殺すにせよ、全ては怒ど号ごうとともに行われる。あらゆる感情が発はつ露ろする。暴力と共にそれをぶつけ合う。

　だから戦いくさは、狂きよう気きと呼ばれる。

「くそう、斬きっても斬ってもだな……！」

　パリエルは全身血ち塗まみれで顔の返り血を拭ぬぐうが、バターを伸ばすように塗ぬりたくることにしかならない。

「おいアホ姫ひめ！」

「アーホーじゃーなーいーっ!!」

　背後から聞こえたヴァイアッハの声に応こたえながら、鍔つば迫ぜり合いを押し返し、切り捨てる。

「元気そうだな！　とにかく一度前線を下げるぞ！」

「また!?　もう陣じん地ちまでほとんどないよ!?」

「踏ふみ留とどまれているのはもうお前らだけだ！　他ほかはとっくに押し込まれちまっている！」

　見れば確かに、自分とレイナーの周囲、百名ほどか。その部隊があるだけで、左右のラインに見えるのはすでに敵の旗色のみだった。

「わかった！　レイナー、いい!?」

「了りよう解かいした」

「みんなもいい!?　殿しんがりは私たちで持つ！　後退開始！」

「おう！　お姫様が後退するぞ！」

「了解！」

「後退！　後退だ！　油断するな！」

　さすがに、いきなり背を見せられる状じよう況きようではない。剣けんを受け、矢を弾はじきながら一歩ずつ、じりじりと後あと退ずさりを始める。

「ここが山場かな……!?」

　パリエルの言葉に、馬上から槍やりを振ふり回して敵を牽けん制せいしながらヴァイアッハが答えた。

「共和国の部隊が向かってきているんだ、何が何でも到とう着ちやく前に攻せめきりたいだろうぜ！」

　犠ぎ牲せいを顧かえりみないような猛もう烈れつな突とつ撃げきが幾いく度ども、幾重にも繰くり返されている。そのたびにこちらの軍も死傷負傷、大きな消しよう耗もうを余よ儀ぎなくされる。

「遅くなりましたパリエル様！」

　クーデリカが大おお盾たてを使って、敵との間に飛び込んでいった。温存していた後ご詰づめの重装部隊を率いて、ゲンツが出てきたのだ。

　そのままパリエルたちの部隊と淀よどみなく場所を入れ替える。

「どうです姫様。怪け我がなんかしていませんかね？」

「平気、戦況は？」

　まったく、敵も味方も震ふるえ上がっているような戦場でだ。

　血だか汗あせだかわからないものを拭いながら平然と応こたえるパリエルに、ゲンツは思わず呆あきれ、小さく笑った。

「共和国の連中、もうサフィナの街から向かってるそうです。俺たちの勝ちだ」

　ゲンツは喋りながら、背中に目でも付いているように飛んで来た矢を大剣で払い落とす。

「どうでした？　今回の、姫様としてのデビュー戦は」

「やっぱり数がいるって大きいね。斬っても斬っても次が出てくるもの。剣術も手数は大事だけど、戦はそれ以上に数なんだってよくわかった」

　ゲンツの意図した質問とは、感想の意味が齟そ齬ごしていたが。

　パリエルは腰こしの水すい筒とうから一口、濯すすいで血と砂すな埃ぼこりを吐はき出し、二口目から胃に流し込んでいく。

「ぷはぁっ。ぬるぅい……」

「じゃあ姫様は、蘇よみがえったエルクレセルが戦の必要に迫せまられたとき、どうします？　昨日の会議、リーゼル王子は敵も味方もバラバラと命を落としていくことを嘆なげいていましたがね」

　ゲンツの言葉で悟さとったように、ヴァイアッハが引き取った。

「確かに数任せの戦法は強い。だがそれは人の命を、命としてではなく、駒こまとして使うってことだ」

「でも、国を守るためなら仕方ないんじゃない？　あなたたちはどう？　カッコイイこと言ってるけど駒にはなりたくない？　人として死にたい？」

　ヴァハは髪かみを搔かき搔き言った。

「くだらない。どこの誰が駒で死にたいなんて願うんだよ」

　だからパリエルは、今しがたまで戦っていた方向を指差す。

「ヘリオトの兵士はみんな思ってるんじゃない？　だからあれだけ必死に突つっ込んでくるんだよ」

「っ……だが……、あれは」

　言い淀むヴァイアッハへ、パリエルは首しゆ肯こうする。

「そう思わせるのが、たぶん政治の仕事なんだ。それはプロパガンダとかドクトリンとか、なんかそういう難しいのでもいいし。じゃなかったらきっと、命を捨てても惜おしくないと思えるような、いい国を作ることがね」

　そこで深呼吸を一つ。

　空を仰あおいだ。

「でも正直なところ、私にはその自信が一番ないのよね。お父さんとお母さんからエルクレセルの名前を継つぐんだったら……、そしてあなたたちのエルクレセルに対する強い思い入れまで背負うのならなおのこと……、ひどい国にはできないから」

「……では、姫様が思ういい国ってのは？」

　ゲンツの質問。

　パリエルはわずかだけ考えて、すぐに答えを見つけた。自分が今まで剣士として。一兵士として生きてきた経験から言うのであれば。

「私は……軍人が、きちんと自分の命を懸けられる国がいいと思う。結局は、その兵士の家族や子供が安全に、幸せに暮らせる国っていうか……なんか、うまく言えないけど」

　不思議と目に浮うかぶのは、幼い頃ころの祖国の情景ではなく……ミスマルカの、活気ある城下町の姿だった。

「何言ってるんだ」

　そっぽを向いて言うヴァイアッハに、パリエルはムッとして答えた。

「何がさ」

「俺だって戦のことしかわかんねえし、実際の国の中ちゆう枢すうがどんなになってるかなんて知りもしないが……、別に王様が何でもかんでも一人で決めてるってこともないんだろう？　強い連中はこれだけいる。だから今度は宰さい相しようとか、大臣とか、そういう頭の良い連中を集めて、みんなで話し合って決めればいい。で、お前は姫としてその中で自分の気に入った意見とか、自分はこうしたいってわがままを言ってれば……自然とそんな風になってくんじゃないのか？」

　確かにエルクレセルとエルクレセル王家を継ぐのはパリエルだ。

　だが国家を形成する司法立法行政その他全てまで、自分ひとりで背負い込む必要はない、と……彼は言っているのだ。

「それは……まあ、そう……だけど」

「じゃなかったら、何のための家臣だ？　毎回毎回自分ひとりで右往左往するんじゃねえよ。少しは俺たちのことも信用して、腰を据すえて構えろって話だ」

「……うん」

　なんというか。

　ヴァイアッハの声のトーンが。

「傭よう兵へいなんて、頭悪いのばかりだぜ。毎日お前が先頭きって走ってくの見て、……なんだ。そういうの、カッコイイとでも思ってるんじゃないか？　影えい響きようされてんだよ。俺じゃなくて、他のやつらがな。だから、そんな連中をあんまりヒヤヒヤさせるなってよ」

　そんなヴァイアッハの頭に、乱暴に手の平を乗せて、ゲンツは言った。

「俺はコイツと違ちがって、会ったその日から姫様のことは気に入ってましたけどね。今じゃエルクレセルに縁えんのない若い連中まで、姫様の下で働くなら悪くないってのがほとんどです。他の傭兵団の連中に、どうだ、あれが俺たちの姫様だ……ってな具合にね」

「……そう。それは、嬉うれしいな」

　信しん頼らいか、信用か、でなければ、他の何かか。

　少しは呉虎騎き士し団のみんなに、姫としてか、剣士としてかはともかく、認めてもらえてきたのだろうか。

「……でも私、確かに剣術は自信があるんだけど、剣術だけで……。さっきも言ったけどお姫様としてとか、君主としてとかは」

「もっと簡単な話だ、姫」

　レイナーだった。

「国や国民はともかく、姫のために死ねる者はいる。姫はただそれを束ね、善よきに計らえと言うだけでいい」

　ゲンツが相あい槌づちした。

「ま、そういうことです。いざほんとに国の形を作ろうって話なら、そのときになってから頭のいい宰相を雇やとえばいいんですよ」

「……そう？　じゃあ、この戦が終わったらみんなを集めて、言ってみようかしら」

　楽しそうに小首を傾かしげるパリエルに、ヴァイアッハが苦言を呈ていする。

「命令とワガママは違うということは覚えておけよ」

「まあまあ、そう堅かたいこと言わずに。善きに計らいたまえ、ヴァイアッハ君」

「お前な……、いま戦の真っ最中だって忘れてないか……？」

　そのとき、左右から甲かん高だかい破は裂れつ音が轟とどろいた。

　数百発の連続した銃じゆう声せいに、わっと歓かん声せいが沸わき起こった。

「共和国軍だ!!」

「増ぞう援えんが間に合ったぞ!!」

「守りきった!!」

「俺たちの勝利だ!!」

　増援は解放軍の後方ではなく、敵軍の左右より挟きよう撃げきの形で現れた。膠こう着ちやくした戦線であったが、敵は盾をかざしたままの姿で後退を始めている。

　これまでと違い、ヘリオト軍はこちらの陣地ギリギリまで攻め寄せていた。逆を言えば、ヘリオト側の陣地に帰るまでにも相応の距きよ離りがあるということだ。

　耐たえに耐え抜ぬいた結果訪おとずれた、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだった。

「本営より伝信!!　全軍突撃せよ!!　繰り返します!!　全軍、突撃せよ!!」

「よぉーし、全軍………」

　言いかけて、ゲンツはふとパリエルに目を留めた。

「……なに？」

「いや。流れ的に姫ひめ様の役目かと思いまして」

「そう？」

「ええ。姫様としてのデビュー戦ってことで。最後はご自分の手で締しめくくってみるのもいいのでは？」

　限界まで押し込められたバネが弾はじけるかのごとく。他の傭兵団はすでに、敵本ほん陣じんが設しつらえられた向こうの丘きゆう陵りよう目め掛がけ全速前進を開始していた。それより何より、今しがたやってきたばかりの共和国の連中に、オイシイところをくれてやるわけにはいかない。

「ほら、団長でもお前でもいいから早くしろよ！　手て柄がらを全部持ってかれちまうぜ！」

　ヴァイアッハに急せかされ、パリエルは……。

「ああ、じゃあ、えっと……！」

　パリエルは見よう見まねで、剣けんを向こうにかざしながら走り出す。

「呉虎騎士団、突とつ撃げき!!」

「突撃!!　突撃いぃッ!!」

「お姫様直々のご命令だ!!　いいトコ見せろよ!!」

「全隊!!　突っ込めぇええええっ!!」

「了りよう解かい、突撃開始!!」

「よその部隊に遅おくれを取るな!!」

「はぁしれぇええええええっ──!!」




（うわあ……!!）




　自分の述べた、突撃というたったの一声が。

　何倍にも、何十倍にも増ぞう幅ふくし、呼応し合い、膨ふくれ上がり、やがて何千倍もの勝ち鬨どきとなって敵陣目掛けて雪崩なだれ始める。

　これを私が率いている。

　パリエルは目を見開き、ぞくぞくぞくと、身み震ぶるいしながら走っていた。

　ああ、知らなかったが、これも戦いくさなのだ。

　マヒロは暴力のことを、バカだアホだ野や蛮ばんだクズだと言っていたが、それでも、この高こう揚よう感かんは本物だ。この統とう率そつされた心強さ、その先頭に立つ誇ほこらしさは、獣けものではなく人だからこそ感じられるものだ。

　彼はきっと知らない。でも私は知っている。

　今、この瞬しゆん間かんは、共に戦い続けた私と、私の仲間たちだけのものだ。

「あはは！　あははははははっ……！」

　子供の頃、何も考えずに、日差しの下、いっぱいの花畑を駆かけ回るような、そんな晴れやかな気分だった。

　剣を片手に、血の香かをまとい、花の代わりに骸むくろを踏ふみしめ一直線に駆け抜ける。

「どうかしましたか、パリエル様……!?」

　いつの間にか、隣となりにクーデリカが走っていた。

「ええ!?　だってみんなでおんなじ方を向いて走ってるって、楽しい！」

「ええ……と、そうですか……!?」

「楽しい楽しい！　あははははっ！」

　今は敵も背を向け、全速力で本陣への坂を駆け上がっていく。兎うさぎ狩がりだってここまで楽しくはない。兎はこんなに何百、何千と群れたりはしない。

　駆け上がり、陣を空にして逃げ惑まどう敵の姿が見えた。

　が。

　その姿が森の奥へ消えていくのと入れ替かわりに、一いつ斉せいに軍旗が翻ひるがえるのも見えた。

　ヘリオトの紋もん章しようではない。




〝月下に獅し子し〟──!!




「伏ふせろぉおおおおおおおおおッ!!」

　叫さけび、パリエルは隣のクーデリカの頭を抱かかえながら地面に飛び込んだ。

　とてつもなく高圧な魔ま導どう力の気配。

　頭上を光が走る。背後からバラバラと落ちる音。バタバタと倒たおれる音。遅れて悲鳴が聞こえる。絶ぜつ叫きようがこだまする。

「蹂じゆう躙りんせよッ──!!」

　嬉き々きとした女の掛け声とともに、漆しつ黒こくの騎馬軍団が波頭のように押し寄せた。

「て……帝てい国こく軍だッ……!!」

「三番姫!?　あれが光こう輝きの剣かッ……!!」

「斥せつ候こうは何をしていた!?　伏ふく兵へいに気づかなかったのか!?」

「退ひけ、退けぇえええええ!!」

「アハハハハッ!!　さあ雑魚ざこは道を空けよ!!　我が軍団に触ふれれば死ぬぞ!!　アハハハハハハハッ──!!」

　先頭のお姫様だけがけたたましい哄こう笑しようを上げながら、死神のように寡か黙もくな黒い騎士団が駆け巡めぐる。

　徒歩では追い付けない。だが生半可な騎馬では止められない。矢では鎧よろい一枚貫つらぬけない。激突した軍と軍は混ざり合うこともなく、黒騎士団はやすやすと解放軍側の戦線を貫き通す。

「正面から勝てる相手じゃない!!」

「違う、各個撃破されるぞ!!　態勢を立て直せ!!」

「無む駄だだ、そんな剣じゃ歯が立たん!!」

「固まるな、やられるぞ!!」

　その威い容ようだけで、味方はみんな震ふるえ上がっていた。




「ルゥナァアアアアアアアアアアスッ!!」




　一人だけ、嗤わらいながら飛び掛かった。

　クヴァイスリンクとかいう将軍のときのようにうまくはいかず、弾はじき飛ばされ、地面を転がるが、転がった勢いで即そく座ざに跳はね起きる。

　気を引いた。足を止めさせた。

「ルナス・ヴィクトーラ・マジスティア!!　私が相手だ!!　勝負しろ!!」

「なんだお前！　女の癖くせに勇ましいな!?」

　戦場のど真ん中で、麾き下かを手て振ぶりだけで走らせたまま、自らは悠ゆう然ぜんと無スレ頭イプ八ニー足ルの足を止める。

　その余よ裕ゆうぶった態度が気に入らない。

「お前だと!?　私の顔を見忘れたか!!」

「あ？」

　そこでルナスは訝いぶかりながら、目ま庇びさしごと兜かぶとの面めん頰ぼおを上げて、眉まゆをひそめてまじまじとパリエルの顔を見た。しかしそれよりは、後から追ってきたレイナーの銀ぎん髪ぱつを見て思い出したように。

「……ああっ!?　あーあーあー！　ああそうか、思い出したぞ！　お前、パリスティエル姫か!?」

「そうだっ!!」

「あはっ！　あっははははははは！　あはは、そうかそうか！　そんな見事な血化げ粧しようなどしているからまるで気付かなかったぞ!?　何せ私が最後にお前を見たのはミスマルカを攻せめ落としたとき！　小こ娘むすめらしい情けない泣き顔だけだったからなぁ！　あははははははっ!!」

「黙だまれぇえええええっ!!」

　飛び掛かり、刃を交える。全体重を乗せた一いつ閃せんではあったが、背の高い八本足の馬上からの一撃にあしらわれる。まだ軽い。

「よいよい。アハハ。ただの外乗も退たい屈くつと思っていたところだ。相手をしてやる……！」

　鐙あぶみを蹴けったルナスが、剣けんを振り下ろしながら飛び降りる。その大上段をまともに受けられるはずもなく、パリエルは横に転がる。ブーツの裏が地面を嚙かむと同時、まず一度、両手両りよう脚あしの全力で斬きりかかる。

「ッ!!」

「ッ……!?」

　真正面からであったので剣は大おお盾たてに受け止められたが、予想外の威い力りよくにルナスは目を見開き、思わず嗤った。

「ほう……！」

　第三皇女は受けた盾を押し返す！

　一歩踏み込み！

　一瞬で振り下ろす!!




　ドンッ!!




　七星剣から奔はしった閃せん光こうは、かわしたパリエルの後ろで解放軍側の数人を消し飛ばした。

　パリエルは避よけたステップの足を止めずにそのまま斬りかかる。これも大盾に受け止められる。刃を通して柄つかから伝わる重み、厚み、盾と言うより鋼はがねの壁かべだ。

　魔力を帯びた七星剣の反撃を、潜くぐってかわす。

「はん、大振りでは捕つかまらぬか！　だが身軽なだけの道どう化け師がこの私に勝てると思うな！」

「それはいま承知した!!」

　叫んだパリエルは、だから思いっきりのフルスイング。バカみたいな一撃。ルナスに足を踏ん張らせるが、揺ゆるがすにさえ至らない。

　そんなのがこれだけの重武装をしている。いや、それだけのパワーがあるからこそ、これだけ身に着けてもこんなに動ける。しかも魔法剣まで振りかざす。

　これは強い。バケモノだ。

　でも関係ない。

「私が勝つ!!」

　二閃、三閃、四閃、五閃、全すべて刃で打ち、弾き、躍おどらせて、ルナスが嗤う。

「あっはっは！　いい腕うでだ！　いい腕！」

　六、七、八、九閃。

「もうあの頃ころの私とは違ちがうッ!!」

「私はあの頃のままだがな!!」

　分厚く重々しいグリーブに覆おおわれた足がスカートから飛び出し、剣に意識を集中しすぎていたパリエルの意表を突ついた。真っ向から蹴っ飛ばされて、十数メートルほども転がった。

「あはは!!　残念ながら私の勝ちだ、ぱりえすてぃ……パリスティエル姫ひめ!!」

「嚙むなッ!!」

　自分は砂を嚙みながら、身体からだを起こしたところで血ち反吐へどする。

　それを見ながら、ルナスは機き嫌げん良さげに微び笑しようしていた。

「ふんふん、まあ今日はこんなところだろう」

　遠くからドロドロというたくさんの騎き馬ば隊の音が戻もどってきた。音はそのまま彼女の背後に回り、隊長格らしき一頭だけがルナスの傍そばにつける。

「殿でん下か、任務完かん了りよう致いたしました」

「ご苦労。では帰ってオヤツにでもしよう」

　ルナスは再び馬に跨またがる。

　パリエルがようやく後ろを振り返ると、右う翼よく、左翼には共和国軍の部隊が死し屍し累るい々るいの惨さん状じようをさらしていた。そして彼方かなたの解放軍陣じん地ちには火がかけられ、燎りよう原げんの何とか。

　ルナスがここで遊んでいる間に、彼女の忠実なる配下たちは戦場をぐるりと一周して全てを成し遂とげてきたのだ。そしてそれを誇ほこる様子もなく、質問する。

「この者たちはよろしいのですか？」

　大半の部隊はすでに引き返し、しかし防衛には間に合わず、消火作業に大わらわで当たっていた。ここに残るのは、呉虎騎士団の中のごく一部。

「構うものか。勝負はついた。たかが百人ばかりを今さらどうする」

「待て、まだ勝負は、げほっ、えほ、ついて……！」

　咳せき込むパリエルへ、ルナスは笑いかけた。

「帰ってそちらの大将に伝えろ。貴様らは勝てん。私が勝たせん。嫌いやならサフィナを明け渡わたせとな。ではさらばだ、パリスティエル姫！　あははははははっ……！」

　彼女が馬の手た綱づなを引くと、馬上でじっとレイナーと睨にらみ合っていた長は谷せ部べ沙さ耶や香かもその手綱を返して走り出した。こちらの剣けん豪ごう二人は互たがいに主君の邪じや魔まをせず、邪魔をさせぬようにしていただけで終わった。

「ごほっ、けほっ、ごほごほっ……！」

「大だい丈じよう夫ぶですか、パリエル様……！」

　漆黒の軍団が静かな嵐あらしのように過ぎ去ったのを見て、クーデリカが駆かけ寄ってきた。

　彼女を含ふくめたその他大勢はどうだったかというと、帝国三番姫にいきなりケンカを売ったパリエルに啞あ然ぜんとなり、その後は始まった二人の剣けん舞ぶに手も足も出せぬままであった。

　あそこまで行くと、並の腕では加勢も何もなく、邪魔をするか足手まといになるだけだということを理解していた。そして並でない腕のレイナーと沙耶香は、互いの主人を狙ねらわせまいと互いを牽けん制せいするのみで手て一いつ杯ぱいだった。

「ふっ……、ふざけんなてめーこの野や郎ろう何が三番姫だちょーしくれやがって明日あしたは絶対にごほっ！　げほ、けほっええっほ……！」

「黙って、じっとしていてくださいっ！」

　威い勢せいだけで歩けもしないパリエルの身体を馬の後ろに乗せ、クーデリカは陣の治ち癒ゆ術師の下もとへと急いだ。
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　騎兵のお手本のように見事な機動だった。決して足を休めることなく暴風のように吹ふき抜ぬけ、駆けた後には惨さん憺たんたる結果しか残さない。

「……まるで遊びだ」

　夕暮れ。治ち療りようを終えたパリエルが何かもわからぬ消し炭片手、悄しよう然ぜんと呟つぶやくと、ゲンツが小さく笑って応こたえた。

「ヘリオトの連中からしたら、姫様とレイナーも似たようなもんだったでしょう」

　それでも黒騎士団のことをパリエルは言った。

「しかもあれだけ強いのに無茶をしないんだね」

　あそこまで完かん璧ぺきなタイミングで、見事なカウンターを決めたのだ。もう少し暴れても良さそうなもの……だのに。突とつ撃げきした本隊とは出会い頭がしらにすれ違っただけ。陣地には遠巻きに火を放っただけ。主な損害は左右から挟きよう撃げきに入った共和国軍の部隊が被こうむった。

　別に落ち込んでいるわけでもないことを知ったゲンツは、話を合わせる。

「……初手だったのであくまで様子見だったのか、単に撹かく乱らんしただけか。それともヘリオトの大公との政治的な取り交かわしがあったのかもしれませんが……まあなんにせよ、たった数百騎でしたからね」

　ルナスの部隊、千もいなかったようだ。

　五百くらいはいたが。

　だからこそいつの間にか敵陣の後方に入ったことも、そのままあの小さな森の中に伏ふせていることも、こちらに気取らせなかったのだろうけれど。

　少数だからこそそういう小回りが利きく。あれだけ強いのが散発的に動き回るとなると、厄やつ介かいなこと極きわまりない。それとも姿を明かしたことで、今後は兵力を増強してくるか。

「団長、今日分の被ひ害がいを簡単にまとめました。詳くわしくは追って報告します」

　走ってきたヴァイアッハがメモ一枚だけ渡して、余計な口は利かずまた別な方へ走っていく。

　へえ、とパリエル。

「そっか。こういうときになると優ゆう秀しゆうなんだね」

「優秀ですよ。あいつはね。俺みたいな戦いくさバカじゃ、ああいうことはできません」

　メモに視線を走らせ、ゲンツは溜ため息いきと共に呟いた。

「……やれやれ。ついに二割いったか」

「人数？」

「ええ。食料や資金ならよかったんですが、残念ながら人数です。まあ、この四日間での合計ですがね。普ふ通つうの仕事なら、いくら金が良くてもそろそろ店終いカンバンです」

「じゃあ……今回は？」

「そこなんですが、普通の仕事じゃありません。この戦は姫様の初うい陣じんであると同時、〝解放軍〟としての初陣でもあるわけでね」

　彼が視線を向けたのは、リーゼルたちのいる本営の天幕だった。

「そっか。リーゼル王子としても初陣なんだよね」

「……ま、一団長としては店終じまいにして欲しいってのが本音ですがね。国が運営する正規軍と違って、傭よう兵へいは畑から引っこ抜くようにはできませんからね」

「うん……」

　少しすると、その天幕に団長クラスが集まるように、との召しよう集しゆうがかかった。




　　　　◆




「最も損害を被ったのはこちらだ！　連合はこの責任をいったいどう取るつもりかね!?　リーゼル王子！」

　共和国の将軍が机き上じようを叩たたく。

　かの国では前線で戦う兵士と、後方で指揮を執とる仕官との役割がかなりはっきり分かれている。そのせいかこの将軍は、軍人なのに余分な肉の目立つ男だった。

　堪たえかねたようにやり返したのは、シーナの方だった。

「ですが事前に、足並みはこちらに揃そろえるようお願いしたはずです！　それをあなた方は独断で……！」

「お前のような女子供に戦の何がわかるか!!」

「ッ……」

　ヒステリックな将軍の言葉だったが、シーナは買い言葉をぐっと吞のみ込んだ。

　ルナスの部隊が他ほかに目もくれず狙ったのは、共和国の鉄てつ砲ぽう持ちだった。ドクトリンとして銃じゆうを主兵装に、長ちよう距きよ離り戦に特化した共和国軍の兵士は、近接格かく闘とう戦をさほど想定していない。そして直径一センチにも満たない銃じゆう弾だんなど、黒騎士がまとう魔導皮ひ膜まく付きの分厚いクロガネの前には豆鉄砲同然だった。

　共和国軍は魔導騎兵に魔法を打ち込まれ、散らばったところを重騎兵のランスに撃うち抜かれ、最後に剣で刈かり取られ、流れ作業のように壊かい滅めつ状態へ追い込まれた。

　そして敵は右翼から左翼へ向かう際に、掠かすめるようにして陣地に魔法で炎ほのおを射い掛かけ、反撃が来る前に離り脱だつ。左翼の共和国軍に対して同じことを繰くり返した。

　つまり、より確実な包囲殲せん滅めつのための分散した位置取りが仇あだとなったのだ。

「あの場合は包囲撃滅するのが最善の策なのだ！　攻せめるときには完かん膚ぷなきまでに叩きのめすという兵法の基き礎そも知らんのか!?　お前たちもそう思うだろう！」

　水を向けられた傭兵団長たちは、顔を見合わせ肩かたをすくめた。

　やー、俺ら見ての通り小さな自営業なもんで。

　陣形とか問題になるほどでかい戦って、今回が初めてだから。

　ていうか雇やとわれてるだけだしな。

　難しい話は頭のイイ人たちにお任せします。

　はっはっは……。

「くっ、何が解放軍だ……戦力不足を肩書きで虚きよ飾しよくしただけの、ゴロツキの集まりではないか……！」

　言い方と見方を変えれば、それもまた事実であったが……リーゼルは静かに告げる。

「その発言は取り消してください。彼らは我が解放軍の勇ゆう敢かんな兵士です」

「言いたいことはそれだけかね!?」

　そんな将軍の言葉にも一理あることは、リーゼルとて理解していた。

　この将軍の独断が、仮に戦功や本国での勲くん章しように目が眩くらんだからだったとしても、ヘリオト軍がああもまっしぐらに引き上げたのは共和国軍による包囲を恐おそれたからだろうし、だからこそ窮きゆう地ちを脱したのは事実だ。そしてあの流れであれば、勢いのまま決定的な勝利をもぎ取れると踏ふんだのは、本営であるこちらの判断だ。

　だから突撃を命じてしまった。

（……っ……）

　そう、判断を誤った。共和国軍が絶好のタイミング、ここしかないという場所に現れたおかげで、気持ちが流された。最終目標は戦争の終結。そのための基本方針は講和。そもそも勝つ必要など、どこにもないはずなのに。

　だが……包囲できれば、ヘリオトも今日で諦あきらめるかもしれない。今日で戦争は終わるかもしれない。少なくとも戦闘行こう為いが終結すれば、これ以上無用な犠ぎ牲せいを出す必要はなくなるのだ。そうすれば、もう人間同士の殺し合いなんて馬ば鹿かげたことをせずに済む……。

　結局は。そういう、欲が出たのだ。

　それは、正義ではなかった。

　欲だ。

　もう犠牲を出したくないという……欲。

「リーゼル。顔を上げなさい」

「……」

　横から姉に静かに諭さとされ、言われるがまま面おもてを上げる。

　この会議が始まる前に、アンゼリカからこう言われた。

『絶対に謝るな』と。

『こちらが間ま違ちがったのではなく、あちらが上手だっただけだ』と。

　兵は指揮官を信じて走っていく。そういうふうに教育、訓練されているからだ。そうでなければ軍として成り立たないからだ。そしてそれは、司令部や指揮官の判断が正しいという大前提の下に初めて成り立つものだ。

　それが間違っていた、では犠牲になった兵士は死んでも死にきれない。

（……）

　リーゼルは毅き然ぜんと前を見み据すえた。

　だんだんと、判わかってきた気がする。

　最初の連合。まだ、ミスマルカ城の一室で延々と埒らちの明かぬ会合を繰り返していた頃ころ。なぜ誰だれも譲じよう歩ほしないのか、なぜ誰も譲ゆずり合い、助け合い、手を取り合おうとしないのか、本当に不思議だった。

　でも今なら、少しわかる。軍という一組織でさえ、そうでなければ成り立たぬのだ。国家という大きな枠わく組ぐみの中の、軍事というただ一部門でさえそうなのだ。己おのれが背負った国益。数多あまたの国民の命と、その幸福の追求のためには、一歩たりとも引き下がれないこともある。

　だから……なるほど。グランマーセナル帝てい国こくの皇帝が、もし本当に全人類の団結を以もつて魔ま王おう軍に当たろうというのなら。征せい服ふくか、支配かする以外にないと考えてしまったのも……今なら多少、わかる気がする。

「全く、話にならん！　こちらは要よう請せいされて遠路遥はる々ばる共和国より応おう援えんに来てやったというのに、謝罪の一つもないのか!?　黙だまっていないで何とか言ったらどうかね!?」

「……」
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　この将軍が、自らの非を認めないのも、あるいはそういうことなのだろう。それとも単に自尊心からだろうか。

「ただ一度の敗戦に口も利けなくなるような者が総大将では、話にならん……。あなたの下もとでは無用な犠牲を増やすだけだ、リーゼル王子。もういい、指揮権を私に譲りたまえ。そうでなければ、我々は引き上げさせてもらう」

　空気がざわついた。

　解放軍の兵力は、もうギリギリだ。この上で共和国軍に帰られたら、陣形の維い持じすらままならなくなる。

　だが他人からはっきりと指し摘てきされたおかげで、リーゼルはようやく実感した。

「ではお帰りください」

　リーゼルの容よう赦しやない一言に、さらに場がざわついた。

「なっ……、なんだと……！」

「無用な犠牲などただの一人も出てはいません。我々は、必要な命令しか下していないからです。確かに今日は敵が一枚上手だったかもしれません。ですが、それだけです。明日あしたは負けません」

「ぐっ……、むぅ……」

　必要なのは気力。

　絶対に退ひかないという気き迫はく。

　全すべての兵士は、それを糧かてにして剣けんを振ふるう。そうでなければ、殺し合いなどできるはずがない。ならば指揮官、司令官が投げ出すわけには、絶対にいかないのだ。勝たねばならぬ。それを、この場にいる全員に確約せねばならぬ。自分たちは勝つのだと。

「……ええい、わかった。そこまで言うのであれば、今回はそちらの指揮に従おう」

　光の御み子こ。連合盟主。当代最高の勇者。それがこうまで言うものを、笑えようはずがない。リーゼルの真しん摯しな眼まな差ざしには、そういう頼たのもしさ、声には説得力がこもっていた。

「感謝します、将軍」

　無論。彼とて遠路遥々出しゆつ征せいしながら、たった一度の負け戦だけを土産みやげに帰れるはずもないのだが。

「しかし我が軍はすでに三割からの損害が出ているのだ。これ以上被ひ害がいが増すようであれば、否いや応おうなしに戻もどらなければならなくなる」

「承知しています。各傭兵団からの被害報告がまとまり次し第だい、陣形と部隊の配置から見直します」

　帝国の正規軍が出てきたが、帝国政府からの正式な宣戦布告は未いまだにない。ヘリオトを負けさせたくはないが、共和国を刺し激げきすることで二正面となるような真似まねも避さけたいのだ。

「……」

　ルナス麾き下か。

　帝国最強の部隊であるが、最低限度の人数で、かつ三番姫き自身がそれを率いている今が、最後のチャンスだ。
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　ヘリオト領。大使館。の、応接室。

「で……皇帝は何だって？」

　ソファに横おう柄へいに掛けたマヒロが問うと、ソフト帽ぼうを脱ぬいだルディ＝シャンクは肩をすくめた。

「ヘリオトの単独講和は認めないそうです」

「……ま、ルナス様が出てきた時点でそうだろうとは思ったけどさ……」

　横柄が、ぐったりになった。

　解放軍こと連合側には共和国の正規軍が。

　ヘリオト側には中央の黒騎き士し団が。

　互たがいに、子供のケンカに親が出てきたようなものだ。大人気ない話だ。しかもこちらはルナスという皇族が出張ってしまったものだから、いよいよ負け戦いくさなど認められるはずもない。敵は敵で共和国では名のある将軍だというから、やる気満々なのだろう。

「おっとマヒロ王子、帝国政府としての正式な宣戦布告はまだですよ。ルナス様が行軍の演習中に、たまたまその辺を通りがかったみたいですけどね」

「……そんなところで演習している方が悪いだろうどう考えても。政治ってときどきアホで困る」

「アホだろうと何だろうとそれで国が動き、結果世界が回っているんですから仕方ないでしょう」

　そして有史以来、それで人類が続いてきたことを思い、マヒロは肩を落とした。

「基本方針は、ヘリオトに勝たせる体ていなのか？」

「ですね。この状じよう況きようで正式に宣戦布告、共和国を刺激して真っ向勝負というのは嬉うれしくないでしょう。ヴェロニカはヴェロニカ。北中原は北中原。そして最後に共和国……最終的には全土の征服ですが、段階を踏みたいわけです」

「……そんな都合のいい展開、他ほかでもない共和国が黙ってないだろう」

「ええ、だから無理に増援をねじ込んできたんでしょう。必要に応じていつでも首を突つっ込めるように。おかげで諜ちよう報ほう部の方も忙いそがしいみたいですよ。ノーテスカ市民国に協力を仰あおぎ、共和国での厭えん戦せんの火付けに走り回っています」

「イスルギの国……なるほど、レッドフラックならそういう運動に一日の長があるか」

「遠交近きん攻こうではありませんが、あの国が建国されたその日のうちに『おめでとうございます』とメッセージを送ったシャルロッテ様はさすがだと思い知らされましたね」

「どうして」

「胡う散さん臭くさいでしょう？　国民みんなが仲良く手を取り合って国政を定めるような国。実質、どうかは知りませんけど」

　そうしてマヒロとルディがコーヒー一いつ杯ぱいで粘ねばるカフェテリアのごとく他愛もない話をしていると、ヴァリオ・サフィナが書類片手にやってきた。現在は財務官だが、元はサフィナ領の出身。かつ、一度はヴェロニカ全土を牛ぎゆう耳じった男だ。

「ヴェロニカが席に着く見込みが出てきた」

　どん、とヴァリオが書類の束をテーブルに置く。

「これは？」

　マヒロが尋たずねると、ヴァリオが補足。

「これからの交こう渉しように使えると思おぼしき、ヴェロニカ商工同盟に関するありとあらゆる資料だ」

「……ああ。僕に読めと？」

　マヒロが手に取りぱらぱらと斜ななめに見ていくと、次の言葉はルディが引き取った。

「王子は必要と思うものを幾いくつでも見み繕つくろってください。その必要な部分に関しては、我々特務の方でより精査した報告を上げます」

「全部と言ったら？」

「もちろん血ち反吐へどと恨うらみ言を吐はきながら全部やりますよ。そのための特務です」

　こういうときはさすがだな、とマヒロは思った。月げつ賦ぷとは言えオートモービルを買えるほどの高給取りが集つどうプロ中のプロ集団。それが特務だ。

　斜めに見終えた書類の束をマヒロは一いつ旦たんテーブルに置き直し、対面のソファに掛かけたヴァリオに問う。

「ヴェロニカが席に着く、というのは？」

「状況はどこまで知っている？」

「この前までヘリオトの方を説得に掛かっていたから、ヴェロニカ側のことはあんまり」

「では最初から説明しよう。今回の戦争について、向こうはセルヴェチカを盟主に、レンシーがその補ほ佐さに就ついている。まあこの二人は私が去ってからの普ふ段だん通りだ。コウは防諜その他の裏方としてのバックアップ。残るキッテンとロズニィが戦時体制下の内政に専念している」

　ハイバックはもう陥かん落らくした。

「そして会戦後、つい一昨日おとといまでヴェロニカはヘリオトに対して停戦交渉を申し入れていた。だがそれはヘリオト一領に対しての打だ診しんだ。中央が嚙かんでいないことを見て、中央が出てくる前に片を付けたかったのだろう」

　ヴァリオの言葉を、ルディがまた補足する。

「ヘリオトの数年間の予算に匹ひつ敵てきする額が和解金として提示されたとか何とか。ですがことの発ほつ端たんが発端だけに、ヘリオトも金で解決する道はなかったわけです」

「それはまた、なんともヤクザな話だね」

　マヒロは笑った。親兄弟が殺されたのに、金で片付けたとあっては世間様に示しがつかぬ。この場合、世間様とはヘリオト領民、その他国民のことだ。

　だがいくら経済力がヴェロニカのウリとは言え、カードの切り方を少し間ま違ちがえたのではなかろうか。ある程度血が流れて、いよいよどちらもどうにもならぬとなった場合にようよう最高の威い力りよくを発揮するのが金というものだ。

　ヴァリオが書類の中の一枚を抜き出し告げる。

「そうしてヴェロニカは数日前まで、帝てい国こく政府に対しては口を閉とざしていた。我々と取引をするつもりはなく、チャンネルはあくまでヘリオトに対して開かれていたのだが……」

　ヴァリオの指差したその書面にいわく、サフィナ南なん端たんの解放軍陣じん地ちを崩くずしきれなかったヘリオト軍は、すでにバンザイ状態のようだった。

　ルディが軽けい薄はくそうに笑った。

「今度はヘリオトが秘密裏りに有利に交渉しようとしましたし、現在もしようとしていますが……まあそれは特務こちらの仕事です。王子は気にしないでください」

「それはそれは」

　水面上はすでに武力衝しよう突とつが続き血みどろらしいが、水面下でも結構なもののようだった。ともあれ、これ以上帝国が首を突っ込むとなれば公的な宣戦布告が必要になるだろう。三番目のお姫様が『お散歩中に鉢はち合あわせしたからびっくりしてついお供と一いつ緒しよに突とつ撃げきしちゃった』では、外交にならない。

「じゃあそんなヴェロニカがこちらとの交渉の席に着く……、見込みがある？　というのは？」

「まだ探さぐりを入れている状態だが……」

　ヴァリオがまた違う書類を束から引き抜ぬく。

「ルナス姫ひめ及および麾下部隊の即時撤てつ退たい。ハインバック領の解放と、駐ちゆう留りゆうするヘリオト軍の即時撤退……これが最低条件だと言ってきた」

　なるほど、まるで勝者の言い分であった。

　こういう交渉はとりあえず必要なものを全て並べた上で、強気に出るものではあるが。

　ヴァリオは続ける。

「和解金か賠ばい償しよう金かの言い方はともかく、その他の条件については交渉の余地を認めている」

「……じゃあもうそれでいいじゃん」

　マヒロが面めん倒どうくさそうに言うと、ルディが呆あきれた様子を見せた。

「それでいいのならヴァリオ侯こうもマヒロ王子も必要ありませんよ」

「僕は戦争が終わればそれでいい」

「ええ、それはみんな思っていますよ。ヴェロニカは失地を回復した上で、ヘリオトは溜りゆう飲いんを下げた上で、共和国は連合内での存在感を誇こ示じした上で、リーゼル王子率いる解放軍とかいうのも初うい陣じんを華はな々ばなしい勝利で飾かざった上で、我々はヴェロニカ全土を手中に収めて最後の紋もん章しようを回収できた上で……という条件付きでですが」
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　言いえて妙みようではあった。

　そりゃ得る物を得れば、殺し合い自体に価値を見み出いだす者もそうそうあるまい。

「……ちょっと待て。最後の紋章っていうのは？」

「先日、レンキスで奪うばわれたんでしょう？　私は行ってないので詳くわしく知りませんが」

　違うんですか？　と、ルディ。

　いや違わない、とマヒロ。

　確かに紋章はパリエルが持って行った。その後どうしたかは知らないが、とりあえずリーゼルに会いに行けという言こと伝づても持たせた。言葉通りに従ったなら……。

「あ……。つまり……自じ称しよう解放軍にパリエルがいるのか？」

「いるそうです。しかもこれがめっぽう強いらしく、四日間に亘わたってヘリオトの出鼻をくじいたのは、そのパリスティエル姫だったそうです。今日はルナス様に一騎打ちを挑いどみ、さすがに返り討うちに遭あったそうですが」

「ちょ。返り討ちに遭って……どうした？」

「さすがに心配ですか？」

「大事な役者の一人だ。死なれても困る」

　そんなマヒロの言葉の意図を、ルディは摑つかみかねたようだったが。

「ルナス様がその腕うで前まえを大層気に入られたらしく、命までは取らなかったそうです。またいいオモチャでも見つけたつもりなのでしょう」

「そうか……」

　ルナスの、いつもの人を食って掛かる悪あく癖へきではあるが、今回ばかりは助かった気分だった。

　しかし明日あしたはわからない。明後日あさつてもわからない。戦争が続いている限りは、わからない。

　軍量に任せればどうせ最後は帝国が勝つに決まっている。だがそれでは文官がここで首をひねっている意味がない。

　マヒロは言った。

「……ヘリオトに口を出させないとしても、官かん僚りようレベルでやってたんじゃいつまで経たっても埒らちが明かないだろう。商工同盟なんて名前が付いてはいるが、仕組みは君主制と大差ない。チカ様を引っ張り出そう」

　その叔父おじが真しん摯しに尋ねる。

「確かに今のヴェロニカの王はセルヴェチカで間違いないだろう。だが、どうする。貴様も知っての通り、あれは見た目や歳としにそぐわない難物だぞ。交渉ごとならレンシーから手を回した方が御ぎよし易やすいのではないか？」

「通常ならね。だけど……以前の黄色の紋章を巡めぐった一連を鑑かんがみての勘かんだけど、チカさまは恐おそらく、僕に近い倫りん理り観を持っている気がする」

「貴様に……近い？」

　見た目や年ねん齢れいにそぐわないことも含ふくめて。

「だとすれば簡単なんだ。……直接会うことさえできれば、一撃で決められる」
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　五日目。

　本陣の左右、ヴェロニカ側の非戦せん闘とう員が徹てつ夜やで掘ほった簡易な塹ざん壕ごうに、共和国軍が収まる。そして特に消しよう耗もうの激しい傭よう兵へい団が、その塹壕の近接防ぼう御ぎよの役に専従する。昨日の二の舞まいをしないためだ。

　中央は呉ご虎こ騎き士し団を中心とした残りの傭兵団が固める。左右を共和国軍に任せられる分、正面は厚くなった。

「攻城魔ま法ほう、用意!!」

　ヘリオト軍を後背に引き連れ、魔導騎兵を前面に、黒騎士団がまっしぐらに向かってくる。

　対し、シーナが剣けんをかざす。

「魔法隊、前へ!!　魔導障壁シールド準備!!」

　距きよ離り、五○○。




「放てぇッ!!」

「展開ッ!!」




　衝突し、炸さく裂れつする魔導性の閃せん光こう。火花。爆ばく発はつ。衝しよう撃げきと音。

　視界が晴れたところで再びシーナが叫さけぶ。

「薔薇ばらよ開け！　虹にじを咲さかせ！　虹剣、クリティカルレインボーアローッ!!」

　薙なぎ払うように放たれた虹色の光が、黒騎士団の鼻先目掛ける。だが狙ねらいは低い。直撃ではなく地面を一直線にえぐり、穿うがつ。

　爆発したように土ど砂しやが逆巻く。一割、二割の馬はそれに驚おどろき足を止める。後続の三割、四割はそれで遅ち滞たいする。

　が、その薄うすい土のベールを破るように、三番姫きは一等速く馬を奔はしらせる。

「なるほど、勇者か!!　だが甘い!!」

　ルナスは戦場において人命を狙えぬ甘さを嗤わらい、剣をかざした。一いつ閃せん。シーナただ一人を狙う一直線の閃光。

「シールドッ……きゃあ!!」

　間に合ったが、そのマジックシールドが一秒と経たず砕くだけ散った。シーナの華きや奢しやな身体からだはそのまま吹ふき飛ばされる。

「勇者様がっ！」

「後退！　魔法隊は後退ッ!!」

「突つっ込んでくるぞぉ!!」

「まともに当たるな!!　受け流せ!!」

「勢いを殺せればいい!!」

　昨日のように意表を突かれたわけではない。だから勇戦敢かん闘とうはするが、しかし被ひ害がいは出る。じりじりと浸しん透とうされていく。

　ぶんぶんと薙なぎ刀なたを振ふった沙さ耶や香かが、しかし冷めた様子でルナスの傍そばに馬を寄せる。

「姫様、手て応ごたえがありませぬ」

「そうだな。あんなに目立つレイナーの髪かみが馬上からも見当たらない。何かあるな」

　ただそれだけの判断基準であったが、その勘は冴さえていた。

「かぁかれぇええええええッ──!!」

　右う翼よく側から自軍の者ではない声を聞いた瞬しゆん間かん、ルナスは笑えみと共に剣を振って回頭していた。

「思い切った伏ふく兵へいだ……！」

　右翼側の塹壕と陣地のみに、全て騎馬で三百騎ほどか。後続のヘリオト軍など度外視して、黒騎士団だけを包囲しようと全速力で駆かけてくる。

「行け行け！　私とサヤカで殿しんがりを持つ!!」

「はっ！」

「了りよう解かいしました！」

　一糸乱れぬとはそういうことのように、三番姫の号令一つで漆しつ黒こくの軍団は向きを変えて走り出す。主あるじの強さを知っている。だから信しん頼らいする。主君の身を守ることより、その命に従うことを無上とする。

「ルゥナァアアアアス!!」




　パキィイイイインッ!!




　彼ひ我がの騎馬がただ一回交差。七星がパリエルの剣を砕いた。互たがいに過ぎ去り、次に見目麗うるわしい金きん髪ぱつ碧へき眼がんの青年が二刀流で白馬を駆ってくる。




「おおおおおおおおおおおおおッ──!!」




　ズドン、と凄すさまじい衝撃を盾たてに受け、ルナスは歯を食い縛しばった。

（これは強い……！）

　逃にげれば背から取られる手合いだ。下さねば逃げ切れまい。

　馬を回頭させて七星を振り下ろす。相手は交差させた剣で受け、左手で跳はね上げ右手は狙う。馬上、並へい行こうに走りながらそれを盾に受け、また七星で返す。

　この男は今までと違ちがう。

「名を何という!?」

「ハイランドのリーゼル・ファリス・マクラーレン!!」

「そうか、貴様が最強の勇者か……!!」

　ガチン、バキン、ドカン、ガキンと、凄まじい音だけが瞬またたく間に十合を数える。

　リーゼルは右を走り、ルナスは左を走っている。ルナスの左に剣を取り替かえたパリエルが追つい随ずいする。

「勝負だ!!」

「させるかッ!!」

　すんでのところに沙耶香が馬を滑すべり込ませた。長物のリーチに押され、一気にルナスからの距離を離はなされる。

「「邪じや魔まをするな!!」」

　パリエルは『ルナスの下もとへ行くのを』、沙耶香は『ルナスの一騎打ちの』、という意味で。それが互いに癪しやくに障さわって、無言で刃やいばをぶつけ合う。互いの視界に映るのは互いの首のみ。

　遠心力を生かした薙刀の、ひどく重い一撃一撃をかいくぐり、馬を一気に懐ふところに潜もぐらせる。パリエルの剣が沙耶香の脇わき腹ばらを掠かすめると同時、沙耶香の放った短刀がパリエルの二の腕うでに刺ささった。

「ッ……!!」

「その首もらったぁ!!」

　薙刀をかざし、上段からの目にも留とまらぬ一閃。しかし沙耶香が瞬まばたきした次の瞬間、馬を駆る銀髪の男が漆黒の刃を向けているのが見えた。

　死よりも、また負けるのかと。沙耶香が思った瞬間だった。

「ッ……！」

　レイナーの体の端はし々ばしから血ち飛沫しぶきが上がる。

　同時に、パタパタという破は裂れつ音が上空から聞こえた。

「ハッハァ!!　ファッキンファッキン！　ザマァないねこの裏切り者がぁ!!」

　上の方を、音もなく、三角帽ぼう子しをかぶった一団が飛び去っていく。銃じゆうと、魔法の杖つえを片手に、あちらこちらへ火花を散らしながら。

「……キャスティか……!?」

　沙耶香が視線をやると、かつて同じ姫に仕え、同じく三剣と呼ばれた男はパリエルの体を上空の狙そ撃げきから庇かばうようにして、馬から転がり落ちていた。

　他方、行く先へ視線をやるとルナスは盾の半分を砕かれ、かつてのライン要よう塞さいで沙耶香とも刃を交えたこともある光の御み子こは左の防剣の半分を折られていた。

　どちらとも打ち合ったことのある沙耶香はだから、ルナスの盾の厚さも、リーゼルの剣の重さも知っていた。

（どちらも……どれだけの勢いで打ち合っているというのだ……）

　剣士としての感動よりは。

　ただ、啞あ然ぜんとする気持ちが勝まさる思いであった。




　　　　◆




「レイナー！　レイナー、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「……問題ない」

　とは言うが、もともと色白な男が見たこともないほど血色が悪い。メガネ魔女の弾だん丸がんは即そく死しするような急所を外れてはいたが、出血がひどかった。

「兄さん……！」

「クーデリカ、お前はレイナーを連れて陣じんに戻もどれ！　いいな!?」

「パリエル様は……!?」

　答えず、パリエルはレイナーの黒の剣を手に馬に飛び乗った。

「借りるぞ！」

「待て、姫っ……」

　レイナーが、口角に血を流しながら言った。

「いくら姫でも、あの二人を相手にするのは……」

「撤てつ退たい命令は出ていない!!」

「パリエル様っ……！」

　クーデリカに名を呼ぶ暇ひまも与あたえぬように、パリエルは腕に刺さった短刀を抜ぬきもせず、馬を全速力で走らせていった。

　レイナーが呟つぶやく。

「……もう、並の剣では間に合わないのだろう……」

「無茶苦茶です………」

　クーデリカは昨日パリエルをそうしたようにレイナーの長身を馬の後ろに乗せ、引き返し始めた。

「パリエル様は一番の家臣を放ほうり出して、その家臣は主の心配より剣のことを言って……！」

「あれでいい……。姫は……理想だ。己おのれが足手まといになることは、騎き士しとしての屈くつ辱じよくだ……」

「……わかりません、兄さん。私は……もっと違うと思っていました。パリエル様が呉虎騎士団にいらして、ちぐはぐだった団員がまた一つの家族のようにまとまって、それで、もっと……もっと、違うようになると思っていました」

　その意味では、クーデリカはヴァイアッハの気持ちもわかるつもりだった。

　もっと思いやりのある、傭よう兵へいなんかに身をやつしている人間にも分け隔へだてなく手を差し伸のべてくれる、つまりはもっと温かい……〝パリスティエル姫〟とは、きっとそういう存在だと。だから呉虎騎士団も、もっとそういうように変わるのではないかと。

「少なくとも、俺は剣けんだ……。そして、剣としての忠義を尽つくせればそれでいい……。俺の親父おやじがそうだったように……」

「それは、兄さんはそれでいいかもしれませんが……」

　ぽん、と。大きな手の平がクーデリカの頭の上に載のった。

「口で言うのは、これからの……お前たちの仕事だ……」
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（どういう強さをしている……！）

　沙耶香は歯を食い縛り、得物を振り下ろしながら目を見張る。リーゼルの駆る白馬の左にルナス。右には自分。二刀流の一方は砕くだかれ、剣は一本。だというのに、あとたった一撃が入らない。背中に目が付いているかのように弾はじき返される。

　覚かく悟ごか。気き迫はくか。ライン要塞のときより格段に強い。強くなっている。自分だって腕は上がっているはずなのに。

「はぁっ!!」

「くっ!!」

　ルナスの剣も同様、刃に対してうまく刃が立たぬような角度で弾き返される。

　ならばとルナスに合わせて左右から同時にかかれば、今度は馬を巧たくみに操あやつり間合いを外す。そして二人が空から振ぶって同時に見せた隙すきを逃のがさず、痛つう烈れつな一撃を振ってくる。狙ねらいはあくまでルナス。半はん壊かいしていた盾がさらに砕ける。もう用を成さぬとルナスがそれを投げ捨てる。

（まずい……！）

　ここまで強いと、手て空すきにさせることは逆に危ない。常にどちらかが攻こう撃げきを加えることで、一本しかない剣を常に防ぼう御ぎよに使わせる他ほかにない……！

「ルゥナァアアアアアアアアス!!」

「!?　まだ来るか……！」

　もう耳慣れたパリエルの声に、沙耶香は舌打ちがてら手た綱づなを捌さばき、パリエルの進路を塞ふさぐ位置に入った。

「しつこいぞ野の良ら姫ひめ!!」

　馬の速度から、また半身に構えた得物がレイナーの長剣に替わっていることを見た沙耶香は、勢い任せの一撃に備えて薙なぎ刀なたを構える。

　瞬しゆん間かん、パリエルが嗤わらった。

「返すぞッ!!」

　半身からの、投とう擲てき。

「がはッ!?」

　予想外だった。剣を振り絞しぼるためではなく。自分が先ほど投げた短刀を二の腕に刺したまま、それを隠かくすための半身。

「くそ……、貴様、などにィっ……!!」

　胸に受けた沙耶香はそのまま落馬。

「サヤカっ……!?」

「ライトニング・ボルトッ──!!」

　ルナスの視線が一瞬逸それた隙に、リーゼルが全身全ぜん霊れいの魔法を拳こぶしから叩たたき付ける。

「嘗なめるなァっ!!」

　ルナスは鎧よろいの半分を砕かれながら、刃を返す暇もなく、力任せに七星剣を薙なぎ払はらった。続けざまに振り上げられたリーゼルの剣より一歩早く、七星の峰みねがリーゼルの鎧を破は砕さいし、その身体からだを馬上から叩き落とす。

　勢い、野放図な大振りの反動でルナスも馬から転げ落ちる。

　そこへ目め掛がけ馬の腹を蹴けり、全速力で迫せまる。

「覚悟ぉッ!!」

　捉とらえた。完かん璧ぺきだ。

　パリエルはレイナーの剣を今度こそ、すくい上げるように思いっきり叩き付ける。沙耶香の短刀が刺さっていた場所から血が噴ふき出すと同時、ルナスの兜かぶとが甲かん高だかい音を立て、血の尾おを引いて高々と宙を舞まう。




　──が、肉の手て応ごたえがない。




「ッ……！」

　パリエルの舌打ちは哄こう笑しようで搔かき消された。

「アハハハハハハハハッ!!　強い強い!!　強いではないか、解放軍!!　パリスティエル姫ぇッ!!　さあどうした、私はまだ生きているぞ!!」

　解ほどけた金きん髪ぱつを鮮せん血けつで濡ぬらしながら、間一髪で一撃をかわしたルナスが笑っていた。

　それがあまりに楽しげで、つられ、パリエルの口にも自然と笑えみが浮うかぶ。

「アッハッ!?　アッハハハハハハハハッ!!　笑っていられるのも今のうちだぞ、三番姫きぃッ!!」

　手綱を返すのももどかしく、馬を乗り捨てたパリエルは漆しつ黒こくの刃やいばを構えて嗤う。

　黒騎士団は引き上げ、解放軍は専守防衛。

　場は進撃するヘリオト軍のど真ん中。

　しばらくの時間をルナスと沙耶香、二人を向こうに戦い続けたリーゼルは気力も体力も使い果たし、落馬のショックで昏こん倒とう。強行軍してきたシーナとゲンツに拾われているところだった。沙耶香の方も、仇あだ討うちよりも親友の身を案じたキャスティに拾われていた。

　そんな面々の耳を打つ、場ば違ちがいな笑い声。

「アハハハハハハ!!」

「アハ、アハハハハッ!!」

　けたたましく笑いながら、二人の女が繰くり出すのは急所狙いの一撃のみ。頭、首、心臓、かわされればまた狙い、防がれればまた狙う。十一合十二合十三合。

　自分が死ぬことなどこれっぽっちも考えてはいない。ただ相手を殺すことしか考こう慮りよしていない斬ざん撃げきの応おう酬しゆう。

「クヴァイスリンク将軍の仇かたき……!!」

　声の方向からパリエルは手首だけで刃を回し、背後からきたヘリオト兵を見もせずに一ひと突つき。一気に振り回し、即死した兵士の体から剣を抜くためルナスへ放る。

「邪じや魔まだバカがッ!!」

　ルナスが飛んで来た遺い骸がいを切り払うと同時、その死角に刃をためていたパリエルは嗤いながら肉迫する。

「獲とったぁ!!」

「腕うで一本くれてやるッ!!」

　ルナスは左の下か腕わんをパリエルの切っ先に通させ、力任せに肘ひじをねじり、体幹への致ち命めい傷しようを避さけると同時に、パリエルの腹ふつ腔こうへ七星を貫つらぬき通した。

「っく……、は、ハァッ……ア……」

　腕の出血もあり、パリエルは目をかすませながらうめき、その場に跪ひざまずく。

　それでようやく一段落。ルナスは言った。

「はぁっ、はぁっ、強いが、メチャクチャだな、お前、はぁっ……」

「うるさいっ……、私は……勝つ……、勝つんだ……！　勝って……、エルクレセルをッ……！」

「……だったらなぜ、こんな正反対の極東で戦いくさなんかしているのだ……？」

「っ……」

　かすむ視界の向こうで、不思議そうに首を傾かしげるルナスの顔だけが、はっきりと見えた。

「えと……それは……。成り行き……で……」

「……私の家臣になるなら、エルクレセルの地を与えよう。というのは、どうだ？」

「……いや。無理だな……」

　失しつ笑しよう。これで最後。

　失血でもうほとんど視覚は利きかなかったが、足あし腰こしも立たなかったが、握にぎり締しめたままの黒の剣を渾こん身しんでルナスの腕から引き抜き。

　感かん触しよくからして、見事に空を斬きった。

　苦笑するようなルナスの声。

「お前の負けだ」

　そして今度は顔面を、また蹴け飛とばされたのだろう。腹を貫いていたものがずるりと抜ぬけて、幾いく分ぶんラクになったような気がした。

「そうか。帰順してくれると助かるのだが、そこまで反はん抗こう的なのはさすがに見過ごすわけにはいかん。惜おしいがここで死んでもらう」

　そのとき、リーゼルと同じように白馬に乗った、凛りんとした鎧姿の麗れい人じんが現れた。武器は持っておらず、ヘリオトの隊列を素す通どおりしてルナスの前まで来ると、丸腰のまま馬を下りた。

「パリスティエル姫を返してください。ルナス皇女」

「……いきなり現れて随ずい分ぶんな言い草だな」

「無理は承知の上でお願いしています。わたくしが身代わりとなります」

「そもそもお前はなんだ？」

「此こ度たびの解放軍の指揮官を務めるハイランドの王女、アンゼリカ・ファリス・マクラーレンと申します」

　……。

「ぐっ……軍神の!?　あの!?」

　ルナスの目が真ん丸くなる。

　すると彼女は、はにかむようにして。

「かつてはそのように呼ばれたこともありました」

　ルナスは噂うわさでしか聞いたことはなかったが、敵中でのこの落ち着きぶりは歴戦の猛者もさにしかない貫かん禄ろくだった。それでいて気品ある立ち居振ふる舞いは、まさに王族のそれ。また使い込まれ、磨みがき込まれた鎧のなんと表情豊かで似合うことか。

　合点がいったルナスは、足元に倒たおれているパリエルの首根っこを捕つかまえネコのように持ち上げた。

「……これと交こう換かんで良いのか？　まさか軍神殿どのよりこのパリスティエル姫には価値があるのか？」

　するとアンゼリカは少し、言葉に迷ったようであったが。

「……汝なんじ噓うそをつくことなかれ、ですね」

　自らに言い聞かせるようにそう呟つぶやくと、こう続けた。

「正直に申し上げれば、わたくしにはもうそれほどの価値はありません。山奥の小国の一王女、というだけの存在です。ですがパリスティエル姫は違います。私の弟と共にこれからの解放軍の中心、ひいては連合の中心となっていくべき存在です」

「そうまで言われてしまっては……おいそれと返せなくなってしまうではないか……」

「やはり……そうでしょうか？」

「うむぅ……」

　戦場のど真ん中で、お姫様同士がお姫様らしいテンポでのんびりと交こう渉しようをしている。

「いやだが、今後の話か……当面は軍神殿が連合側の支えであることに相そう違いはない」

「はい、そうかと思います」

「しかも総大将は軍神殿の弟で、勇者であるから……まあこの場でパリスティエル姫をただ殺すよりは、軍神殿を人ひと質じちとした方が益がある……か」

「はい、きっとそうです。そうしましょう」

「……。噂に聞いていたより随分とその……おっとりした様子なのだな」

「よく言われます。弟にもよく怒おこられます」

「……リーゼル王子は承知の上なのか？」

「いいえ」

　ルナスは嘆たん息そくしたが無言。

「ですが……パリスティエル姫が亡なくなったと聞けば、きっと悲しむでしょう。わたくしも同じ気持ちです。そしてまずは、それだけの気持ちでここまで参りました」

「……なんだ、コレはリーゼル王子と恋こい仲なかだったりするのか」

「いえ、特にそういうわけでは……ないみたいですけれど？」

　パリエルもこのときにはとっくに気絶していた。もう、流れるような血もなくなりかけている。

「うぅ……～む」

　ルナスは左右を見たが、助言する者も進言する者も諫かん言げんする者もいないときた。

「……わかった。返してやる」

「し、しかしルナス殿でん下か、その女は……！」

　ヘリオト兵が、今さらになって口を開く。

「勝ったのは私と、我が軍だ」

　舌ぜつ鋒ぽう鋭するどく右、左を見ると今度は誰だれも何も言わなくなった。

「よろしい。では、はい」

「はい。ありがとうございます」

　ルナスから受け取ったパリエルの体を鞍くらに乗せると、アンゼリカは馬の尻しりを軽く叩いた。馬はパカパカ、陣じんに向かって帰っていく。

　それを見ながらルナスは告げた。

「……今日勝ったのは私だ。明日あしたも勝つし明後日あさつても負けるつもりはない。だからいずれ軍神殿の弟を手にかけることになるかもしれん。今日助けたパリスティエル姫ひめも、手当てが間に合わずにいま死ぬかもしれん」

「ならばそれは運命です。受け入れます」

　受け答えこそおっとりとはしているが、アンゼリカの瞳ひとみは常に真しん摯しなものであった。
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「姉上がっ……!?」

　精せい魂こんを剣けん術じゆつと魔法によって使い果たしたリーゼルが目覚めたのは、ようようその日も暮れた宵よいの頃ころだった。

　シーナが沈ちん痛つうな面おも持もちで告げる。

「もちろん止めたのよ。でも……今日の伏ふく兵へい作戦を立案したのは自分だからって、聞いてもらえなくて。あとのことは、きっとリーゼル一人でも大だい丈じよう夫ぶだからって……」

「っ……」

　リーゼルは奥歯を嚙かみ締めた。

　これほど重いのか。

　覚かく悟ごはしていたが、肉親の生せい殺さつ与よ奪だつを敵の手に委ゆだねるとはこれほど恐おそろしいことなのか。

「………それで、パリエルは……？」

「それは大丈夫、手当ては何とか間に合ったわ。でも全すべて治ち癒ゆ魔法で回復させるのは負担が大きすぎるから、数日は安静が必要だって……レイナーの方も峠とうげは越こえたんだけど、呪じゆ詛そが込こめられた特とく殊しゆな弾だん丸がんで撃うたれたらしくて……」

　こちらは治癒魔法が通じない。よほど高度なものらしく、この陣にいる者では解呪を手に負えない。とりあえずは純じゆん粋すいな外げ科か手術のみでの対応だ。

　即そく死しさせるよりも、負傷者を増やし容易には回復させないことで進軍速度や士気を低下させる。そういう類たぐいの呪のろいだった。

「……他ほかに、被ひ害がいは」

「全体で、また一割ほど損害が出たわ」

「……」

　勝たねば。

　勝たねばならぬ戦だ。

　負けていい戦なんてないが……ならば勝機が絶望視されたとき、どうすればいいのだろうか。当初の見込みが外れたとき。勝てるはずだったものがただ一度の失敗で覆くつがえったとき。あの時ああするべきだった、なんて後あと知ぢ恵えは、後に全ての状じよう況きようを知り得た者の勝手な言い分だ。

　自分は今ここにいる。自分は常に今、決断しなければならない。望むと望まざるとにかかわらず、態度を示し、実行し続けなければならない。否いな……ヴェロニカを救うため、そうと決め、望んでここに来たのは自分だ。

　自らが望み、そして自らが作り出したのがこの状況だ。

「失礼します」

　天幕に入ってきたのは、そのヴェロニカ商工同盟の盟主。セルヴェチカだった。

「チカ様、ごめんなさい。リーゼルは今やっと意識を取り戻もどしたばかりで……」

「いいんだ、シーナ……、っ……」

　上体を起こしたところで、痛みに息を吞のむ。最後にルナスに喰くらった峰みね打うちで、右の肋あばらのほとんどが砕くだかれていた。

「無茶よリーゼルっ……まだ、完治させたわけじゃ……」

「いいんだっ……！」

「っ……」

　見たこともない、リーゼルの鬼き気き迫せまる表情。その強い声に、身体からだを支えようとしたシーナは小さく身をすくめた。

「……すまない。大丈夫だ。それより……何の御ご用ようですか？　チカ様……」

「はい。とりあえず、ヴェロニカ全土から義勇兵一万を集めました」

　その淡たん々たんとしたチカの言葉に、リーゼルは笑いそうになった。

　傷が痛むので笑えなかったが。

「皆みなさんに比べればそれこそ寄せ集めの雑兵かもしれませんが、どうか役立ててください」

　シーナがかぶりを振ふった。

「ですが……、敵は精強ですよ。訓練はどの程度……」

　リーゼルはシーナの肩かたを押さえた。

「……どうしたのリーゼル？　だって、歴戦の傭よう兵へい団だって毎日あんなに消しよう耗もうしているのに、昨日今日武器を持ったような人たちじゃ到とう底てい……」

　到底、生き残れまい。

　だがそれが戦争だ。

　それでも〝使え〟とチカは言っているのだ。

　戦えずとも、〝壁かべ〟にはなる。

　だから戦えと、ここまで、解放軍の総大将へ、面と向かって言いに来たのだ。





〝逃にげるな〟と。






「……安心してください、チカ様。俺たちは、尻尾しつぽを巻いて逃げるような真似まねはしません。ですから義勇兵はひとまず、兵へい站たんの人手不足に当たらせてください」

「そうですか。わかりました」

　淡々とした、声。表情は、柔にゆう和わ。目が、笑っていない。

　彼女たちは、逃げられない。ヴェロニカという地は、ここにしかない。戦争という外交手段の意味とはそれ。国家を守るとは、究極、そういうことなのだ。傭兵だろうとゴロツキだろうと、貴重な戦力をみすみす逃のがすような真似まねはできない。全てを犠ぎ牲せいにしてでも勝たねばならない。

　負けてしまえば、犠牲にしたことすら噓うそとなる。

「でも……」

　と。去り際ぎわに、チカは言った。

「今回は主に犯罪者や身寄りのない者を集めたので、遠えん慮りよしなくても大丈夫ですよ」

「なっ……」

　絶句したのは、シーナだった。

　少しして何かを尋たずねようとしたときには、もう、チカの姿はなくなっていた。
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〝壁〟というリーゼルの洞どう察さつは、全くの意味で当たっていたのだ。

　気が付けば、シーナの方がよほど青ざめた顔をしていた。

「……シーナ。あれが、国を背負うっていうことだ」

「でも……、だって……、まだ、たった十四歳の女の子が、あんな………一万人も集めて……あんなことを……言う………」

　戦争の狂きよう気きを前に、シーナがボロボロと涙なみだを流し始める。

　シーナは正常だ。

　そしてチカの言動を理解出来てしまう自分の方が、いよいよ麻ま痺ひし始めているのだと、リーゼルは痛感した。そして自分ではなく、シーナの情動が正しい世でなければならぬと、改めて心に刻み付ける。
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「乗ってきました……！」

　書類片手に、ルディが嬉き々きとして入ってきた。

「向こうに誰だれが列席しても構わないという条件付きでですが、交こう渉しようの席に帝てい国こく政府の関係者が帯同することを認めました。これで愛いとしい愛しいセルヴェチカお嬢じよう様さまとご対面できます、マヒロ王子」

「そうか。うむ。むふふ、よくやった。もう二年以上経たってるから……ああもうさぞすっごい美少女になってるんだろうなぁ。写真でもあんなに可愛かわいかったからにして」

　深々と息をついたのはルディではなく、横でマヒロと一いつ緒しよにヴェロニカに関する資料整理をしていた叔父おじの方だった。

「姪めいはともかく、向こうも誰が伴ともなうかわからないとなると危険ではないのか」

　ヴァリオの指し摘てきにルディが表情を改め、肩をすくめる。

「ええ、勇者でも暗殺者でも、なんでもありでしょう。チカ様さえ出てくれば他はなんでもいいとの王子からのご要望だったので。まあ常識的に考えれば連合盟主にして解放軍の総大将でもあるリーゼル王子と、共和国の誰彼……という線がまず絶対かと思いますが」

　マヒロはそれを鼻で笑った。

「ペルグルンでもそうだったさ。だが、外野がいくら口を挟はさんだところで当事者はただ一人だ」

　ルディは首を傾かしげて。

「で、そのチカ様になら一いち撃げきで勝てるとかいう準備はできているんですか？」

「それなら問題はない。時間と場所は？」

「一週間後。中立国、ゼムンです。つい先日までの敵国ですから、これもかなり不利……というより、ほとんど自殺行こう為いですね」

「なに、ゼムンなら予想の範はん囲いだ。あそこのジジイとは顔見知りだしね」

　次にヴァリオが言った。

「ならばこちらから誰を連れて行く。人数の制限は」

「それについては常識的な範囲内で、との補足がつきました。だからあまり大勢だと反ほ故ごにされる恐おそれがあります」

　具体的な数を明言しなかったのは、意図的なものだろう。何か不利な人物や状況が出てきた際に逃げるための布石。たとえばいくら身の安全のためとはいえ、天てん魔ま将しようを何人も連れて行くような真似は難しいだろう。

　マヒロは一息。

「……かと言って、もちろん僕一人だけでは無理だ。箔はくと権けん威い付けに最低限一人欲しい。僕の言葉が帝国政府としての公式な発言であることを、問答無用に裏付けられる人物が好ましい」

「だいぶ限られますね。すぐにロッテンハイムに打だ診しんしてみます。他にご要望は？　当然、向こうが実力行使に出た際の護衛もいるでしょう」

「クリストファーがヒマしてるようなら彼でいい。あいつは魔法とか属性とかそういうのじゃないから、臨機応変が利きく。女の子じゃないから使い捨てにしても惜おしくない。忙いそがしそうだったら、まあマックスが勝手についてくるから大だい丈じよう夫ぶだ」

「了りよう解かいしました」

　要点だけ聞いてルディはまた出て……行こうとして、ドアを開けたところで足を止めた。

「そうそう、昨日ルナス様が捕ほ虜りよにした人物が、王子に会いたがっていたそうですよ。随ずい分ぶんお美しい方だそうで」

「誰だッ!?　リーゼルの軍にいたってことはシーナさんかッ！　いや、案外まだ若いけどクールビューティーなクーデリカちゃんかなッ！　だが、ま～たカトレアさんが紛まぎれ込んでたのかも知れないッ！　共和国の悪い女スパイめ、余は張り切って尋じん問もんしちゃうぞッ!!」

「いえ、ハイランドのアンゼリカ王女だそうです」

「忙しいって言っといて」




　　　　◆




　ネオシスの横でマヒロからの要よう請せいを聞いていたキラが、声を上げた。

「そういうことであれば、俺がお供しましょうか？」

「お前が……？」

　疑問を呈ていするような皇帝に、キラは続ける。

「帝国政府としての公式発言であることを問答無用に裏付けられるだけの、箔と権威を持った人物。宰さい相しようである俺なら全すべて適かないます。何か問題でも？」

「いや……」

　この男は、仕事が出来ないではないのだが、何かと物事を斜はすに見る、生来のものぐさの様な節があった。長い付き合いの友人として、そこに微かすかな違い和わ感かんがあったのだ。

「帝国軍の総大将であるルナス様が乗馬がてらのお遊びに興じているんです。最近は煙草たばこを吸う以外にすることのない宰相が外交交渉に同席するくらい、問題ないでしょう」

「いや、そうなのだが……」

「認めるくらいならこの男の給料を減らすべきでは」

　エーデルワイスの言葉に、雇やとい主の皇帝は一つ頷うなずいた。

「それももっともなのだが……お前が進んで何かの仕事を申し出るなど、珍めずらしいと思ってな」

「せっかく召めし抱かかえてもらってるんですから、たまには給料分の奉ほう公こうをしますよ。どこぞの侍じ従じゆう長ちようと違ちがってね」

「煙草魔人」

「冷血女」

「二人とも黙だまれ」

「はい」

「はい」

　何の反省の色もない形だけの返事を聞きながら、ネオシスはこめかみを押さえた。

「で……本音は？」

「ゼムンには有数のカジノ街が整っているそうじゃないですか」

「……」

「冗じよう談だんですよ、陛下。たまには旅行などしてみたいというのは本音ですがね。何ならお目付け役にこの女も連れて行きましょうか？」

　と、キラが親指でエーデルワイスを示す。

「なぜわたくしがあなたのお守もりなどしなければならないのですか」

「お守じゃない。俺よりは地の利があるだろう」

「いい歳としして迷子にでもなるつもりですか」

「誰がなるか。つい一ヶ月前までの敵地だぞ。事と次し第だいによっては荒あら事ごとになる」

「マヒロ殿でん下かが主導であれば、その辺も含ふくめてうまく立ち回られると思いますが」

「いいや起きるね。聖魔杯の紋もん章しようも絡からむ」

　そこに、じっと話を聞いていたネオシスが言った。

「なぜそう思う」

「逆になぜ、陛下はそう思わないんです？　レンキスで見付かった紋章は、パリスティエル姫ひめが簒さん奪だつしました。ですが紋章は一枚では役に立たない。つまりパリスティエル姫は、紋章を持ったままリーゼル王子の解放軍に合流したと考えるのが妥だ当とうでしょう。そして紋章は、今となっては我々だけが集めているものです」

「うむ……」

　他の者にとって役には立たないくせに、帝国にとってはそれが持つ意味、価値に変わりはない。ならば取引材料にしないわけがない。それ以外に使い道などない。

「国家や国土は一人二人が暴れたところでどうにかなるものではありませんが、手の平サイズの紋章であれば話は別ですよ。交渉が決けつ裂れつしても、最悪、実力行使で奪うばうことが出来ます。……恐らく、マヒロ王子の目もく論ろみもそれなのでは？」

　キラとエーデルワイスの漫まん才ざいを肴さかなに、来客用のテーブルで静かに紅茶を嗜たしなんでいたシャルロッテとユリカがチラと視線を上げた。

　キラは続ける。

「マヒロ王子は全軍の撤てつ退たいと占せん領りようしたハインバック領の返へん還かんを材料に、青の紋章を要求する。はい、軍が撤退する。はい、王子が紋章を受け取る……紋章を手にした王子が帝都に帰り着くまでには、相応の時間がかかります」

「そこで何が起きる？」

「また、顔なじみの誰かに紋章を預けるか……あるいは、王子ごと誰かがさらってしまうかもしれない」

　少しの間。

　その可能性には気付きつつも、誰も、何も言わなかった。言った意味が充じゆう分ぶんに浸しん透とうしたところで、キラは続ける。

「……何にせよ、お優やさしいマヒロ王子の望み通り戦は終結し、ヴェロニカの自由と独立は守られ、我々はまたも聖魔杯を手に入れられず、大陸制せい覇はの夢も叶かなえられない」

　ユリカが言った。

「キラは、あくまでもマヒロ王子を認めないの」

「ええ。そうやって自然に足を引っ張るために、帰順したフリをしているとしか思えません」

　そう言ったキラが次に視線を向けたのは、シャルロッテの方だった。

「確かにペルグルンを降こう伏ふくさせました。しかし国王一派の亡命から完全な帝国領にするという当初の方針を外れ、一定の自治を認める属国としてのものです」

　ティーカップをソーサーに置いて、シャルロッテは言った。

「ラズルカ以北の中原領はほぼ同様の政治形態です。しかし充分に機能しています」

「バクターヌ公の謀む反ほんは未み遂すいに終わりましたが、直前まで最も密接に関かかわっていたのはマヒロ王子です」

「正確には、孫まご娘むすめのコーネリア嬢じようとでしょう。彼女を通じて何かを共きよう謀ぼうしていた可能性までは否定できませんが」

「レンキスの遺い跡せきでパリスティエル姫に紋章を預けたのは、他ほかならぬマヒロ王子です」

「違う、あれは……」

　その場にいたユリカが言おうとしたのを、シャルロッテはそっと手で遮さえぎった。

「……だったら、次の交こう渉しようで彼がそれを要求する可能性があるでしょうか？」

「平和のためなら何だってやりますよ、あの王子は」

　話に興が乗ってきたところでキラは無意識にタバコを取り出し、ほぼ同時にエーデルワイスの手で無造作に叩たたき落とされた。

　諦あきらめたように肩かたをすくめ。

「……そして自分が信じる自由を守るために、わが国の侵しん攻こうを阻そ害がいする。有あり体ていに言いましょう」

　キラが両手を広げた。

「連合側にいたのでは絶対に手にし得なかったレンキスの紋章を解放した時点で、彼はこの国にいる意味を失ったと思います。途と中ちゆう、連合の敗北と祖国の占領という憂うき目に遭あったにせよ、全ての紋章を遺跡の祭さい壇だんより解放した。確かに四枚は帝てい都とにあるにせよ、手の平サイズですから内通者や工作員を用意すれば奪えないことはありません。少なくとも、管理者権限などという厄やつ介かいなものはもう必要ない。封ふう印いんを失った紋章は、誰だれでもその気になれば手に取ることができる……」

　ユリカが呟つぶやく。

「……確かに、レンキスの遺跡だけは帝国の者しか近付くことが許されなかった。いかに勇者たちでも、戦う術すべを持たないマヒロ王子を連れて到とう達たつし、かつ生せい還かんするのは不可能な状じよう況きようだった。でも……紋章の封印を解くためだけに。ルナスに気に入られたのも、本当にただそれだけのことだったと」

「俺は、そう踏ふんでるんですがね。お嬢様方は違いますか？」

「……有り得なくはないかも知れませんね」

　ドキドキしながら。しかしもちろん、表情にはおくびにも出さず、シャルロッテは言った。

「以前、マヒロ王子がこんなことを言っていました。全すべての紋章を揃そろえずとも、聖せい魔ま杯はいを蘇よみがえらせることができる……ラヒルⅡ世王はそのための研究をしていた、と」

「な……それは真まことなのか、シャルちゃん!?」

　ぱたん、と幾いく分ぶん脱だつ力りよく気味なエーデルワイスの張閃ハリセンが、ネオシスの後頭部を捉とらえる。

「はい、お父様。もちろんそのときは、あまりに荒こう唐とう無む稽けいで相手にも致いたしませんでしたけれど。もしその話が事実で、ラヒルⅡ世王が秘密裏りに研究を完成させていて、我が占領軍が未いまだに見つけられないような場所に隠かくされているとしたら……」

　キラがほくそ笑えむように言った。

「シャルロッテお嬢は、なぜマヒロ王子からそんな話を聞かされたんです？」

「軽く尋問したときに。ですけど、どう考えても苦し紛れの噓うそでしょう？　紋章の足りない分は、ミスマルカ王国、ハイランド王国、エルクレセル王国……それぞれの王子、王女らのチカラで代用できるだなんて、いよいよ都合がよすぎます」

　ドキドキ。

　シャルロッテがドキドキしていると、ネオシスは机き上じように手を組み溜ため息いきをついた。

「時折、全てはあの男の……ラヒルⅡ世という男の騙かたった伝説だったのではないかと思うことがある。我々は皆みな、あの男の妄もう言げんに踊おどらされているだけではないかと」

　だが遺跡は存在した。そこに祭壇があり、伝説通り五枚の紋章符が姿を現した。

　だから笑った。

「詮せん無いことだ。勝ったのは私だ。生者である私が、死者の幻げん想そうになど囚とらわれるものか。全て揃えればはっきりする……今となっては、ただそれだけのこと。ラヒルⅡ世にそれを阻そ止しする手立てはない！」

　そして皇帝は重臣へ命じた。

「いいだろう、キラ。マヒロ王子に同行し、パリスティエル姫が持つ青の紋章も交渉に加味するよう伝え、その行動を厳重に監かん督とくせよ」

「御ぎよ意いに」

「エーデルワイス、そなたも有事に備えてキラと行動を共にするのだ。交渉が決裂した際は、実力行使で紋章を奪うことを認める」

「かしこまりました」

「うむ。下がって良い。急ぎ身み支じ度たくを整え、ゼムンへ向けて出立するのだ」

　キラとエーデルワイス、二人の重臣は深々と頭を下げ、そしてネオシスの執しつ務む室を後にした。




　　　　◆




　歩きながら、改めて煙草たばこの箱を取り出したキラが言う。

「……必要な私物は全て持っていけ。もう戻もどることはない」

「そうですか」

「わずか数十年とはいえ主あるじを持ち、部下を持ち、共に暮らした気分はどうだ。それらともう二度と会えなくなる気分は。お前でも、少しは感かん慨がい深いという気持ちがあるのか」

「さあ」

「そうだな。お前はそういうやつだ」

　クツクツと笑いながらマッチに火を点つけたところで、その火を叩き落とされた。




　　　　◆




　風ふう牙が衆の影かげは先々よりちらついていた。

　新型機関車の暴走事件で姿を現した麒き麟りんという男。また、バクターヌ公が服した毒は風牙衆が用いる化学薬品であったと葉は多た恵えが結論付けていた。レンキスの遺跡では頭領を名乗るケセランパサランなる女と共に、麒麟が再び姿を現した。

　たびたび、帝国に敵対する意志がそこにはあった。

「……事実か、シャルロッテ」

　ネオシスの言葉に、シャルロッテは正面から頷うなずいた。

「ヴェロニカに放った密みつ偵ていが、遭そう遇ぐうした風牙衆の一人を問い質ただしたそうです。先のヘリオト家にまつわる暗殺事件を計画し、風牙衆に依い頼らいしたのはキラです」

「……」

「そして滑すべり込みでですが……今朝。逮たい捕ほの不問を条件に、ブラウスピカ公から同様の証言を得ました。バクターヌ公の計画に〝グランドエフェクト〟を加えたのは、キラです」

「………」

「キラは……彼こそが、私とマヒロ王子が追っている〝何者か〟です。少なくとも、そういった何らかの組織に属する者と見て間ま違ちがいありません」

　ネオシスは椅い子すの背もたれにどっと体重を預け、天てん井じようを仰あおぎ、ほぐすように目め頭がしらを押さえた。

　証しよう拠こは無い。証拠は無い。証拠は無い。

「……なぜだ」

「わかりません。しかし麒麟という男から聞いた話を鑑かんがみれば、戦争が。あるいは、混乱そのものが……好きなのではありませんか」

　だからレンキスで妨ぼう害がいした。帝国が紋もん章しようを揃えてしまえば、聖魔杯は蘇り、あとは大きな戦いくさもなく、それで上がりだ。

「では、預言者様の言う災さい厄やくとは。キラは、魔王の手先だとでもいうのか。私は、そんな男と共に大陸制覇を、打だ倒とう魔王を夢見ていたというのか。あいつはこの何十年、そんな下らないことのために私に仕え続けてきたというのか」

「わかりません。ですが、わけもわからず誰かの言いなりになるような男ではありません。それは旧知であるお父様もよくご存じのはずです」

「……あれは、確かに軽けい薄はくなことしか言わぬが、別に人間嫌ぎらいなのではない」

「だとしても、お父様。預言者様の檄げきを受け、人類に覇はを唱えんがために武力闘とう争そうというより直接的な方法を進言したのは、キラです。先のライン会戦において、新型魔法を導入してでも一大決戦を望むべきと進言したのは、四大公の方々以上にキラです」

　証拠は無い。

「……憶おく測そくだ」

「ですが、そういう見方はできます」

　常にネオシスの傍かたわらにいた。

　諸しよ侯こうに交ざり、宰さい相しようとして助言し続けてきた。

「だが事実だとしてどうするつもりだ。つまりキラは、このまま国外へ逃とう亡ぼうする可能性もある」

「やむを得ません。証拠も何もない今、彼を捕とらえても、その組織や構造の全てを究明するには至らないでしょう。ですからまず一度自由に泳がせ、その全容を引きずり出す必要があります」

「どうする」

「釣つり出します。マヒロ王子が、紋章を使って。そのようにお願いしました」

　途と端たん、ネオシスが机上を、その力ちから尽ずくで叩いた。

「お前は私が若かりし頃ころより共に過ごした親友よりも!!　昨日今日この国へ来たあんな得体の知れぬ子供を信用するというのかッ!!」

　後ろでは、上の妹がさぞ大きく目を丸くしていたことだろう。ネオシスが実の娘むすめに対し、これほどの怒ど号ごうを見せたことは長ちよう姉しのシャルロッテをしても記き憶おくになかった。

　だが、もう、大声の一つ二つで動じるような小こ娘むすめでもなかった。

「信用します。私はマヒロ王子を信しん頼らいしております。肉親を失い、国を明け渡わたしても尚なお、平和を尊んだマヒロ王子の寛かん容ような精神とその理性に敬服しております。ならばこそ、彼の祖国を占せん領りようした我が国以上に、大陸全土の混こん沌とんを望むキラこそが彼の最大の敵です」

「シャルロッテッ……！」

　シャルロッテは一歩も退ひかなかった。

　わずかも目を逸そらさなかった。

「お父様は。血の繫つながらぬ友人と、実の娘である私の、どちらを信用なさいますか」

「ッ……、～～～～～～ッッッ……!!」

　そのあまりの物言いにネオシスは、椅子を蹴けって拳こぶしを振ふりかざし。

　振り上げたまま、しかし結局は逡しゆん巡じゆんし。そのまま、落とし所を見失った手を握にぎり締しめ。

　やがて、搾しぼり出すように言った。

「……許さん……」

「お父様」

　父は、空そら恐おそろしい形相でこう告げる。

「確たる証拠。明確な敵対の意思が認められるまで、キラに対して手出しすることは許さん。シャルロッテよ。お前の軍令本部長としての権限を一時凍とう結けつする」

「……承知いたしました。お父様」

　シャルロッテは静かに一礼し、踵きびすを返した。

　無表情なくせに、おろおろとした態度でユリカが歩み寄ってくる。

「あ……姉上……。その……」

「部屋へ戻りましょう、ユリカ。私が間違っているのなら、それが最善です」

「……。はい……」

　ユリカは頷き、退室する前に、テラスの方に向いた父の背へ一度頭を下げ、それからまた姉の後に続いた。

（………）

　ユリカは一つ知っていた。

　昔。姉は、キラという男に恋こい心ごころか。でなければ、限りなくそれに近い、憧あこがれのような気持ちを抱いだいていたことを。

　それが、二人の間にどのような関係をもたらしたかは知らないけれど。それとも結局は、シャルロッテの胸に秘ひめられたままの気持ちだったのかもしれないけれど。

　そんな相手を糾きゆう弾だんする。

　面と向かってですらなく、水面下より追い込み、追い落とさねばならぬ心境というのは、どのようなものなのだろう。どれほどの覚かく悟ごがいるのだろう。

　それがわからず、ユリカは思わず問いかけた。

「姉上……間違っていた方がいいなら、どうして……」

「間違っていた方がいいけれど。まず間違いなく、私が正しいからよ」

　そう言った姉の瞳ひとみは、どこまでも凛りんとして、気高く。

　何より、絶対の自信に満ち溢あふれていた。

　　　　[image: ２]

　帝てい国こく軍、ヘリオト軍とも、攻こう撃げきがぱたりと止やんだ。

　今日、その天幕に集められたのは団長クラスではなく、マヒロ王子と面識を持つ者たちだった。

「もちろんこれは、チャンスです」

　そう言ったのはチカだった。ヴェロニカの盟主自らが、しかもリーゼルのような武を持つわけでもない少女が敵関係者の前に姿を現すなど、自殺行こう為いに等しい。だが今回ばかりは話が別だった。向こうが交こう渉しようの席にチカ本人の出席を熱望したのは、顔見知りであるマヒロの働きかけがあったからに違いない。

「ヘリオト側の付き添そいという建前ですけど、今回の交渉の主役はまず間違いなく帝国政府。そしてマヒロ王子のはずです」

　全体的に見れば優勢である帝国側が、途端に攻撃を止めたのも。マヒロが今回の交渉に嚙かんでいるからに違いない。

　リーゼルは頷く。

「どんな条件を提示してくるかわからないが、マヒロはペルグルンでもそうだった。あいつが先頭に立っている限りは、この先の武力衝しよう突とつは回かい避ひできるはずだ」

　解放軍としてはそれだけでも願ってもない話だった。陣じんを固める、戦力を補ほ充じゆうする、休息を取る。やるべきことは山ほどある。無論、そのまま二度と争う必要がなくなるのであれば、それが最善だ。

　まだ包帯も巻いた絆ばん創そう膏こう付きの、あまり明るくない表情で言ったのはパリエルだった。

「でも……大だい丈じよう夫ぶですか？　その、ペルーナ城でのとき……結局、リシャール王子にトドメを刺さしたのはマヒロ王子だったような」

　かぶりを振って否定したのはシーナだった。

「あのときとは状じよう況きようが違うわよ。ペルグルンはもう、あのペルーナ城しかなかったけど……」

　ヴェロニカは国家としての規模がそもそも違う。まだハインバック一領が陥かん落らくしたのみだ。首都たるサフィナ領がまだ無傷であり、それを囲うようにまだ五つもの領が控ひかえている。

　それに帝国が口を挟はさんでくるにしても、表向きはヘリオトとの交渉だ。あまりに理り不ふ尽じんな要求は蹴ることができる。講和のための最終的な擦すり合わせには相応の時間が必要だろうけれど、そうしてマヒロと交渉を続けて武力闘争を回避する間、こちらは戦力を増強することが出来る。

　チカは言った。

「それに、私を交渉の相手として望んだのは他ほかでもない帝国側です。マヒロ王子が逸いち早はやい終戦のために代表である私を名指ししたのか、それとも帝国の中央に早期解決したい何らかの理由があるのかは、わかりませんけど……少なくとも、私がその席上で譲じよう歩ほする理由は何もありません」

　パリエルは納なつ得とくしたように、首しゆ肯こうした。

「じゃあ、あとはチカ様が安全にその会議に行って、帰ってこれればいいわけだね」

「それについては……」

　チカが一度言い淀よどむ。

「できれば、パリエルさんとリーゼル王子にも列席して欲しいのですけど……いかがでしょうか」

　リーゼルは力強く頷うなずいた。

「それだったら、こちらからお願いするつもりでした。マヒロのこともありますが、向こうに帝国が関かん与よするなら、チカ様の発言にも連合の後ろ盾だてがあることを明示すべきです」

　追って、心配そうにシーナは言う。

「そうね。本題はヴェロニカに関するものだとしても……今回はアンゼリカ様のことも、少なからず関係してくるでしょうし」

　こちらから言わずとも、向こうが人ひと質じちとして揺ゆさぶってくる可能性は充分ある。マヒロ本人の意思とは無関係に。

「でも、だったらこれもありますよ」

「それは……!?」

　どこかで見たような造形の、しかし色いろ違ちがいのプレートにチカが目を見張った。パリエルからすでに事情を聞いていたリーゼルが補足した。

「パリエルが帝国の遺い跡せきから奪うばってきた、聖せい魔ま杯はいの起動紋章です」

「だとしたら……それはとても重要な切り札になるのでは……!?」

　喜色を浮うかべるチカであったが、リーゼルの表情は対照的であった。

「かもしれません。しかし、諸もろ刃はの剣つるぎです。確かに帝国はそれを欲しがるだろうけど……」

　パリエルは言う。

「私たちが揃そろえば聖魔杯がどうとかって、あの意味深な手紙を書いたのは王子ですけど……それを抜ぬかせば、私がこれを持ち続けていることは帝国側にはみんな知れたことだと思います。だったらアンゼリカ様の身み柄がらと同様に、無視できないものとして話題に上ってくる……と、思うんですけど」

　パリエルは普ふ通つうに言ったつもりだったが、訪おとずれたのは深い沈ちん黙もくだった。

　だから間を置いて、パリエルはもう一度言った。

「アンゼリカ様と交こう換かんするくらいの役には立ちますよ、きっと」

「そうじゃないわよ、パリエル」

　シーナだった。

「今これだけ勢いづいている帝国が、しかも聖魔杯を蘇よみがえらせたなんて言ったら、もう私たちは侵しん略りやくを防ぐ手立てがなくなってしまうでしょう？」

　だからある意味、邪じや魔まなのだ。

　確かに交渉材料になるかもしれないが、どうあっても渡すわけにはいかないのだ。となれば帝国がそれを切り出してきた場合、話がこじれるだけであろう。

　リーゼルは言う。

「あるいは……今回、そうして交換材料に紋もん章しようを持ち出すことを見み越こした上で、力ちから尽ずくで奪いにくるかもしれない。そのための罠わな……」

　否いな。そのため、というのは言い過ぎかもしれないが、向こうには策さく謀ぼう家で名高い白しろ薔薇ばら姫ひめがいる。それを含ふくめた上での今回のセッティング、という可能性は否定できないだろう。

　チカが小さく言った。

「じゃあ私を指名したのは、紋章の奪だつ取しゆをカモフラージュするためのブラフ……ですか」

「ん～……確かに王子は知ち恵えは回りますけど、そこまでいくとやり口ではないような……」

　軽く首をひねるパリエルへ、チカが告げる。

「けど、早期解決を願うマヒロ王子の善意が利用された……ということも」

　今度はシーナが沈思。

「ない……とは、言い切れないわよね……。なんだかんだ言ってお人よしな王子様だったもの」

（……。）

　ふと、パリエルは帝都での話を思い出した。

　愛や自由や正義、そうした大義名分で戦おうとしている者たちに限って、自分たちが利用されていることに気付いていない……。

（…………。）

　この『戦う』の意味が実際的なものだけでなかったとしたら。それを危き惧ぐしたマヒロ自身が、その組織だかシステムだかに囚とらわれてしまっている可能性もあるのではないか。

　あるいは、いま、この場にいる私たち。




　　　　◆




　パリエルが呉ご虎こ騎き士し団の陣まで戻もどってくると、ゲンツが言った。

「何のお話でした？」

「停戦交渉？　講和会議？　なんか、そういうのの目め処どがついたって。私と、リーゼル王子とでチカ様の護衛に行くことになったよ」

　はぁ？　とそれを聞いていたヴァイアッハ。

「なんであんたが。そのケガだってまだ完治させたわけじゃないってのに、なんでそう……」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、それはまだ一週間後の話。向こうにマヒロ王子が出てくるみたいだから、王子を説得する意味でも、顔かお馴な染じみの私とリーゼル王子が行かなきゃ。身代わりになってくれた、アンゼリカ様のことも関かかわってくると思うし」

「いや、肝かん心じんのあんたの護衛はどうするんだよ」

「レイナーを連れてくよ。明後日あさつてには治ち療りようが終わって戻ってくるんでしょ？　ていうか……場所がゼムンだから、行く途と中ちゆうで拾ってく。迷めい惑わくはかけないよ」

　レイナーは解げ呪じゆと治療のためにクーデリカに付き添われて、サフィナ中心部にある大きな教会に行っている。

「もう、みんな姫様のこと気に入ってきてますからね。そういう支えがいなくなるって意味じゃ、そっちの方が迷惑なんですが」

「ああ、まあそれはほら。善よきに計らえ」

「へいへい」

　苦く笑しようするゲンツ。一方で。

「一応、お前も団員なんだぜ……団長の許可なく勝手に決めやがって。ふらふらしないでさっさと戻って来いよ」

　ヴァイアッハの態度は相変わらずぶっきらぼうではあったが、『戻って来い』なんていう辺りに、認めてもらえたような嬉うれしさを感じた。

「あ……じゃあ、お土産みやげとか何がいい？」

「いりませんて」

「あんたどこまで戦争のこと嘗なめてんだよ……」

　怒おこられた。
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　帝てい国こくとしての対応が可能なようだと、すぐにマヒロが首を突つっ込こんでくる。だから一領の、さらに言えばヘリオトという一族の問題というところから始めた。

　うまくはいったが、惜おしむらくは所しよ詮せん一族の私有兵規模。たかだか数千人同士の争いにしかならなかったということか。

「……まさか君たちが来るとは思わなんだ」

　ゼムン中心街の最高級ホテルに取った一室で、執しつ事じに紅茶を注つがせたマヒロがきょとんとしている。

　早さつ速そく煙草たばこに火をつけ、キラは深々と紫し煙えんを吸い込んだ。

「こっちとしては、王子の要よう請せいに一番の形で応こたえたつもりですよ」

「クリストファーはどうした？」

　マヒロの言葉に、キラは横へ顎あごをしゃくって答える。

　そこでエーデルワイスが、軽く会え釈しやくした。

「殿でん下かの身辺警護についてはわたくしが担当いたします」

「……それはそれは。懐なつかしいね、なんだかもう」

　マヒロが微笑ほほえみながら、手持ち無ぶ沙さ汰たにぽんと両手を合わせる。

「他ほかのメイドは？」

「おりません」

　背後に控えるマクシミリアンが一言。

「ご安心くださいマヒロ様っ！　マヒロ様の身の回りのおはようからおやすみまでは、このわたくしめがいつも通りつつがなく」

「そういうことを言ってるんじゃない」

　ひどく冷静な真顔で舌打ちしてから、改めてキラに向き直る。

「しかし何でまたこんな時期に」

　と、キラへ尋たずねた。

「何でとは？　どういう意味です？」

「ヘリオト家の子息暗殺から今回のこの戦争に至るまでの件、吹ふっかけたのは君だろ？」

「……また突とつ然ぜんですね。だとしたら？」

　否定もせず悪びれた様子も無いキラの姿に、マックスは驚おどろきを浮かべ、エーデルワイスが横目にキラの様子を窺うかがう。

　それはそれとして。

「仮にそうだったとして、何か問題がありますかね？　ご子息を殺したのは行方知れずのどこかの誰だれか。それに怒って侵しん攻こうしたのはヘリオト公です」

「そうか。認めるのか」

「仮に、と言ったはずですよ」

「仮にでも認めちゃダメなんだ。今の今まであんなに巧こう妙みように、偶ぐう然ぜんとしか思えないほど慎しん重ちようにやってきたことなのに。状じよう況きようはまだ流動的だ。君自身が動くのはあまりに性急だ。いや、今までなら君が動くなんてことはなかった。それがどうして出てきた。あまりに雑すぎる」

　察し、キラは咥くわえ煙草のまま、にやりとした。

「あんたたちにそれを察知された時点で、そうする意味がなくなった……とも言えませんかね？」

「確証なんて今も無いんだよ。君がシラを切ってくれれば、今日はそれで終わりでよかった」

「では王子様こそ、なぜ急にそんな話を？」

「少し前に、風牙衆の上じよう忍にんが僕の友達に捕つかまった。そしたら君じゃないかという証言が出た。その友達いわく、風牙衆はそう軽けい率そつな連中じゃあない。少なくとも工作員としての精度は葉多枝党より上だ。なのに動きが雑だった。たぶん、誰かが急がせていた。つまり急がせたやつは、急いでいた。完全に膠こう着ちやくしてしまった中原方面での全面戦争を待っていたんじゃ、何年掛かかるかわかったもんじゃないからだ。だからとりあえず、このヴェロニカの方から風穴を開けようとした。少しでも何かのバランスを崩くずせれば情勢は再燃し、大陸は戦せん禍かと争乱に巻き込まれる……はずだ、と」

「……」

　滔とう々とうと語られる話を聞きながら、キラは部屋に備え付けの灰皿に一本目を揉もみ消した。

　そして、ケケケと笑った。

「ほぼ百点ですよ、王子。なるほど。ようやく実感しましたよ。そりゃお嬢じようたちのハートを射い貫ぬくわけです。いい勘かんをしている。しかもそれをもっともらしく喋しやべる。いかれちまって当然ですよ。いつから俺のことを疑ってました？」

「初めて会ったその日から」

「ご冗じよう談だんを」

「帝都へ着いたばかりの僕は、姉上……シャルロッテ様から、僕は当面厄やつ介かいな存在だから近付いてくる輩やからには注意しろと言われていた。僕もそうなるように、いの一番に皇帝との謁えつ見けんでバカをやって見せた。にもかかわらず、初対面の中では君だけが僕に話しかけてきた」

「宰さい相しようとしての自然なアプローチのつもりだったんですが？」

「宰相なんてことさら言動の目立つ重じゆう鎮ちんが、敵か味方かわからないような相手に近付くのはおかしい。しかもコーネリア様のように夜会に乗じたというのでもなく、白昼堂々の単騎駆がけだ。個性的だから、という範はん疇ちゆうを越こえている。どんな理由であれ、個人的にそれが気に入らなかった。だから姉上たちにもいちいち言わなかったが、僕個人は何かにつけて君を結び付けて考えていた。大半のことは結び付かなかったが……今回、風牙衆からそういう証言が出た」

「連中、拷ごう問もんや薬品には滅めつ法ぽう強いという触ふれ込みだった割に……拍ひよう子し抜ぬけですね」

「だから直接脳を洗った、と言っていた。具体的に何のことかは知らないが、金のためなら大たい概がいのことはする奴やつだ」

　二本目に火をつけて。

「で、どうします？　そっちに特級執事。こっちに特級侍じ女じよ。王子様が命令すれば、俺は捕まるでしょう」

　その意思を確かめようと身をかがめたマクシミリアンへ、マヒロは首を横に振ふった。

「どうもしない。捕まえるとか告発とかもしない。証言ばかりで証しよう拠こがまったく無い」

「あんた、推理は出来るが探たん偵ていには向きませんね。そこまで言っておいて何もしないじゃ、逃にげられちまいますよ」

「僕は探偵ほど殊しゆ勝しようじゃないからね。それに、ここまで言って否定しないってことは捕まっても問題がないか、完全に逃げ切れる算段があるってことだ。だったら君個人よりもそれを許す状況の方が問題だ。話を戻そう。なぜ急いだ？　そうして正体や企たくらみを認めてもいいほど、何の状況がどう変わった？　どうやって世論を動かしていたかはわからないが、あれだけ正確で緻ち密みつなやり方を捨ててしまったんだ。君自身か、君が属するシステムに何らかの劇的な変化があったから、としか思えない。そこだけ聞かせてくれ」

　いよいよキラは一つ感心した。

　本当の意味で先見の明があるのだと。

　一人二人の罪人を糾きゆう弾だんしても大した意味が無いことを理解している。すでに多くの犠ぎ牲せいが出ている戦争についてすら言げん及きゆうしてこない。その先、今後起こり得ることの方を危き惧ぐし、重要視している。

　……そうか。

　そうやって誰も彼も、この王子と話すことが楽しくなっていくのだろうか。

「居ながらにして世情を左右できるほどの絶対的なアドバンテージを捨ててまで、こんな突拍子もない戦争を起こさせた理由。それを急がなければならなかった理由だ。それによって得られるメリットは、なんだ？」

「正直すぎますよ。そんな重要なこと、言えるわけがないでしょう。さてどうします？」

「どうもしない。まあ、今まで以上に君のことに注意は払はらうが……それだけだ」

「探偵じゃないにしても、詰つめがお粗そ末まつでしたね」

「いいんだよ。情報は欲しいが……でも、もう少しすれば君のことも瑣さ末まつな問題になる」

　それは強がりにしても、行き過ぎた印象に聞こえた。

「何か面おも白しろいことでも？」

「つまらないことだよ。まだ皇帝にも言っていないが、聖せい魔ま杯はいを復活させる。あとは伝説の神器に全すべてお任せだ。誰かが努力したり活かつ躍やくする必要なんてなくなる。問題は聖魔杯のチカラが全て片付けてくれる。めでたしめでたし」

「……なぜそれをこの場で言いますかね？」

「キラ。エーデルワイス。僕個人の家臣になれ。全ての望みを叶かなえてやる」

　しばしの沈ちん黙もく。マックスがマヒロの発言に目を見張っていたが、特級というのはよくしたもので、決して口出しはしなかった。

「……俺たちが家来になって、どうします？」

「まず、帝都にある四枚の紋もん章しようを持ち出す。重臣である君たちなら楽勝だ。残り一枚は明日あしたの会談で僕がパリエルから返してもらう。ミスマルカへ戻もどり、聖魔杯を復活させる。もうただのミスマルカ王朝じゃない」

　マヒロは言った。

「僕の国」

　嗤わらいながら、もう一度言った。

「僕個人の王国だ」

「……」

　もう煙草が根元近くまでなったのも忘れたように、話に聞き入っていたキラは。

「ミスマルカは中原のど真ん中です。四し面めん楚そ歌かになりませんかね？」

「ならないように、今までどれだけ愛あい嬌きようを振りまいてきたと思ってるんだ？　当面はその評判と口先だけで凌しのげる。その間に君の情報操作を使って、周囲から攻せめられないような政情を浸しん透とうさせる」

　大したものだ。本当に。

「で、その先に何があります？　王子様の目的は？　帝てい国こくへの復ふく讐しゆうですか？」

「友達が西域で戦っている」

　その言葉は意外だった。

「……独どく眼がん龍りゆうのことですか？」

「死んでいなければ、戦っているはずだ。応おう援えんを送りたい」

「つまり、陛下と同じことを？」

「少し違ちがう。人類の統一はいいが、共和国の北の果てまであと何年かかる。それじゃあ、きっと間に合わない。だから協定でいい。リーゼルが連合の盟主になったが、あいつじゃそこまでだ。僕は違う。そのリーゼルの友人であると同時、帝国にもコネクションを持っている」

「……」

「僕なら、全てをまとめられる」

　軽けい薄はくにも思えたキラの表情に、今は値ね踏ぶみするような真しん剣けんみが篭こもる。

「なぜ、独眼龍にそんな義理立てを？」

「あいつだけだったんだよ。前に、紋章を集めるための勇者を募つのったとき……あいつだけが、魔王を殺すために聖魔杯をくれと言って来た」

　三本目をつけてキラが言う。

「まあ確かに、普ふ通つうは金や名めい誉よが関の山でしょう」

「そうじゃない。僕が感動したのはそこじゃない」

「では？」

「あいつは、それで自分の腕や目を治したいと言わなかった。そのくせ魔王だけは殺すと言う。僕は僕以上のバカを、あのとき、生まれて初めて見た。あいつはホンモノだ。可能だろうと不可能だろうと、ああいう意志は潰つぶしちゃだめだ。あいつの目と腕の代わりになるだけの増援を送りたい」

　紫し煙えんを一息。
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「……事情はわかりましたよ。ですが、不可能です」

「どれがだ？」

「そもそもの、俺が家来になるという部分がです。だったら俺が聖魔杯を使って、俺が世論を操作するでもいいでしょう。俺の望みを俺が叶えて、それでおしまいです」

　マヒロは気を抜いてソファに身を沈しずめた。

「……ま、君が本当に世論操作できる能力なり仕組みなり組織なりを持っていると仮定した上での話だ」

「そうですね。とりあえず明日の講和会議です。紋章については陛下からも仰おおせつかっています。交こう渉しようのテーブルに上げ、なんとしても持ち帰るようにとのご要望です。不可能だった場合、この女が強ごう奪だつする手はずになっています」

　親指で示されたその女は、表情一つ変えず首しゆ肯こうした。

「それは王子様も、あまり好ましくない展開でしょう」

　マヒロは髪かみを搔かきながら言う。

「わざわざ君自身が出張ってきた理由は、紋章か」

「その監かん督とくですよ。あんたが旧友たちの下もとへ亡命することを、陛下は危惧しておいでです」

「……わかったよ。その代わり、交渉が始まったら僕の言葉は全て肯こう定ていしろ。君は僕の発言を公式なものとして裏打ちするだけでいい」

「もちろんそのために来たわけですから。ですが、何を言うつもりで？」

「別に。当たり前のことしか言わないつもりだよ」
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　場所はゼムン王都からは離はなれた避ひ暑しよ地であった。富ふ裕ゆう層向けの高級ホテルが立ち並ぶ湖こ畔はんのヨットハーバーから、山やま間あいへ少し登った王おう侯こう貴族向けの閑かん静せいな別べつ荘そう地ち。魔物が弱く、数も少ない地域だからこその高級リゾート。

　そのオーベルジュの一つを、丸ごと貸しきってのセッティングだった。

　ホールに白布で覆おおったテーブルを二列。

　うち一列の方に、チカとレンシーが席に着いていた。それらの背後に、パリエルはリーゼルと共に剣を下げて立っていた。交渉するのはあくまでヴェロニカであり、連合や解放軍としてはあくまでチカを守護する役に徹てつする。

　サフィナ南方の戦線は勇者であるシーナと呉虎騎き士し団のゲンツ、共和国の将軍とが受け持っている。帝国が奇き襲しゆうを仕し掛かけてきたというような報告はない。

「いよいよだね……大だい丈じよう夫ぶかい、お嬢じよう？」

「大丈夫です」

　隣となりのレンシーへ、チカが気丈に頷うなずいた。

　用意した資料は数百ページにも及およぶ。

　ヴェロニカ、帝国という彼ひ我がのみならず、このゼムンと海の向こうの北日本、西日本、両公国も含ふくめた周辺諸国のありったけの情報を交渉材料として頭の中に入れてきた。それでも間に合わなかった詳しよう細さいデータが、ここにある五百枚からのファイルだ。

　それによって正当で誠実な交渉のみを見み極きわめる。

　ブラフは許さない。

「いよいよぢゃな」

　二列のテーブルが並へい行こうする奥。

　言うなれば上座のような場所に、老王が横おう柄へいに掛かけていた。この講和会議の見届け人としてチカたちが巻き込んだ、ゼムン王エドアルド・ゼムネスカ本人だ。後々この会談での発言に齟そ齬ごが生じた場合に、公正中立な立場で証言してもらう。神しん殿でん教団の枢すう機き卿きようとも所縁ゆかりが深いという彼であれば、うってつけの役だろう。

　強ごう欲よくな一面もある人物だが、彼の場合、それは自己顕けん示じ欲よくの裏返しでもある。自分こそが一番であり、全すべてを支配しようという帝国に利する真似まねはしない……その意味で信用できた。そして帝国という敵に勝つためであれば、彼がヴェロニカを攻めようとしていたことなど些さ細さいな問題と割り切ったのだ。

「しかしこんな小こ娘むすめがヴェロニカの代表とはのう。どうぢゃ、もう彼氏はおるのか？　ああ？　よかったらうちの孫かひ孫でも紹しよう介かいしてやろうか？」

「間に合ってます」

　チカが、キッと睨にらみつけると、ゼムン王はひっひと嬉うれしそうに下げ卑びた笑えみを浮うかべる。

　呆あきれ半分にパリエルは言った。

「そんなセクハラばっかり言ってると、またアンゼリカ様やエミットさんに怒おこられますよ」

「おう、そなたも言うようになったのう。ラヒルの所であのクソガキの護衛をしておった頃ころは初うい々ういしかったにのう。女というのは垢あか抜ぬけて来るとすぐこれぢゃ。お前も嫁よめを取るなら気を付けるがいいぞ、ハイランドの。あのシーナという女勇者も今はしおらしいもんぢゃが、ああいう気の強いタイプは一度尻しりに敷しかれたが最後……」

　滔とう々とうと語るゼムン王に、リーゼルは苦笑いを浮かべるばかり。

　パリエルは横を向いて。

「今なら王子が王様のことをクソジジイって連呼してたのがよくわかります」

「かっかっか！　聞こえておるぞい」

　そのような声の大きさで言ったから当然であろう。

「……ぢゃが真面目まじめな話、女子に似合うのは男を誘ゆう惑わくするための花とドレスよ。するなら恋こいの鞘さや当あてであろうに、その身空で政治や戦の話とは嘆なげかわしい限りぢゃ」

「ふん、ついこの間までヴェロニカを狙ねらって兵を搔き集めていたのはどこの誰だれさね」

「おおレンシー、近くで見ると噂うわさ以上にいい女おな子ごではないか。どうぢゃ、ワシの嫁にならぬか？」

　飲みかけていた水を噴ふき出し、チカはむせ返った。

　マダムの通り名の示すように、レンシーは既き婚こん者だ。夫に先立たれたために已やむ無くナージュ家の当主、すなわち領主の地位にいるが……。

「あのねぇ王様。あたしら、そんな下らない茶飲み話をするために集まってるんじゃないんだよ」

「何を言うか、ワシは本気ぢゃ。こう老い先が短くなると冗じよう談だんを言うのも時間がもったいなくてのう」

　ふと気付いたようにレンシーがチカを振ふり返り、呆れたような顔をした。

「あんたもなに赤い顔してるんだい、お嬢」

「はっ!?　いえ、私は、別にそんな……」

「お嬢ももう少し大人になれば、こんなの掃はいて捨てるほど寄ってくるようになるんだから。いちいち相手にしちゃキリがないよ」

　くすくすと小さな笑い声にパリエルが横を見ると、チカとさほど歳としも変わらないような十代半ばの少女が一人。共和国の軍服にサングラス。狐きつねのような耳としっぽを生やした、共和国の国防長官。

「皆みなさん、仲がよろしいんですね」

　一転、油断も隙すきもなくレンシーは言った。

「弱いもの同士のよしみさ。あんたのトコは別。どさくさに紛まぎれて共和国に有利な条約を結ぼうったって無む駄だだよ」

「わかっています。今日ご一いつ緒しよさせていただいたのは、あくまでも共和国軍の立場を明確にするためです。他意はありません」

　今はまだ、公おおやけには、ヘリオト家による私兵を使った報復という解かい釈しやくをしている。いたずらに戦せん禍かを拡大させないための、それがヴェロニカ、共和国、双そう方ほうの公式見解だ。だからあの戦線に現れたルナスと黒騎士団に関してもたった数百騎という遠えん慮りよがちな数を鑑かんがみ、ひとまず黙もく認にんしている。

　だがこれ以上の、帝てい国こく軍の軍事的活動となれば黙だまっている道理はない。そういう牽けん制せいの意味での列席だった。なぜか国防長官という軍のトップが現れたが、その若い容姿も含めて、この場にいる誰も不自然には思っていなかった。

「マヒロ王子にお会いするのは久しぶりなので、とても楽しみです」

　くるりと楽しげにしっぽが躍おどる。

　久しぶりという一語にパリエルは、そう言えばと思い出し。

「前に会ったときは私と同じような歳だと思ったんですけど……あんまり変わらないですね？」

「久しぶりに会った人には、よく言われるんです～」

　とぼけた声の直後、ノックの音が響ひびき渡わたった。

　束つかの間を置いてドアが開き、帝国側の面メン子ツが姿を現す。

　マヒロ、エーデルワイス。これはパリエルのみならず、こちら側の全員の知った顔だった。もう一人を見て驚おどろいた顔をしたのはチカとゼムン王。

「あれは？」

　と小声にするリーゼル。チカが同じ音で囁ささやき返す。

「キラ・アースヴィンス。帝国の宰さい相しようです」

　重臣中の重臣。まさか宰相本人が出てきた。となると当然、マヒロの独断は通さないということなのだろう。

　ただ、席に着いたのはヘリオト側の役人らしきが二人。マヒロもその宰相も、パリエルやリーゼルと同じく、背後に控ひかえただけだった。

　この会談の主役はヴェロニカであり、ヘリオトである。

「では双方、顔ぶれは以上でよいか？」

　ゼムン王が堅かた苦くるしい前置きもなく、頰ほお杖づえを突ついたまま姿勢を正すでもなく、故ゆえにこの上ない威い厳げんと貫かん禄ろくで告げる。

「議題はただ一つ、ヘリオト家がヴェロニカへ侵しん攻こうした件についてぢゃ。ここで手打ちにするか。それとも継けい続ぞくし、連合と帝国との代理戦争とするのか。よくよく話し合うがよい」

　身も蓋ふたもない言い方をすれば、それが事実であった。

　パリエルは呉虎騎士団と、リーゼルたちと共に、命いのち懸がけで戦場を駆かけ回った。だがどれだけ前線で血が流れたところで、最後は話し合いでしかないのだろう。

（……）

　パリエルは、そこまで空むなしくは思わなかったが……突き詰つめて考えると、最初から話し合いしか眼中にないマヒロこそがやはり正しいのだなと……テーブル二つ挟はさんだ向こうにいる彼を見ながら、妙みような感かん慨がいを覚える気分だった。
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　チカは黙って座していた。

（……）

　どこから切り出そうか。

　それとも、最初は向こうの出方を待つべきか。

　最終的には、双方の論点はほぼ同じようなところに収束するだろうけれど……。

　そうして十秒ほど過ぎただろうか。

「……なんぢゃ、誰も何も言わぬのか」

　別に見合いの席でもない。だから気を利きかせたわけでもなく、それが生来の性しよう分ぶんのようにゼムン王が声をかけた。

「のう小こ僧ぞう、久しぶりに逢おうたに挨あい拶さつも無しか？　親のそっ首刎はねた相手の下もとで、のうのうと生き恥はじをさらしておるようではないか」

　ゼムン王の売り言葉を、マヒロが半ば寂さびしそうな表情で買い取った。

「お久しぶりです、陛下。随ずい分ぶんと小さくなられましたね」

　いくらかやつれ、どこか土気色の顔で強がるような姿。それでも威い張ばるように頭に被かぶった大きな王おう冠かんが、今はひどくアンバランスで滑こつ稽けいに映るのだろう。

「ワシは背せ丈たけのことを言われるのが一番嫌きらいぢゃ。然しかるにワシが寝ね込こんだとでも聞いて嫌いや味みの一つも言いに来おったか」

「いくら僕でもそこまで暇ひまじゃありませんよ。ちゃんと帝国のお使いとして来てるんですから。もっとも、この場の主役はヘリオト領家とヴェロニカ商工同盟……」

「マヒロ王子」

　短期決戦ではないが、彼が相手であれば回りくどいことは必要ない。そう思ってチカは言葉を切り出した。

　マヒロはさほど構える様子もなく、柔にゆう和わな表情と声とで応こたえる。

「お久しぶりです、チカ様。ゼムン王と違ちがってご壮そう健けんで何よりです」

　チカの目にはマヒロは少し背が伸のび、歳相応に落ち着いて大人びたように見えた。

　でも言うなればそれは、自分が十二歳の頃に見た十五歳の頃の彼、そのままの印象。

　自分が普ふ通つうの少女であったなら。ただヴェロニカという国のお姫ひめ様だったなら、彼ひ我がの立場を、悲劇として感傷もできるのだろうけれど。

「王子こそ、お元気そうで何よりです。そして建前は結構です。本題に入りましょう」

「と、おっしゃいますと」

「顔を見ればわかります。椅い子すに掛かけたヘリオト家からのお二人は、失礼を承知で言えば形だけの操あやつり人形。私たちは他ほかでもない、あなた方帝国政府と交こう渉しようする腹積もりでここに来ました」

　マヒロからしてみれば、そうして決然と述べるチカの姿は、面おも差ざし、という曖あい昧まいな記き憶おく以外には、まるで別人のようであっただろう。

　シャルロッテがチカの写真を片手に、かつての自分を見るようだと言っていたのは、だから、単に容姿の話だけでもなかったのだ。

　ヴァリオ・サフィナという金きん融ゆう財務の鬼き神しんを失って尚なお、ヴェロニカが財政を持ち直したのは人の動かし方に長たけたチカの能力に拠よるところが大きい。

　故に帝国の財務官としてヴェロニカとの通商を見続けてきたヴァリオは、一ひと筋すじ縄なわではいかぬと評した。チカはまだ高度な経済学を修めたわけではないが、七領家はまとまっていた。ヴァリオが理り詰づめで支配したのとは対照的に、感情的な部分でまとめ上げたのだ。

　そして人心をまとめられたことに、チカ本人は自信を持っていた。同時、まとまってくれたみんなの信しん頼らいに応え、その生活を守らねばと決意したのも当然のことだった。

　それが、チカの精神的な基き盤ばん。

「ですが僕も、チカ様と細々した交渉をするために来たわけではありませんよ」

「それはこちらも同じ気持ちです。水掛け論をするつもりはありません」

「そうですか。では話が早い」

　ここからだ。

　チカが気持ちを構えると同時、マヒロは一言告げる。

「全面降こう伏ふく、イエスかノーかでお答えください」

　その場の全員が面食くらった。

　そして僅わずかに間があった。何を言っているのか、という感じの空気になった。

　そんな中でチカの胸きよう裡りだけは、やられた、の一言で埋うまっていた。

「……どういう、意味ですか？」

　場の雰ふん囲い気きに沿って、そうとぼけるのが関の山。

「下らない殺し合いをやめる意志はあるかとお聞きしています」

「意志はあります！　だからと言って宣戦布告もする前から全面降伏!?　横暴です！」

「当たり前です。国力も軍事力も圧倒的にこちらが上なのですから」

「ッ……!!」

　やはりそうだ。はめられた。この場に釣つり出された時点で負けが確定していた。いや、文字通り最初から勝ち目などなかったのか。

　読み間違えた。この少年はたかが十五歳にして、あの日、あの夜、幼い命を盾たてに他の領主を脅きよう迫はくしろと言ったリアリスト。昔むかし馴な染じみのよしみなどなく、かつて彼が論じた自由や独立の尊重以上に、暴力の撤てつ廃ぱいのみを視野に入れてきた。

　歯は嚙がみするチカの横で、リーゼル、セリアーナが相次いで口を開く。

「本気で言っているのか、マヒロ!?」

「ヴェロニカとの全面戦争に突とつ入にゆうするつもりであれば、共和国としても黙っているわけにはいきません」

　だからマヒロも言い返す。

「戦禍を拡大させるだけの外野はすっこんでろ。僕はチカ様と話をしている」

「マヒロ！　お前はそれでいいのか!?」

　リーゼルが身を乗り出して叫さけんだ。
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「お前の嫌いな暴力を背景に、弱い人々を脅おどし、自由を奪うばい支配するようなやり方で、本当にいいのか!?」

「ああそうとも、僕は暴力が嫌いだ。大っ嫌いだ。だから力ちから尽ずくでも戦争を終わらせる。野放図に首を突っ込み余計な犠ぎ牲せいを増やした君とは違う」

「余計な犠牲なんか出してはいない！」

「でも死んだだろうッ!?」

　マヒロが叫んだ。

「君がわざわざ連れてきた大勢が死んだはずだ！　必要だろうと無む駄だだろうと、それを犠牲と言うんだ!!」

「……っ、マヒロ……！」

　リーゼルは拳こぶしを握にぎり締しめ、マヒロを睨にらむ。

　同じ眼光のままマヒロは続ける。

「僕は自由が好きな以上に暴力が嫌いだ。暴力に暴力で対たい抗こうしようなんて馬ば鹿かも嫌いだ。降伏するのであれば細部を詰める中で誠心誠意を尽つくそう。だが徹てつ底てい抗戦すると言うのであれば、わざわざそんな野や蛮ばんな連中の相手をするつもりはない。好きなだけ戦って勝手に死ねばいいだけの話だ」

　セリアーナが尋たずねた。

「なのにあなたは、暴力で支配を続けようという帝てい国こくの肩かたを持つんですか？」

「戦わなければ軍隊もただの官かん僚りよう機構だ。戦場という状じよう況きようが人を狂くるわせるにすぎない」

「いいでしょう。しかし本当に我が国と全面戦争に突入するつもりですか？　ただ一方面担当の政務官にそこまでの権限がありますか？」

　何か悟さとったように、帝国の宰さい相しようが口を挟む。

「もちろんこの王子様にそんな決定権はありません。ですが皇帝陛下はそのつもりですよ」

「あなたの言葉が噓うそではないという証しよう拠こはありますか？」

　食い下がるセリアーナへ、悪びれもせずにキラは頷うなずく。

「証拠はありませんが証明は簡単にできます。応おう援えんに来た共和国軍もろとも、ヴェロニカを焦しよう土どに変える……という形でね」

「ブラフです」

「そう思うのは長官の勝手ですが、その未来を選ぶのはあなたではないでしょう？」

　薄うす笑わらいを浮うかべるキラの言葉を受け、セリアーナは横のチカに同じことを告げる。

「ブラフです。連合や我が国と二正面も三正面もできるほどの軍事力は帝国にはありません」

「……わかっています」

　わかっている。

　リアリストであるからこそ。

　感情ではなく理性で物事を考えれば当然のこと。戦争とはコストを浪ろう費ひする、無駄の多い外交手段であること。だから帝国も戦禍の拡大は避さけたい。だからマヒロを持ち出した。そして……マヒロの言動の全ては、確かに非暴力を原点としている。

　他方、現在の連合はラヒルⅡ世が盟主であった頃ころほど強くはなく、共和国が全面戦争に突入するためには議会の承しよう認にんが必要であること。民主制の弊へい害がいに対し、王制の利点をもろにぶつけてきた。

　何より重要なのは。

　帝国には事実として、ヴェロニカを蹂じゆう躙りんするだけの軍事力があるということだ。帝国対連合や、帝国対共和国や、そういったものは全すべて……あったとしても、ヴェロニカが蹂躙された後の話でしかないということだ。

「……対岸の火事ですよね」

「……」

　チカの含ふくみある呟つぶやきの意味に、セリアーナは気付けども悲ひ愴そうな顔をするばかりで、明確な言葉を返せなかった。

　一週間あればまだ違っただろう。

　だが帝国側のマヒロは、今、宰相という強力な後ろ盾だてと共に決断を迫せまっている。

「チカ様、俺たちは……解放軍は、まだ戦えます！」

　横合いから身を乗り出したリーゼルが、強くテーブルを打つ。そうして絶対に諦あきらめぬ意志を持った彼の瞳ひとみを、チカはこれといった感情もなく見上げた。

「ヘリオト軍とはそうでしょうけど……今しているのは、帝国軍の話です。それとも中原にある連合の正規軍の何万かをヴェロニカへ連れて来てもらえるんですか？」

「それはっ……」

「アンゼリカ姫が目の前に吊つるし上げられても、まだ戦ってくれますか？」

「ッ……！」

　ここでリーゼルの言葉も尽きた。

　彼も思い至ったのだ。

　チカの目の前にはすでに、ヴェロニカ全土の民たみが吊るし上げられているという事実に。

「……ごめんなさい。恐おそらくそうまでしても、勝機は薄うすいのでしょうね」

　連合は所しよ詮せん、中小国の集まり。今回の戦いくさでリーゼルと解放軍の名は上がったが、それでも国家間が一丸となって連れん携けいするにはまだ至らないだろう。共和国の議会が全会一いつ致ちする以上の困難であろう。一方で帝国は、皇帝という一人の意思で明あ日すにでも全軍が動く。

（……）




　──来くるべきときが来たのだ。




　武力を持たず、敵対せず、警けい戒かいすらさせず、常に善よき隣りん人じん、善き味方であり続けること。決して攻せめ込まれぬような外交状態を保ち続けることこそが、ヴェロニカ商工同盟という共同体の処世術であり、他のいかなる国家よりも富み栄えるための基本理念でもあった。

　そう。攻め込まれたら、そこまでなのだ。

　確かに何十年か前まで……まだ中小国ばかりが群ぐん雄ゆう割かつ拠きよしていた時代はうまく機能したシステムであった。当時は仮に攻めて来る敵がいても寡か兵へいで、逸いつ話わの通り小金をばら撒まくことで追い払はらうことも出来たし、今回のように傭よう兵へいを雇やとうだけでも対処できた。

　だがグランマーセナル帝国の急速な発展は、そんな時代をとっくに変化させていた。だからと言ってそれに合わせて体制を変化させることは、二年前に盟主となったチカの代だけでどうにかなる問題ではない。

　セリアーナはブラフと言ったが、帝国が現実的な軍事力を有している以上……実際の人命を負ったこちらは、間ま違ちがっても強がりやブラフを言うわけにはいかぬのだ。自分を信じてくれる人々の命を、いたずらに賭かけ事に使うような真似まねは、決して許されない。絶対に。




（……）

　実の父を殺し、叔父おじを蹴け落おとしてまで守ろうとした、誇ほこり高く愛すべきヴェロニカ商工同盟を。しかし結局は守りきれなかったことに、一ひと粒つぶだけ涙なみだをこぼした。

「……降こう伏ふく勧かん告こくを受け入れます」

　室内を満たしていた張り詰つめた空気が、ふっと緩ゆるむ。

　わずか半月ばかりの戦が、それで終結したことを意味していた。

　マヒロが安あん堵どを込こめた静かな溜ため息いきとともに、深々と頭を下げる。

「ご英断です。帝国を代表して敬意と感謝を申し上げます」

　頭を上げたところに、チカは吐はき捨てた。

「裏切り者」

「いかなる謗そしりも受ける所存です」

　チカの決断を静かに見守っていたレンシーが問う。

「いいのかい？　お嬢じよう」

「……ごめんなさい、レンシー。他所よその人が死ぬのは平気です。犯罪者や住む場所もない人たちだから、まだ供出できました。でも、普ふ通つうに暮らしている人たちまで巻き込む気にはなれませんでした。それをしたら、ヴェロニカじゃなくなってしまいます」

　ヴェロニカは王を頂かず。

「……私が王様になって戦えと命令し、人々の自由を奪うことはできません」

「そうだね。あたしもその通りだと思うよ。いいんだよ、お嬢がそう思って決めたのならね。コウやキッテンの爺じいさんや……、他ほかの連中も理解してくれるよ。お嬢が独裁者になるところなんか、誰だれも見たくないさ」

　くるりとしっぽを一回転させて、セリアーナが冷たく言った。

「偽ぎ善ぜんです。独善的です。あなた方を守るために、我が軍も解放軍も多大な犠牲を払っています」

　くるりと振ふり返ってチカは言った。

「あなたたちが戦ってくれると言うから戦ってもらいました。それに見合う対価は双そう方ほうの合意の上で充じゆう分ぶんにお支し払はらいしているはずです」

「でも、人の命を買うような真似をしておきながら、終わったらそれっきりというのは……」

「売ってくれたのはあなた方です」

　値段がつくなら、それは人ではなく商品だ。それが倫りん理りに反すると言うのであれば、戦せん闘とう力というサービスを買ったと言い換かえるだけだ。

　そういう、ものの見方に過ぎない。

「……見た目私より若いのにそこまでドライな女の子とはさすがに思いませんでした……」

　まだ説得できるはずと食い下がっていたのがいよいよ諦めたように、狐きつね耳としっぽがくたりとなる。

　マヒロが言った。

「それはそうでしょう。そもそもが今回ヴェロニカが使った金のほとんどは……」

　レンシーがパイプに火をつけながら、無常を笑った。

「そう。二年前のライン会戦のときに稼かせいだ金だよ。連合と帝国。両陣じん営えいと大量の軍ぐん需じゆ物資を取引してね。その後、負けた連合とも、勝った帝国とも、あたしらは取引を続けた……ま、王子様からしたら裏切り者どころか、そもそも味方ですらなかったって話だよね」

　戦争は浪費だ。そして連合と帝国という二大勢力が浪費した分がどこへ消えたかといえば、半分はライン平原の露つゆとなったが……もう半分は丸ごとヴェロニカが吸い上げたようなものだ。

「……そうか。じゃあ、ヴェロニカから融ゆう通ずうされた俺たちの活動資金というのも……」

　もう彼もただの一勇者や、純じゆん粋すいな王子様というのでもないのだろう。

　ショックよりは、半ば納なつ得とくしたようなリーゼルへ、マヒロは頷く。

「元を辿たどれば、僕たちの国から出た金だ。民の一人ひとりが汗あせ水みず流してどうにかこうにか納めた税が、こうしてわけのわからないところを意味もなくぐるぐる回る。だから、馬ば鹿か馬鹿しいだろう？　戦争なんて」

　マヒロの言葉にリーゼルは、自じ嘲ちよう気味に唇くちびるの端はしを持ち上げた。

「……そんなことは百も承知だ。俺たちだって、同じ気持ちだったさ。戦争なんて下らない。だがヘリオト軍に勝ち、お前たち帝国政府が出てくる前に単独講和に持ち込めれば、平和だけじゃなくヴェロニカの独立と自由だって守られた」

「それについては……残念に思う。だが肝かん心じんの帝国政府が、ヴェロニカを併へい合ごうするいい機会だと判断してしまったんだ。だったら……今回のチカ様の決断以上に、早期に武力衝しよう突とつを収束させる手立てはなかっただろう」

　リーゼルの眼まな差ざしには、友好的な色はなかった。

「そうか。お前は本当に、暴力でさえなければなんでもいいんだな……」

「そうだね。大たい抵てい、なんでもいいかな」

　頰ほお杖づえを突ついたまま、ゼムン王が言った。

「やれやれ。しばらくはいい暇ひま潰つぶしができると思っておったが、あっけなく終わったのう」




　それで話は、ほぼ一段落した。

　しかし、全すべてが終わったわけではなかった。
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　まだ一つ、面めん倒どうだか簡単だかわからない問題がある。だからとりあえずマヒロは聞いてみた。

「パリエル」

「え？　なんですか、王子」

　少し前にレンキスでも会っているのだが、また雰ふん囲い気きが変わっただろうか。具体的には……特に真しん剣けんな様子でもないのだが、まるで油断も隙すきもない。

　はっきり言って怖こわいくらいだ。

「えーと……あの紋もん章しよう、まだ持ってるかな……って」

「持ってますよ」

「返して」

「嫌いやですよ」

　それはそうだ。

　横のキラをチラリと覗うかがうが、まるでどうという様子もない。好きなように進めていいのだろう。

「じゃあ単刀直入に言おう。アンゼリカ様と引き換えだ」

「アンゼリカ様はどこですか？」

　と尋たずねたパリエルを、リーゼルが片手で遮さえぎった。

「必要ない」

「……ですけど……いいんですか？」

「そうだぞリーゼル。そりゃちょっとトボケた人だが、実の姉に対して必要ないはあんまりじゃないか」

「誰も姉上がいらないとは言っていない。紋章を渡わたす必要はない、と言ったんだ」

「あ……ごめん」

「……。それにお前がいるなら、姉上もそうひどい目に遭あうわけでもないだろう」

　こんな修しゆ羅ら場ばにばっかり直面していれば当然のように、リーゼルの方まで強したたかなことを言う。

「第一、最後の一枚をお前たちに渡したら、もう終わりじゃないか」

「まだ可能性はある。君も選せん抜ばつのときに父上から聞いたはずだ。神器は使い手を選ぶ。皇こう帝ていが蘇よみがえらせたからといって皇帝が選ばれるわけじゃない」

「だったら、それはどういう基準で選ばれるんだ？」

「それは……僕も、蘇ったところを見たわけじゃないから知らないが……」

「つまり皇帝が選ばれる可能性もある。少なくとも、最初に手にする人物だ。その後から手にする誰かよりはチカラを手に入れられる可能性は高い……違うか？」

「……」

　思わぬところで手て詰づまりを喰くらった。

　このところはヴェロニカとチカのことばかりで、こっちの方は時間もなかったしあまり深く考えていなかった。そもそも重要視もしていなかったのだが。

「……それとも王子」

「ん？　なんだい、パリエル」

「私たち、と……この紋章があれば、ってことですか？」

　パリエルがさほど危機感もなく、懐ふところからその一枚を取り出す。

「危なっかしい……というか、たくましくなった……って言うべきかな。そんなものを不用意にチラつかせて、力ちから尽ずくで奪うばわれるとか少しは……」

「王子」

「なんだ？」

　パリエルに話の腰こしを折られるのはなんとなく珍めずらしくて、きょとんとしてみると。

「危なくなるので伏ふせていてください」

　パリエルが剣の柄つかに手をかけると同時、横を音もなく風が吹ふき抜ぬけた。

　宙を舞まったのはエーデルワイス。

　それに対してリーゼルも剣を抜く。

　廊ろう下かに繫つながる横のドアからレイナーが、厨ちゆう房ぼうへ繫がる奥のドアから沙さ耶や香かが飛び込んできてエーデルワイスを取り囲む。

　パリエルに忠誠を誓ちかっている銀ぎん髪ぱつ鬼きも、ルナスに忠誠を誓っている竜りゆう殺しも、エーデルワイスに切っ先を突きつけている。

　突とつ然ぜんのことに、レンシーはチカの頭を抱かかえるようにその場を離はなれ……場をセッティングしたゼムン王は承知していたことのように、控ひかえ室から飛び出してきた護衛に守られたまま、席から動かない。

　理由はともかく。

「エーデルワイス。やめろ」

　マヒロは、リーゼルの持つ紋章へ手を伸のばす彼女へ言った。四方から剣を向けられてひとまず動かないことを見て、次に横の宰さい相しようを見た。

「エーデルワイスを連れて来た理由はこれか？　確かに一いつ緒しよくたには交こう渉しようできなかったが、戦争には勝ったんだ。あとはゆっくり条件を詰つめていけばいいだけの話だろう？　まさか本当に君が蘇らせて君が操作するとでも言うつもりか？」

　キラが煙草たばこに火をつけながら笑っている。

「いや、さすがにそれはありません。そういうのも良かったんですがね」

　この状じよう況きようなら諦あきらめたということか？

　ならば次にはその状況になっている方だ。

　レイナーと沙耶香のみならず、共和国側はカトレア以下ＣＩＣの実動隊が、帝国側はユリカが近衛このえ騎き士しを連れてぞろぞろと踏ふみ込んでくる。

　エーデルワイスとキラとを包囲していく。

「カトレアさんはわかりますが……。ユリカ様まで……なんでまた」

「念のため」

　と、ユリカは普ふ段だんどおり口数少なく。

「私がお願いしました」

　セリアーナが言った。

「より正確には、私がそうなるかもと思っていたところに、そちらの第一皇女から気を付けて欲しいという私的なオファーがありました。そこの宰相と侍じ従じゆう長が帝都を発たった後のことです」

　その割にはリーゼルとパリエルの動きが早かった、と視線を向けると。

「交渉の行く末はどうあれ、マヒロの言った通りだ。帝国が力尽くで紋章を奪いに来る可能性は、俺たちの方でも織り込み済みだった」

「ええ。でもまさかこエーのデル人ワイスが直々に、その帝国に狙ねらわれてまで奪いに来るとは思いませんでしたけど……」

　と言ったパリエルだが、当のエーデルワイスは人形のように動かず、喋しやべらない。

　そういうのが一番怖い。余計な労力は一いつ切さい割さかず、隙をうかがうことと、その瞬しゆん間かんに動くことだけに全身全ぜん霊れいを傾かたむけている。

　当のキラは、黒騎士から数本のランスを向けられながら堪こたえた様子もなし。マヒロを横目に紫し煙えんをふかした。

「ま。ロッテンハイムで一番忙いそがしいあんたが、限られた目と耳だけであそこまで探たん偵ていできたんです。全て思うがままのシャルロッテ嬢じようや、その上を行くらしい先読みの魔ま女じよが気付かない道理がない……ってところですかね」

　マヒロは言った。

「じゃあ、終わりにしないか？」

「それを俺に言っちまうのが、あんたですよね。なんで他ほかの連中に言わないんです？　〝終わらせろ〟って」

「だから、そういうのは嫌きらいなんだよ……確かに君のことは気に入らないが、死ねとまで思ってるわけじゃない。戦争や混乱という目的を除けば、世論操作で全てを動かそうという志向はむしろ理想的だ」

「なるほど。家来になれと言いましたね」

「ああ、今からでもいい。この場の全員の剣を納めさせてやる。だから……」

　ずずず、と地じ響ひびきした。

「……なんぢゃ。地じ震しんか？」

　ゼムン王が言うが、それにしてはどこか軽い。そしてずずず、ずずず、と断続的に、散発的に響く。まるで、何かの足音のように。

　エーデルワイスの方を包囲したカトレアが、耳のインカムに指を当てた。

「……モンスターだと？　そんなものいちいち指示を仰あおぐな、お前たちで……」

「あれは」

　キラの方を囲んでいたユリカが、窓まど際ぎわに駆かけ寄った。風景画のように眺ながめの良い眼下、湖面に黒い影かげ。逃げ惑まどう人々の姿。

　人ではない形が見える。つまり魔物だ。

　ただ……数が。

「報告!!」

　ゼムンの騎士の一人が駆け込んできた。

「魔物が現れました！」

「ああ？　それくらいでおたおた騒さわぐでないわ、貴様らに与あたえたその剣と鎧よろいはなんのためぢゃと思っておる」

「それが、尋じん常じようではない数です！　陛下、急ぎ避難を!!」

　包囲している連中は元から殺気立ってるからいいとしても。

　問題は、そんな状況を聞きながら、全く他人ひと事ごとのようにへらへらしている奴やつだ。

「どういうことだキラ。何が起きている。まさか、君の仕し業わざなのか」

「違ちがいます。ですが残念ながら、本当に時間切れのようです。もっと大きな花火が見たかったんですがね」

　キラは笑いながら虚こ空くうの中へ手を伸ばした。

　どこか見えない中へ手を突つっ込み、次に手を引き抜くと、指先にはパリエルが持っていたはずの紋もん章しようが摑つかまれていた。

「えっ!?　そんな、馬ば鹿かな……！」

「行くぞ、冷血女」

　その声で、エーデルワイスが再び動いた。意表を突かれたパリエルの胸むな倉ぐらを摑み、それはレイナーの方へ。喉のど元もとにあった沙耶香の薙なぎ刀なたの柄を摑んで、それはリーゼルの方へ。

　知ち恵えの輪でも解くように、ごく自然に、静かに包囲を潜くぐって一ひと跳とび、マヒロのそばに戻もどってくる。

「参りましょう、殿でん下か」

「どこに……？」

「ミスマルカへ。聖魔杯を蘇らせるために」

　軽い当て身を一つ。

　そこでマヒロの意識は途と絶だえた。

「やれ。王子を渡わたすな」

　ユリカの言葉で黒騎士が突いたランスはキラを素す通どおりするように、ランス同士で打ち鳴らされただけだった。

　一瞬で身をかがめたキラがテーブルの下を滑すべるように潜って、再び顔を出したところにセリアーナが躍おどりかかる。自分の身体からだより大きく膨ふくらせたしっぽを叩たたき付ける。

　ズダンッ!!　と魔物の足音などよりよほど大きな音がして、両りよう腕うでに受け止めたキラの足は床ゆかを踏み抜いたが、踏みとどまり、逆にふかふかのしっぽを捕つかまえて、思いっきりぶん投げた。

「わきゃ」

　悲鳴も半ばに頭っから天てん井じように半身突き刺ささると、すぐに、両りよう脚あしとしっぽがだらんと垂れ下がる。

　そこに、モンスターが壁かべをぶち抜いて現れた。西域の奥ならともかく、こんな東ではまず見ることのない大型の、しかも生物の体に機械のパーツを持ったサイバネティック。
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　それが空けた壁の穴をすり抜けるように、キラと、マヒロの体を担かついだエーデルワイスが姿を消した。

「マヒロっ……!!」

　リーゼルの剣けんが一いち撃げきでモンスターの巨きよ軀くを打ち倒すが、すでにそこには三人の姿はなく。

「王子ーっ!!」

　追って外に出たパリエルも叫さけぶが、聞こえるのは眼下の湖こ畔はんから響く喧けん騒そうと悲鳴ばかり。




　北は共和国の首都から、南は帝てい都とに至るまで。人の住まうあらゆる領域が未み曾ぞ有うの魔物の群れに襲おそわれているとパリエルたちが知るのは、わずか数時間後のことであった。










　あとがき




　お久しぶりです。ほんとにお久しぶりになってしまいましたが、待ってください。ちゃんと理由があるのです。

　実は去年（二〇一三年）の春先にちょこっと入院してきました。

　業界の慣例というか必然というか、この手の仕事をしていると基本的に身体からだを動かさないものですから、若い頃ころに学校の体育の授業で培つちかったなけなしの体力の貯ちよ蓄ちくはすり減らす一方であり、やがて使い果たして、結果として三十代になると急に体調を崩くずしたりするようです（病院の先生に言われたわけではなく、周囲の風聞や実感として）。

　でまあ入院自体は経過も良好で予定二週間のところをほんの十日ほどで退院できたのですが、問題は病院の先生です。診しん察さつのたび、会うたびに禁きん煙えんを勧すすめてくるわけです。

　そこで私もせっかく病室という禁煙を強制される環かん境きように置かれるわけですし、親や友人や編集部にも心配をかけたので、心を入いれ替かえて禁煙することにしました。

　全　く　仕　事　が　で　き　な　く　な　り　ま　し　た　。

　どうも私は真性のニコチンジャンキーだったようです。

　でも病院の先生の指示で禁煙した結果、仕事ができないのですから！

　言わばドクターストップというやつですから!!




　遊　…　…　休　む　し　か　あ　り　ま　せ　ん　♪




　あ、音おん符ぷに見えるのは！マークのインクが滲にじんでいるだけだと思います。

　さてそんなわけで積みゲーを崩くず……原げん稿こうを触さわれるようになるまで三ヶ月かかりました。

　しかも今回の原稿を書き上げるのにさらに三ヶ月かかりました（普ふ段だんは一ヶ月強）。

　つい先日聞いた話では、禁煙外来に行くとお薬とかでもっと自然にストレスなく禁煙できるそうです。でも別にやめるだけなら『Civ4』と『Civ5』と『Fallout：New Vegas』と『メタルマックス３』と『メタルマックス２：リローデッド』と『超次元ゲイム　ネプテューヌ』と『圧倒的遊戯ムゲンソウルズ』と『Far Cry3』と『ボーダーランズ２』と『真・三國無双６』と『虚からノ少女』と『ＢＵＮＮＹＢＬＡＣＫ３』と『エスカ＆ロジーのアトリエ』と『地球防衛軍４』と『魔女と百騎兵』と『デススマイルズ』と『ＢＬＡＺＢＬＵＥ』と『ランス・クエストマグナム』他ほか（順不同）があればやめられますので、ヒキコモリの人は無理に禁煙外来に通う必要もないかと思います。

　……かなり本気で割り切って遊び呆ほうけたのですが、別にどのゲームもフルコンプとかそういうのをしたわけでもなく、なのにこの程度です。世の同志たちやレビュアーさんはどうやってゲームのみならずアニメやマンガやラノベやそれら同人作品までチェックしているのでしょうか。不思議でなりません。




　そう言えばこの巻の第一稿を上げた当初、担当Ｉさんからこんなメールが届きました。

『今日少しドタバタとしているのですが、読み終わり次し第だい、今週厨にまたご連れん絡らくいたしますね。』

　厨って日常会話やビジネスシーンではあんまり使わない漢字だと思うのですが、ドタバタしながら会社のパソコンで直前まで何を打ってたんでしょうね。私、気になります。

　ちなみに昨日届いたメールです。

『そしてすみません、あとがきなどなどお願いを忘れておりました……。今回ページを多めに８～10の間であとがきお願いできればと思うのですが大だい丈じよう夫ぶそうでしょうか……？

　またカバー折り返しの著者プロフィールもいただけますと幸いです（すみません、ページ多いのに時間があんまりない……）』

　繰くり返かえされる三点リーダに依い頼らいを忘れていた自責の念から来る恐きよう々きようとした感じがよく表れていますね。でも私もすっかり忘れていて何のネタも用意していなかったので、あまり気に病やむ必要はないと思います。本当に何のネタも用意してないんです。しかも入院ネタがビックリするほど膨ふくらまなかったので十ページとかほんとにもう勘かん弁べんしてください。




　時は過ぎ、明後日あさつてがこのあとがきの締しめ切きりになりました。ひぃ……。

　そう言えば病院の先生に「お仕事は？」と聞かれたので、「小説を書いています」と答えたら、「ああ、将来的に目指す感じで」と何の疑いもなく言われました。

　はっはっは。先生、一応私もその道で十年書いてる先生のつもりなんですが。

　入院中、寝ねながら読む用に大人買いしていったライトノベルを見せて、「こんなの書いてますこんなの！」と力説したら、「あー、俺こういうの見るとエッチなの思い出すんだよねぇ」と言われました。




　先　生　、　否　定　は　し　ま　せ　ん　が　。




　表紙だけ見ればフランス書院もスニーカーも似たようなもんですからね。

　まあ世間様のライトノベルに対する認にん識しきなどその程度です。なので某ぼう社しやスニーカー文庫公式サイトのやたらいい加減なことばっかり言ってるような連れん載さいを見てラノベ作家を目指そうという方がいらっしゃったら、ここらで一度、考え直してみるのもいいかもしれません。あ、でもその連載の作者さんも何も悪気があったわけではないと思うので、クレームは掲けい載さいを許可した編集部の方へお願いいたします。何なに卒とぞ。平に。

　編集部の皆みなさんもお見み舞まいに来てくださいました！　ありがとうございました！

　そして目指してるのではない証しよう拠こに、角川の箔はく押おしの名めい刺しを置いていってもらいました。

　何と張り合っているんだお前は。




　しかしながら病院や入院なんて言うと、あまり良いイメージを持っていない方も多いと思いますのでこの辺にしておきましょう（ナースさんとか女医さんとかなんか間ま違ちがったイメージを持っている人もいるかと思いますが……もちろん私のことではなく）。




『ストライクウィッチーズ』第三期が決まりましたねッ!!　いやっほうぅぃやっ!!

　部隊とか舞ぶ台たいとかこれを書いている時点ではまだ発表されていないのですが、生きる楽しみが増えるのはいいことです！　ああもう全すべての仕事を放り出して誰だれに言われるでもなくハルトマンとバルクホルンのノベライズを書いて誰に見せることもなくニヤニヤしたいのですが、ダメですか!?　ダメですよね！　知ってました!!

　陸の方では『ガールズ＆パンツァー』が他に負けないくらい良いアニメでしたし、海は『艦これ』が現在進行形でブーム真まっ盛さかりですから、このところの活かつ況きようはミリタリーファンとして嬉うれしい限りです。




　話は変わりますが、私は普段、自分のことを○○ファンと自じ称しようしたりします。ミリタリーは大好きなのですが、さりとてマニアかと問われるとそこまで造ぞう詣けいが深いわけではないからです。たぶん、大隊、連隊、師団あたりがおおよそ何人くらいの編成で、陸なら戦車が何台とか、空なら戦せん闘とう機が何機含ふくまれるとか、淀よどみなく言えるようなら私なんかは凄すごいなと思うので、マニアを名乗っていい気がするのです。みなさんはどうですか。




　ゲームも大好きなのですが、昨今のコンシューマーゲームは一本あたりにかかる時間が長く、しかも私は効率プレイを突つき詰つめるタイプでもないので、やはり胸を張ってマニアやオタを名乗れるほど数をこなせません。なので余よ程ほどでない限りは、一通りエンディングを見たところで仕事のためのネタ探しも終しゆう了りようと割り切り、すぱっとやめてしまうことが多いです。

　……コアな読者さんは、私の種々のコメントにたびたび『Civ4』というタイトルが出てくることにお気付きかと思いますが、それがつまり余程なゲームです。学生さんとまっとうな社会人の皆さんはダメ、ゼッタイ。プレイしたけどなんかめんどくさくてよくわからない、という方は幸いでしたね。自分には合わなかったと割り切り、そんなゲームを買ったことなど早めに忘れてしまいましょう。無理に続けてはいけません。

　楽しさを覚えてしまったときには、もう手て遅おくれなのです。

　だってオプション画面にアラームクロックが実装されてるっておかしいだろ（ご飯や会社の時間を忘れないように）。冗じよう談だんにしても笑えないし、実際お世話になるので二度笑えません。




　アニメも当たり前のように小学生の頃ころから大好きです。が、アニオタというほど洗いざらいチェックしてるかというと好すき嫌きらいが激しいのでそうでもなく、毎期五作品ほどしか追ってなかったりします。で、見たアニメについて声優ファンの友人とあの作品はダメだったとかあの声優さんが良かっただとか激論を交かわしたりしています。

　たとえば最終回へ向かうにつれて怒ど濤とうの盛り上がりを見せた『プリティーリズム・オーロラドリーム』は総合力の点では決して『魔法少女まどか☆マギカ』に負けていなかったのではないかということを午前中から酒飲みながら「あいらが！」「りずむちゃんが！」「みおん様が！」「ほむほむッ!!」とガチで語り合う三十代独身の漢おとこ二人。

　至福の時ですよね。




　うるせえ！　頑がん張ばる女の子は最高なんだよ!!




　あ、八ページなので謝辞とか入れてまとめる頃合いですね。

　絶望的だったのですが、なんだかんだで期限内に埋うまるのがすごいなーってたまに思います。あ、でも著者プロフまだ書いてないや……。明日でいいか。

　担当Ｉさん。私の体調他ほか、提出物に関してもご心配おかけします。大丈夫、打ち合わせでお会いする頃にはこのあとがきに目を通しているはずです。たぶん。きっと。お若いのですから前向きに生きましょう。ネタがなくて一番困っているのは私ですし。

　ともぞさん、今回もわがままをあれこれ聞いていただきありがとうございます。今回はゲンツが出色でしたね。女の子はもちろん可愛かわいく、その上で男キャラもしっかりかっこよく描えがかれているのがこの作品の自じ慢まんであり、読者さんが『ミスマルカ』を応おう援えんしてくださる理由の一つだと思います。

　読者の皆様におかれましては、一年近いブランクに心配をしてくださった方もいらっしゃったようで、申し訳ない限りです。ネット連載の方のご意見ご感想に混ざって、たくさんのそのようなメールを頂きました。ありがとうございます。いや、本人としてはデビュー作から『お・り・が・み』を始めるまでに二年も間があったし、別に一年くらいお休みしても誰も気にしないだろ……と本気で思っていたのですが認識が甘かったようです。

　やっぱり今後、もしものときの近きん況きよう報告用にブログとか始めた方がいいのでしょうか。

　……あ、担当が編集部の公式ツイッターで呟つぶやいてくれるそうです。ではそういうことで。

　ちなみに、（Ｉ）というのが私の現担当のＩさんです。頑張って写真を撮とったり、頑張って撮った写真のアップロードを失敗したりしながらこまめに呟いているようなので、皆さんフォローとかしてあげてください。私はツイッターやったことないのでフォローとかリツイートとかよくわからないのですが。

　そんなんで電子の神とか抜ぬかしてる作品書いてていいのか。




　というわけで、『ミスマルカ』十一巻でした。正直なところ、皆さんの「早く早く！」という期待の声がなければ三ヶ月でも書けていなかった作品だと思います。読者さんの応援は本当に有あり難がたくて嬉しいものだということを、再確認した巻になりました。

　で……ご好評頂いた『ミスマルカ』第二部も、次巻で完結です。

　帝てい国こくは？　連合は？　マヒロが信じる人類はどこへ向かい、全てはどう決着するのか？

　いや、そもそもそれは次の一巻でまとめきれることなのか!?

　今やってる『レイセン』が終わってから考えればいいですね（未来の自分へ丸投げ）。

　何とか頑張りますので、皆様もくれぐれも健康にはお気を付けて、心身共にのんびりゆったりとお待ちいただければ幸いです！




　二〇一三年　　十一月


林　トモアキ　　
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